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そうして、運命の車しや輪りんは回転を始める

我われらはこの世界に何を望み

何を祈り──

何を願ねがって、生きてきたのか









　　　第零章　戦場跡にて　～Snowscape～







　誰だれもが、祖国の旗の下もとに戦った。

　誰もが、生まれ育った街を守るために戦った。

　父のため、母のため、息子のため、娘のため、愛する人のため、あるいは自分自身のため──大切な誰かを守るために、誰もが命をかけて戦った。永遠の冬に閉ざされた世界で未来を繋つないでいくために、誰もが必死だった。

　自分達以外の誰かを押しのけて、自分達が生きる場所を確かく保ほするために。

　誰もが、自分達以外の誰かを殺した。

　己おのれの正義を叫ぶ者がいて、正義を叫ばない者がいた。正義を唱となえる者は自分の弱い心を大義名分の鎧よろいで覆おおい隠し、正義を唱えない者は凍こごえた自じ虐ぎやくの笑えみの下に銃弾をしのばせた。正義など本当はどこにもないと誰もが心の奥では知っていて、それを唱えなければ戦えない者と、それを嘲あざ笑わらわなければ戦えない者がいた。

　──そんなすべての者たちの頭上に、死は等しく降り注いだ。

　鉛なまり色いろの雲に覆われ、果てない吹雪ふぶきに閉ざされた、西せい暦れき二一八九年のあの戦場で。

　誰もかれもが、死んで、死んで、死んで、ただ死んだ。




　夜明け前に始まった戦いは、ニューデリー自じ治ち軍ぐんの勝利に終わった。

　兵士達の足跡で踏み固められた雪原の上には新たな雪が降ふり積つもり、血に染まった戦場を白いヴェールで覆い隠そうとしていた。

　吹き荒れていた激はげしい風はいつしかやみ、北インドC-82地区の戦場は静せい寂じやくに包まれていた。なだらかな傾斜を描いて広がる雪の平原は空中戦車大隊の砲ほう撃げきによっていたるところですり鉢ばち状に陥没し、立ち並ぶ強化コンクリートの残ざん骸がいはガラス状に融ゆう解かいしたままなおも赤せき熱ねつして、この地に叩たたきつけられた攻撃のすさまじさを物語っていた。

　雪中迷めい彩さい色しよくの外がい套とうを胸の前でかき合わせ、砂のような新雪を踏みしめて、戦場跡を歩いた。

　救きゆう護ご班はんによる死傷者の運び出しはすでに大半が完了したらしく、周囲に残されているのは敵兵の亡なき骸がらがほとんどだった。

　爆ばく発はつに巻き込まれて炭化してしまった物もいくつかあったが、大部分が原型をとどめていた。機関銃の掃そう射しやを浴びた者もいれば、騎き士し剣けんに心しん臓ぞうを貫かれた者もいた。

　病人着のような白い服を血に染め、苦く悶もんに見開かれた目を空に向け、小さな手を必死に伸ばしたたまま事切れた、まだ幼い、普通の人間で言えば十歳にも満たない、『敵』。

　年とし端はのいかぬ子供達ばかりが、二百と十五人。

　それが、今回の戦せん闘とうの、戦果だった。

　ほんの二時間前まで、この場所にはシティ・カトマンズの魔ま法ほう士し開発施設が存在していた。大戦のごく初期に建造されたその施設にはここ数日の間に二個大隊からなる特殊部隊と最さい新しん鋭えいの魔法士が配備され、カトマンズに向けて侵攻中の我わが軍を背後から強きよう襲しゆうする態勢にある──それが、ニューデリー自じ治ち軍ぐんが得た情報だった。

　作戦司令部は侵攻軍本隊から一個大隊を割さき、施設への総そう攻こう撃げきを命じた。

　空中戦車と魔法士による、空と地上からの一斉砲撃──

　その結果生じた物は、戦闘と呼ぶのもばかばかしいほどの、一方的な虐ぎやく殺さつだった。

　結けつ論ろんから言えば、特殊部隊などという物は最初から存在しなかった。カトマンズはニューデリー軍の戦力を一時的にでも削そいで戦線を再構築する時間を稼かせぐために、すでに廃棄する予定にあった研究施設を囮おとりに使ったにすぎなかった。そのことにニューデリー軍が気づいたのは施設への攻撃が完了した後で、そのときにはすでに、カトマンズ自治軍は部隊の立て直しを終えていた。

　捨て石にされたのは、研究施設で育成されていた実じつ験けん訓練生。

　そのほとんどはただＩ－ブレインを持っているだけでろくに情報制せい御ぎよも使えない無力な子供達で、どうにか戦闘に耐えるわずか数名の者もニューデリー軍の魔法士の前にはなすすべが無かった。

　どうあがいても勝ち目のない戦い──だが、子供達は一人として、逃げようとも降伏しようともしなかった。

　遺い伝でん子し合成の段階で子供達の脳に書き込まれた『軍規プロテクト』が、それを許さなかった。

　……また……か。

　似たようなことは何度もあった。大戦勃ぼつ発ぱつから一年、戦いが泥沼化し世界中のシティが疲ひ弊へいしていく中で、大戦の初期に各地で作られた魔法士研究施設の大半はエネルギーと資源を食いつぶす足あし枷かせとなりつつあった。実戦に耐えうる新たな魔法士の開発に成功したのは優ゆう秀しゆうな研究者と過去の蓄ちく積せきデータを持つごく一部のシティだけで、大半の研究施設では新たなＩ－ブレインの発明はおろか、遺伝子合成による先天性魔法士の開発さえ実用段階にこぎ着けていない状態だった。

　当初のもくろみが外はずれれば、後に残るのは処分の問題だけ。

　シティの軍は、役たたずの実験施設と欠陥品の研究素体を、当然のように使い捨てにしていった。

　今回のように戦闘に使われるのはまだましな方で、中にはすべてを解体して再処理工場送りにしてしまったシティまである。アフリカのどこかでは施設で育成されていた子供達が人体実験に使われ、一人残らず生きたまま解剖されたと聞く。

　親もなく、登とう録ろくＩＤもなく、他人の都合で作られた子供達。

　それを助ける者など、この世界には一人もいない。

　最高司令部の人間を非人道的と罵ののしるのは簡かん単たんだ。が、「ではどうすればいいのか」という問いに何と答えればいいのか、自分には分からない。彼らにシティ市民と同じ権利を与えたくとも、そんな余力を持つシティなど存在しない。彼らが食べる食料は、服は、彼らが一日に消費するエネルギーはどうやってまかなうのか──答えられる者など、どこにもいない。

　結局は何もできない。何もできないから、何もしない。

　自分も、いや、自分を含めたこの世界の大多数の人間も、つまるところはそういう連中と同じ。殺される子供達がいるのを知っていながら『何もしない』ことで、彼らのやり方を肯定し、子供達を踏みつけにしているのだろう、と──

　そう思うと、ひどくやりきれない気分がした。

「……ん……」

　そんなふうにして戦場を外はずれまで歩いたところで、ふいに足が止まった。林立するコンクリート柱の残ざん骸がいの陰にかすかな息づかいを感じ、足音を殺して近寄った。

　油断無く身構え、柱の陰を覗のぞき込み、息を呑のんだ。

　白い服を自らの血で真まっ赤かに染めて、小さな男の子が一人、コンクリートにもたれるようにして、雪の上に座り込んでいた。

　息を殺して歩み寄り、目の前に膝ひざをついた。おそるおそる手を伸ばそうとして、その手を止めた。少年の腹には頭ほどもある大きな穴が開いていて、その部分に収まっているはずの内ない臓ぞうが綺き麗れいになくなっていた。

　焼やけ焦こげた傷の縁ふちから、止めどなく血が流れ出していた。

　手の施ほどこしようが無いのは、素人しろうと目めにも明らかだった。

　手を触れようとしたことで気け配はいに気づいたのだろうか。男の子がうっすらと目を開けた。濁にごった青色の瞳ひとみでこっちを見上げ、男の子は小さく、痛いよう、と呟つぶやいた。むせるように咳せき込んで喉のどから血の塊かたまりを吐き出し、そこで初めて目の前の男に気づいたようにまばたきし、

　……助けて……くれるの……？

「……残念ですが……もう手遅れです」

　たとえ助かる望みがあったとしても、自分には敵である君を助けることはできない──そんな言葉を喉の奥に飲み込み、答えた。

　同じようなやりとりは、あちこちの戦場で幾度と無く繰くり返した。

　子供に嘘うそをつくのも、子供の死を見るのも、慣れていた。

　男の子は濁った目で空を見上げ、苦しいよう、と呟いた。はぁ、と血の混じった息を吐き、少し離はなれたところに転がっている水筒を指さして、あれを取ってほしいと言った。

　あれですね、とうなずいて、男の子に背を向けた。

　この後に来る物も、もう、分かっていた。

（Ｉ－ブレイン、戦せん闘とう起動）

　背中を向けたままゆっくりと立ち上がり、水筒に向かって一歩踏み出し、

（防ぼう御ぎよ──範はん囲い：極小　出力：極小）

　甲かん高だかい音が、あった。

　ゆっくりと、振り返る。

　目の前には、男の子の頭上から突き出た、強化コンクリートの槍やり。

　それを、Ｉ－ブレインの情報制御によって生成された氷の盾たてが、受け止めていた。

「……申し訳ありません。今ここで、君に殺されてあげる訳にはいかないんです」

　氷の盾を手のひらにのせ、ゆっくりと男の子に近づく。

　手の中の氷が、細身のナイフにその姿を変える。

「今ここで私が死んでも何も変わらない。誰だれも救えない。だから、私は生き残ります。君達を何人殺しても、必ず生き残ります」

　力尽きたように目を見開く男の子の背中に、ナイフとは逆の手を回す。

「その代わり、この戦争が終わったら、私は必ず責任を取ります。どんなに時間がかかっても、いつかきっと、君達を殺さない世界を作ります」

　淡たん青せい色しよくな氷の刃やいばが、男の子の心しん臓ぞうを突き通す。

「……どうか、それで許してくれませんか」

　淡々と告げたその声は、おそらく、男の子の耳には届かなかった。

　痛いよう、苦しいよう、とかすれた声で呟つぶやいて。

　男の子は、それっきり、動かなくなった。




　名前のない子供達が、いた。

　親もなく、帰る場所もなく、誰からも顧かえりみられることなく、ただ道具のように使い捨てにされる子供達が、たくさんいた。

　作り物の子供達だから、誰もが作り物として扱った。自分達の都合で作ったものだから、都合が悪くなれば処分した。そうしなければ世界が立ち行かなかった。優やさしさや同情で彼らを救えるほど、世界は平和でも豊かでもなかった。

　誰が悪かったわけでも、誰が間違っていたわけでもなく、ただ、そういう時代だった。

　──鉛なまり色いろの雲に覆おおわれ、果てない吹雪ふぶきに閉ざされた、西せい暦れき二一八九年のあの戦場で。

　数え切れないほどの子供達が、死んだ。

　死んで、死んで、死んで、ただ死んだ。







　　　第一章　賢人始動　～First move～







　柔らかく繰くり返す波音の中に、口笛に似たかすかな響ひびきが聞こえた。

　天あま樹ぎ真ま昼ひるは立体映像の書類を繰くる手を止め、窓越しの海に視線を向けた。

「ん……？」

　半透明な仮想ディスプレイをテーブルの中央に弾はじき、コーヒーカップ片手にソファーから立ち上がる。応接テーブルの脇わきを抜けて部へ屋やの反対側の壁かべに歩み寄り、大きく開いた窓から身を乗り出す。

　視界の遙はるか先、岸がん壁ぺきの向こう、監かん視し灯とうの淡あわい光に照らされた薄うす闇やみの海。

　波に揺らめくその表面を、巨大な白い影かげがいくつも連なって漂っている。

「珍しいね、流氷だよ」

　潮しお風かぜに躍おどる髪を手のひらで押さえ、海の遠くから聞こえてくるその声にしばし耳を傾ける。数十トンもの巨大な氷ひよう塊かいが海中で軋きしむ音は、ときに電子楽器のノイズのような、ときに獣けものの鳴き声のような不ふ思し議ぎな響きを奏かなでる。

　これらの流氷のすべては、はるか数千キロの彼方かなた、南極大陸の周辺で生まれた物。

　それが海流に乗ってこんな中緯度地帯まで流れてくるのは、零れい下か四十度の大気に支配された現在の地球においても珍しいことだった。

　ほんの十数年前、世界を巻き込んだ大戦が起こるよりも昔、この場所にはアフリカという名の大陸が存在していた。六百八十二のシティと七十億の人口を有していたその大陸は大戦の末期に起こった核かく融ゆう合ごうプラントの暴走によって炎に呑のまれ、地球上から消滅した。

　あとに残されたのは大たい西せい洋ように匹ひつ敵てきする面めん積せきの広大な海と、かろうじて消滅を免まぬがれた、かつては大陸の一部であった無数の島々。

　それらの島々には、戦後、わずかながら人が移り住むようになった。

　戦争に乗じて脱だつ獄ごくを果たした犯罪者、祖国を裏切った脱走兵──彼らのほとんどはそんな、シティの追跡を逃れなければならない者達だった。戦後の混乱期に島に渡った彼らは自分の領土の周囲に視覚的、聴ちよう覚かく的てき、熱ねつ的てき、情報的、その他ほかおよそ考え得る限りの迷めい彩さいを幾いく重えにも敷しき、島の存在そのものを外部から完全に隠いん蔽ぺいしてしまった。

　大戦終結からいくらかの時間が経過し、シティの自じ治ち軍ぐんが調ちよう査さに乗り出したときにはすでに、『アフリカ海』に存在する小島群の正せい確かくな数と位置を把握することは誰だれにも不可能になっていた。数千度の熱に焼かれた大陸の残ざん骸がい。重要な研究施設や研究プラントが残されている可能性はゼロではないにしても、そんな宝探しのために貴重な人員や資材を投入することはできない。軍はこの地域の調ちよう査さを早々と打ち切り、以来十年間、アフリカ海はいくつもの島々をその中に隠しながら地図上の空白地帯として存在し続けることになった。

　ここは、そうやって歴史に忘れられた島の一つ。かつてはケープタウンという名のシティが存在していた場所に近い、直径一キロにも満たない小さな隠かくれ家が。

　シティの追っ手を逃れた真ま昼ひる達がこの島にたどり着き、新たな『賢けん人じん会かい議ぎ』の拠点を定めてから、もう三ヶ月。カレンダーの年号は西せい暦れき二一九九年に書き換わり、新しい一月もそろそろ半なかばを過ぎようとしていた。

「うん、本当に珍しい。せっかくだから、今日きようの午後はみんなで……」

「──真昼さん。頼まれてたシティ・ニューデリーの資料、持ってきましたけど」

　突然の声に言葉が中断される。窓から頭を引っ込め、部へ屋やの反対側を振り返る。

　木目調の扉の向こうには、データディスクの山を抱えた十五歳ぐらいの白人の少年。

　飾り気のない白シャツに同じ色調のスラックスといういつもの服の上に、今日は薄うす手でのカーデガンを一枚羽は織おっている。

「ご苦労様、ディー。適当にその辺に積つんどいて」

　はい、と答えてディーが部屋に入ってくる。ゆうに百枚はあるディスクを器用に片手で抱えたまま、もう片方の手で応接テーブルの上を片づけ始める。

　色素の薄い銀色の瞳ひとみと、一ひと房ふさだけ細く伸ばされた柔らかな銀色の髪。

　ディーはテーブルに飾られていた花か瓶びんをカーペット敷じきの床ゆかに下ろし、ふと首をかしげて、

「でも、これどうするんですか？　いちおう軍事関係の細かい数字とかまで集められるだけは集めましたけど、大ざっぱな政治の流れだけでもものすごい量ですよ」

「それはまあ覚悟の上。向こうも別に味方ってわけじゃないからね。内部の事情とか裏切られたときの対処とか、できる限りの準備は──」

　しとかないと、と言いかけて気づき、視線を部屋の入り口に戻す。

　さっき少年が入ってきたばかりの、古びた木組みの扉。

　半開きになったその陰から、ポニーテールの金髪がひょこっと顔をのぞかせている。

「あー……」隠れてるつもりなのかな、と少し考え「遠えん慮りよしないで入ってきたら？　セラ」

　ディーが動きを止め、驚おどろいた顔で扉を振り返る。ポニーテールがびくっと揺れ、慌てたように扉の陰に引っ込む。

　ほんの少し間があって、十歳ぐらいの白人の少女がおずおずと姿を現す。

　大きな青い瞳に白すぎるほど白い肌。簡かん素そなデザインのブラウスとスカート。

　チェック模様のリボンが揺れる頭のすぐ上には、一抱えもある大きなお盆が何の支えも無しに浮かんでいる。

「お昼持ってきてくれたんだね、ありがと。今日は何？」

「……パン焼き機きがちゃんと動くようになった記念で、サンドイッチです」

　控えめな声でそう答えて、セラがドアをくぐる。料理の大皿とコーヒーと紅茶のセットが並んだお盆が、空中をふわりと流れて応接テーブルの真ん中に降りる。

　伏し目がちな視線が、テーブルの横にかがんだ格かつ好こうのディーをちらり。

　少年の腕の中からデータディスクが一つずつ列をなして飛び出し、テーブルの隅すみから順番に規則正しく積つみ上がっていく。

　空間曲率の書き換え──微細な重力場の変動による、物体の浮遊・制せい御ぎよ。

「ずいぶん上う手まくなったね、重力制御」

「真ま昼ひるさんの特訓のおかげです」

「や、僕は何も」

　と答えつつも、自然と顔がほころんでしまう。

　ぴっ、と指を一本立て、いつも説明するときの口く調ちようで、

「光学攻こう撃げきも空間の盾たても結局は重力場の操そう作さの応用だからね。そうやって普ふ段だんから細かい作業をやってると、自然にコントロールが身に付くんだ」

「はい、いっぱいがんばります」

　ほんの少しだけ口元をゆるめてセラが答える。小さなその体がゆっくりと振り返り、立ち上がりかけた格好の少年を向く。

　どうですか？　と問うように向けられる視線。

　データディスクの最後の一枚が、積み上げられた山の上に落ちてかすかな音を立てる。

「え……」ディーは一いつ瞬しゆんだけ複雑そうな表情を浮かべ、すぐにぎこちない笑え顔がおで「うん……すごく上手じようずになったと思うよ」

「……ディーくんは、わたしが上手にならない方がいいですか？」

「そ、そんなことないよ！」

「……ほんとですか？」

「もちろん！」

　慌てた声で答えるディーの前で、セラは「そう、ですか……」と顔を伏せる。そのまま会話が途と切ぎれてしまい、気まずい沈ちん黙もくが二人の間に流れる。

　困り果てた顔で、ディーがこっちを見る。

　真昼は苦笑を返し、心の中でため息を吐ついた。

　島での暮らしが始まってしばらく経たった頃ころから、セラは積せつ極きよく的てきに自分の『能力』の訓練をするようになった。初めは夜中に一人でこっそり練習していたのが、どうにも限界を感じたらしく、すぐに真昼のところに教えを請こいに来るようになった。

　もっと上手になりたいです、と言う少女に、真昼は思いつく限りのコツや訓練方法を伝授した。

　そして、それはすぐに、ディーの知るところとなった。

　少年は積せつ極きよく的てきには賛成も反対もせず、ただ「セラがそうしたいなら」とだけ答えた。そして誰だれにも何も相談せずに、その日から以前までの倍の訓練を自分に課すようになった。真昼からそれを聞かされたセラは一度だけ強く唇をかみ、前にも増して真剣に情報制せい御ぎよの訓練に打ち込むようになった。

　以来、二人の間には、微妙な緊きん張ちようが絶えず横たわっている。

　ケンカというほど明めい確かくな物はもちろん無いし、互いを避さけているというわけでも無いのだが、日常の何気ない所しよ作さや会話の中に見え隠れするわずかなためらいが積つみ重なって、二人の関係をぎこちない物にしている。

　真ま昼ひるとしては、自分が子供達の間に溝みぞを作ってしまったようで、どうにも居い心地ごこちが悪い。

　……さて、どうしたものやら……

　ディーとセラの関係やメルボルンでの様よう子すについては、二人の保ほ護ご者しやであった黒衣の騎き士しからある程度のことを聞いている。その頃ころに比べれば二人の仲が格段に改善されているのは真昼にも分かるし、二人が自分なりに考えて前に進もうとしているのだということも理解できる。

　が、それでも気まずいものは気まずいし、もう少し仲良くした方が良いことに変わりはない。

　心の中で、よし、と気合いを一つ。

　空からになったコーヒーカップを窓まど枠わくの縁へりに置き、勢いよく両手を叩たたく。

「──はいはい。二人とも、その話はまた今度」顔を上げる少年と少女に片目をつぶって見せ、最上級の笑え顔がおで「せっかく良いところに来たんだから、ディーもセラもちょっと見てごらん」

　おいでおいでと手招きすると、二人はそろって首をかしげる。

　少年と少女は視線だけでちらりと互いの顔色をうかがい、こっちの傍そばまで歩み寄って窓の向こうを覗のぞき込み、

「うわ……」

「すごい……です……」

　視界の遙はるか先、ライトに照らされた闇やみの果て。

　暗い海を覆おおい尽くす巨大な氷のテーブルに、少しの間、言葉を失う。

「……あれ、流氷ですよね？」

　最初に口を開いたのは、ディーの方。

　海の向こうの光景に見入っていたセラは、その声におそるおそる少年を見上げ、

「りゅう……ひょう？」

　うん、とディーはうなずき、遠くの海を見つめたまま、

「海の水が凍って大きくなって、海流でちょっとずつ流れてくるんだ。マサチューセッツでもシティから出て海岸の方まで行けば見れたんだよ」

　そうなんですか、とセラが目を丸くする。

　視線を窓の向こうに戻し、ぽつりと、

「……ディーくん、物知りです」

「え……」ディーは傍かたわらの少女を見下ろし「そ、そうかな」

「そうです」

　顔をうつむかせ、小さな声でセラが答える。

「──よしっ」そんな二人の後ろ姿に、真ま昼ひるはうんうんとうなずき「せっかくだから、午後の予定はちょっとお休みにして今から近くまで見に行ってみよう。小さい子達も集めて」

　小さい子、というのはもちろん、ここで一いつ緒しよに暮らしている魔ま法ほう士しの子供達のこと。

　二人はこっちを振り返り、視線で互いをうかがって、

「ええっと……でも」

「だって、真昼さん、今からその資料……」

「それは、ま、のんびり海を見ながらってことで」テーブルの隅すみに積つまれたディスクの山を見つめるディーに、片目をつぶって見せる。「どうせ準備はほとんど終わってるし、二人には説明しとかないといけないこともあるし。……それに、今回のことが始まったら当分ここには戻ってこれないんだから」

　んっ、と大きく伸びをし、二人の頭をぽんぽんと撫なでて、

「最近はみんなずっと忙しいのばっかりだったし、たまには休まないと。ね？」

　ディーとセラは少しの間こっちをじっと見上げ、どちらからともなく視線を下ろして、互いの顔を盗み見る。

　少年と少女、それぞれの口元に、小さな笑えみが浮かぶ。

「……そう、ですね」最初にディーがうなずき「じゃあぼくは、みんなに知らせてきます」

　扉に向かって、少し早足で歩き出す。

「えっと、じゃあわたしはサンドイッチをお弁当に詰めます！」

　珍しく明るい声を上げて、セラが小走りに続く。

　その足が止まる。

　少女は部へ屋やの奥、テーブルの向こうをじっと見つめ、小さく首をかしげる。

「ん？　どうかした？」

「え？　ええっと……」

　困ったように、セラが眉まゆ根ねを寄せる。

　部屋の奥とこっちの顔を代わる代わるに見比べ、ええっと、ともう一度呟つぶやいて、

「サクラさん、一人で何してるんですか？」

　その声にディーも立ち止まる。三人の視線が集中する。

　応接テーブルを挟んだ部屋の反対側。鉢はち植うえの花がいくつも並ぶ大きなスチールの机。

　そこには、黒いドレス姿で頬ほお杖づえをつき、不ふ機き嫌げんいっぱいにそっぽを向く少女の姿がある。

「な……」

　こっちの視線に気付くと一いつ瞬しゆん声を上げ、すぐにぷいっと視線を逸そらす。今度は体を椅い子すごと回して明後日あさつての方を向き、ご丁てい寧ねいに目まで閉じている。

　ディーとセラが顔を見合わせ、首をかしげる。

　少年と少女が、そろってこっちを振り返る。

「え？　いや、僕は」

　言いかけて、何となしにため息。

　二人の視線に弾はじかれるように、一歩進み出る。

「えーっと、サクラ」

「何だ？」

「や、だから、流氷」

　黒ずくめの少女──サクラはわずかに目を開け、冷たい一いち瞥べつを投げる。

　手元に浮かぶ半透明の立体映像ディスプレイを面めん倒どうくさそうに操そう作さし、こっちの視線を遮さえぎる位置に壁かべのように拡大表示して、

「──流氷。海に浮かぶすべての氷のうち、沿岸に定着せず海面を浮遊している物を表す。現在の地球における流氷のほとんどは海水そのものが凍結した狭きよう義ぎの海氷。その大部分は北半球では北極海、南半球では南極大陸周辺で発生──」

　画面に呼び出したテキストデータをつまらなそうに読み上げ、そのままの声のトーンで、

「それで？　氷の塊かたまりがどうした」

「うん、今からみんなで見に行こうって」

「そうか。それは良かったな」

「や……だからサクラも」

「私は忙しい」椅子をぐるりと半回転し、サクラは完全に背中向きで「貴方あなたが考えた、貴方の作戦のおかげで、とても、とても、とても忙しい」

　一文節ずつ区切って言い捨て、立体映像のタッチパネルを叩たたき始める。普ふ段だんなら無音にしているはずのタッチパネルの設定をわざわざ変更したらしく、キーを一つ叩くたびに鋭するどい電子音が部へ屋や中じゆうに響ひびく。

「……あー……」

　振り返る。

　こっちを見上げる二人と、ばっちり目が合う。

　ディーはおおよそ事情の察しがついたらしく、あははー、と引きつった笑いを浮かべている。が、セラの方は状況がよく分かっていないらしく、『今度は何していじめたんですか？』とでも言いたげな非ひ難なんの色を青い瞳いっぱいに浮かべている。

　実に不ふ思し議ぎなことだが、こと話がサクラに絡からむ限り、セラが真ま昼ひるの味方をしてくれることは決してない。それどころかこの子は、『サクラの機き嫌げんが悪い＝真昼が何かしたに違いない』と初めから決めてかかっている節さえある。

「や、僕は……」

　言いい訳わけを口にしかけて、はぁ、とため息。

　黒髪の少女に向き直り、何となしに頬ほおをかく。

「ま……そりゃ、僕もちょっとは悪かったけど」やれやれと肩をすくめ、白塗りの天てん井じようを見上げて「だからって、そんなにあからさまに拗すねなくても」

「──私は拗ねてなどいない！」

　長い黒髪を翻ひるがえして、少女が猛然と振り返る。

　サクラはものすごい音を立てて机に両手をつき、床ゆかを踏み抜かんばかりの勢いで立ち上がって、

「拗ねるだと？　私が拗ねるだと？　貴方あなたは私を馬ば鹿かにしているのか天あま樹ぎ真ま昼ひる！　私が無言で貴方に自主的な反省を促うながしているのがなぜ分からない！　貴方という人はいつもこうだ！　いつもいつもいつもいつも……！」
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　固く握りしめた拳こぶしをぶるぶる震ふるわせ、額ひたいに青筋を浮かべて少女ががーっと怒る。

　頭上に浮かぶ数枚の立体映像ディスプレイに表示された書類を手の動きでひとまとめに手た繰ぐり寄せ、机の上に力任せに叩たたきつけて、

「どうしてこういう大切な──！」

　手のひらが机の天てん板ばんを打つ音が、部へ屋や中じゆうに響ひびく。サクラの目もく算さんとしては書類の束たばを机に、というつもりだったのだろうが、立体映像の仮想存在に過ぎない書類は少女の手をすり抜けて机の表面から三センチの位置にふわりと静止する。

　サクラは目測を誤った自分の右手を「くっ！」と睨にらみ、すぐに立ち直ると元通りの怒りの目をこっちに向けて、

「どうしてこういう大切なことを、一言の断りも無しに決めてしまうのだ貴方あなたは！」

「サクラ。いつも言ってるけど、あんまり乱暴にすると机が」

「うるさい！」

　机に叩たたきつけたばかりの書類を今度は両手でくしゃくしゃに丸め、こっちに向かって投げつける。実際は立体映像の書類が少女の手の動きに従って移動しているだけなのだが、ともかく力任せに投げる。今度は画像表示に手を加えたらしく、顔めがけて飛んでくる立体映像ディスプレイは『これが本物の紙だったらこんな感じだよね』というふうに小さく丸まっている。意外と芸が細かい。

　無言で、ひょいっと首を傾ける。

　仮想存在の紙玉は真ま昼ひるの耳のすぐ傍そばを横切り、びゅんっという実に良く合成された仮想の風切り音を残し、『これが本物の紙玉だったらこう飛ぶよね』という滑なめらかな放物線を描いて、後ろに立っている金髪の少女の顔めがけてまっすぐに……

「……あ」

　腕を振り抜いた格かつ好こうのままサクラが固まる。

　立体映像の紙玉は本物そっくりの動きでセラの顔に跳ね返り、少女が胸の前に開いた手の中にすとんと収まる。

「サクラさん……ええっと……」

　困り半分悲しい半分という顔でセラが口を開く。この幼い少女はサクラに対して『美人でかっこ良くていつもきりっとした理想のお姉ねえさん』という憧あこがれのような感情を抱いているらしく、サクラが大声を上げたり取り乱したりすると、こういう何とも言えない顔をする。

　サクラは、はっ、と目を見開き、せわしなく周囲に視線を巡めぐらせ、それでも怒りがおさまらないのか鋭するどい黒こく瞳とうをきっ、とこっちに向けて、

「天あま樹ぎ真昼！　貴方は卑ひ怯きようだ！」

「や、今のは僕が悪いんじゃないと思うんだけど」

　落ち着いた声で答えると、サクラはうつむき加か減げんで「くっ！」と唇をかむ。少女は肩を震ふるわせて口を開きかけ、同時に、それを遮さえぎるように、

「……え？」

　背中越しに、小さな声。

　振り返れば、セラは投げつけられた書類を広げて、目を丸くしている。

「真ま昼ひるさん、これ……」

「あ、そっか。セラにはちゃんと話してなかったね、今回の作戦の中身」

「『シティ・ニューデリーに行く』っていうのは教えてもらったですけど……」少女は目の前に浮かぶ書類とこっちの顔を代わる代わるに見比べ「えっと、だからわたし、また誰だれか助けに行くのかな、って勝手に……」

「うん。ま、人助けって言えば無理やり言えないことも無いけど」指の動きで立体映像ディスプレイを操そう作さし、くしゃくしゃの書類をセラの前から引き寄せ「とりあえずこれが、僕らがニューデリーに行く目的ってわけ」

　書類の縁ふちのアイコンを操作し、数値計算で仮想的に表示された紙のしわをリセット。

　数日後に開始が予定されている、『賢けん人じん会かい議ぎ』の次の行動計画。

　──シティ・ニューデリー自じ治ち軍ぐんとの、協定締てい結けつプラン──

　それを、怒りのやり場を失って拳こぶしを震ふるわせている少女に指で弾はじいて返す。

「……なんていうか、おかしいとは思ってたんです」ぎこちない笑え顔がおで硬直していたディーが、ようやくという感じで口を開く。「こんな作戦、よくサクラがやる気になったなあ、って。……やっぱり、真昼さんが一人で勝手に決めちゃったんですね」

　その言葉に、サクラが顔を上げる。

「そうだ……ディーもセラも聞いて欲しい。」

　少女は返された書類型のディスプレイを右手でキャッチして握りしめ、大きく一回深呼吸し、左手の人差し指をこっちにびしりと突きつけ、

「この男が私に最初に作戦の話をしたのがいつだと思う。三日前だぞ？　たったの三日前。それもすでにニューデリー側の主要人物と話し合いは済んで交渉のテーブルも用意してあって、私は代表としてニューデリーに行って向こうの代表に会えばいいだけの状態になっているから、今さら止やめられないし交渉の延期もできないと来た！」

　書類を握りしめた右手で机を力一杯叩たたく。話しているうちに三日前の怒りを思い出したのか、口く調ちようがどんどん早口になっていく。

「確たしかに、賢人会議の次の行動計画について大まかなところを考えて欲しいと真昼に頼んだのは私だ。必要なら独断である程度の準備を進めてくれてもかまわない、とも言った。──だが、物事には限度がある！　我われ々われは世界すべてのシティに対して宣戦布告したテロリストだぞ？　その我々がシティの上層部と手を組むなどという発想が、いったいどこから出てくるのだ！」

「や、だから」

　真昼は落ち着いた態度で指を一本立て、

「その辺の事情は後で説明したし、サクラもちゃんと納得したじゃない」

「されたとも！　そして、したとも！」

　サクラは血が上った顔をさらに赤くして何度も机を叩く。廃物を補強しただけの机は脚がぼろぼろで、少女の怒りを受けてぐらんぐらんと不吉に揺ゆれる。

「サクラ、だから机」

「机の話はいい！」少女はとどめとばかりに両手で天てん板ばんを叩たたき「貴方あなたの作戦には一応納得したし、納得したからこうやって準備も進めている！　私が聞いているのは、なぜ事前に私に報告がなかったのかということだ！」

　長い黒髪を振り乱し、サクラはぜーはーと荒い息を吐く。

　真ま昼ひるは、ふむ、と首をかしげ、小さく一つうなずいて、

「前もって相談したら反対されるから」

「私に喧けん嘩かを売っているのか貴方は──！」

　サクラはちょっと涙目で右手を振り上げ、手のひらを天てん井じように向けて構える。その手の上で低温化した空気がダイアモンドダストとなってきらめき、寄り集まった淡たん青せい色しよくの空気結晶が握り拳こぶしほどもある氷の弾丸を形成する。

「サクラさん！」

「サクラ！　いくらなんでも真昼さんにそれは！」

　背中越しに、セラとディーの慌てた声。

　真昼はやれやれと頭をかき、視線をちらりと部屋の入り口に向け、

「サクラ、ちょっと」

「こ……この期ごに及んでまだ話を逸そらそうというのか貴方は！」

「や、そうじゃなくて」人差し指でちょいちょち扉の方を示し「お客さん」

　三人の視線が、真昼の指し示す方に集中する。

　半開きになって揺れる、木もく目め調ちようの扉の向こう。

　そこには、にこにこと部屋の様よう子すをうかがう、小さな女の子二人の姿がある。

「あ……」

　氷の弾丸を構えたサクラの頬ほおを汗が伝う。子供達はもう慣れっこになってしまったらしく、緊きん迫ぱく感かんに満ちたこの光景を実に楽しそうに眺めている。

　六歳ぐらいの赤毛の子と、それより少し小さい黒髪の子。どちらも『賢けん人じん会かい議ぎ』としてここで暮らしている魔ま法ほう士しの子供で、赤毛の方が炎使いで黒髪の方は騎き士し。名前はそれぞれ──

「あ……アリエッタさんとユーリさん！　ど、どうしたんですか？」

　一番近い位置に立っていたセラが、多少どもりつつも二人の名を呼ぶ。二人はにこにこ笑ったまま「セラおねえちゃんおはよー」と少女に駆け寄り、

「きのうの『せいかつにっし』もってきたの」

「もってきたのー」

　アリエッタと呼ばれた赤毛の子が肩にかけたカバンをがさごそとあさり、小さなデータディスクを「はい」と手渡す。

「あ、ありがとうです」

「どういたしましてなの」

「なのー」

　二人は元気良くうなずき、回れ右して出口に向かって駆け出し、扉をくぐったところで部へ屋やを振り返り、右手を振り上げた格かつ好こうのまま硬直している黒髪の少女に、

「サクラ、ダメだよ。あんまりおこるとしわがふえるんだよ」

「ふえるんだよー」

　走り去る二人の笑い声と、扉の閉じる音。

　サクラは呆ぼう然ぜんとそれを見つめ、肩を震ふるわせながらゆっくりと右手を下ろし、何かをこらえるようにぐっとその手を握りしめ、親の敵かたきでも見るような目でこっちを睨にらんで今にも泣き出しそうな顔で、

「──天あま樹ぎ真ま昼ひる！　貴方あなたは卑ひ怯きようだ！」

「や、今のも僕が悪いんじゃないと思うんだけど」

　がっくりと肩を落とす少女の足下に、氷の塊かたまりがごろんと落ちた。

　後ろで見ていたディーとセラが、あはははははー、と引きつった声で笑った。




　──賢けん人じん会かい議ぎとは、シティに抑よく圧あつされた魔ま法ほう士しの解放を謳うたう、あるテロリストの名前だ。

　かつてはサクラという少女の偽ぎ名めいに過ぎなかったそれは、今では少女を含む世界最高クラスの魔法士三名と一人の青年を中心とする組そ織しきの名であり、シティ上層部が十年にわたって隠し続けてきた『マザーシステムの本当の姿』を暴ばく露ろした謎なぞの集団として、世界中の人間に知られるようになっている。

　天樹真昼と姉の月つき夜よが巻き込まれた三ヶ月前の事件。シティ・モスクワで起こった「マザーコア」の強ごう奪だつ事件と、その犯人を追うモスクワ軍。シティ・メルボルン跡地の地下都市を舞ぶ台たいにした戦いの中で、真昼は賢人会議を名乗る少女、サクラに出会った。

　シティの機き能のうを維持するために犠ぎ牲せいになる魔法士──マザーコア。

　それを助けたいという少女に、真昼は協力することになった。

　戦いはメルボルンの街すべてを巻き込み、多くの死者を生んだ。真昼の双ふた子ごの姉はモスクワ軍に捕らわれ、サクラは育ての親を失った。最後の最後でモスクワ軍の裏をかいた真昼達は仲間と共にメルボルンを脱出し、シティの追跡を逃れてアフリカ海にたどり着いた。

　それから、およそ一ヶ月。

　小さな島に拠点を構え、助け出した魔法士の子供達に生活を用意し、賢人会議として再び活動を開始した真昼が最初に行ったのは、世界のありとあらゆる通信網もうをジャックし、地球上のすべての地域に対して演説を行うことだった。

　マザーシステムの正体と、シティで生み出される魔法士が置かれている現状。「賢人会議」の目的と、シティに対する宣戦布告──

　それを世界に向けて表明するのは、これからの戦いにおいて必要不可欠なことだった。

　真ま昼ひるに出会うまでの四年間、サクラは世界中の研究施設から魔ま法ほう士しを助けてきた。その数は二百人近くにのぼり、彼らの半分はシティの影えい響きよう力りよくが薄うすい南米地域で架か空くうの名と経歴を与えられて平へい穏おんに暮らしている。

　それはもちろん大切なことだし、少女の努力は尊い。

　が、そんな対たい症しよう療りよう法ほうを繰くり返しているだけでは根本的な問題は解決しない。

　本当に世界中の魔法士を助けたいのなら、もっと広く、世界のすべてを巻き込まなければならないと、真昼はサクラに説いた。

　西せい暦れき二一九八年十一月八日、おそらくは歴史に残るであろうその日。少女の演説は確かく実じつに世界に波紋を投げた。少女の宣戦布告に呼応するように各地で反シティ勢力や自じ治ち政府の政策に異を唱となえる市民団体が声を上げ、「賢けん人じん会かい議ぎ」の言葉の真しん偽ぎを──マザーシステムの正体を公表するよう政府に迫った。

　シティは「マザーシステムは魔法士の脳を核とする永久機き関かんであり、シティの機能を維持するために世界中の研究機関で多くの魔法士が犠牲となっている」という少女の主張を妄もう言げんと切り捨て、賢人会議を第一級の犯罪者に指定した。が、事態の収しゆう拾しゆうを図はかる自治政府の意図とは裏うら腹はらに、サクラの言葉はシティ市民の間に確実に浸透していった。軍の大だい規き模ぼな掃そう討とう作戦によって市民組そ織しきやテロリストの活動が表面上は沈静化した後も市民の不安は収まらず、一度漏れてしまった真実は遅ち効こう性せいの毒となってシティの行政機能を少しずつ侵おかし始めている。

　初めの一手としては、まずまずの成功。

　だが、ここから先に進むには、次の手を打つ必要があった。

　いかにサクラの演説がシティ市民に衝しよう撃げきを与えたとはいえ、その衝撃には事態を大きく動かすほどの力はない。現在の地球と、そこに残された二億の人類を統とう括かつしているのは実質的に六つのシティの自治政府であり、それに対してこちらは第一級とはいえわずか三人の魔法士と、実戦力とは呼べない数十人の魔法士の子供と、なんの特殊能力も持たない一人の青年の寄り合いに過ぎない。

　シティ・マサチューセッツのマザーコア開発計画「ウィザーズ・ブレイン・ファクトリー」によって生み出された規格外の騎き士しであり、左右の脳に一つずつ備えた二重のＩ－ブレインによる並列処理能力を持つ、『双そう剣けん』──デュアルNo.33。

　世界で今のところただ一人の「自然発生した魔法士」であり、十個の専用デバイス「D3」を従え、空間曲率の制せい御ぎよによる重力操そう作さと、その応用である荷か電でん粒りゆう子しを用いた光学攻撃を操あやつる、『光使い』──セレスティ・Ｅ・クライン。

　そして、賢人会議のリーダーであり、他者の魔法士能力を学習、模も倣ほうすることで無限に進化する「後天学習型Ｉ－ブレイン」を持つ、『悪魔使い』──サクラ。

　三人の力はいずれも通常の軍隊数個師団に匹ひつ敵てきする圧倒的な物だが、それでも、「シティ」という巨大なシステムに対抗するには到底足らない。

　無む論ろん、真ま昼ひるのつてをたどればシティに反感を持つ魔ま法ほう士しもいくらか心当たりはあるし、軍の目を盗んでそういう連中と連絡をとるための努力は日々続けている。かつてサクラが助け出した子供達の中には戦力になりそうな者も何人かいて、そういう子の大部分にはすでにサクラ自身がメッセージを送っている。

　が、仮に彼らのすべてが賢けん人じん会かい議ぎの下もとに集つどったとしてもその数はたかだか数百。

　単なる戦力格差だけの問題ではない。軍事運用の柔軟性、物資の供給能力、組織としての堅けん牢ろう性せい、世界における発言力──ありとあらゆる点において、賢人会議はシティに拮きつ抗こうする勢力とはなり得ない。

　賢人会議を単なるテロリストの集団から次の段階に引き上げるために、どうしても必要な次の一手、「根本的な組そ織しきの規き模ぼ拡大」。

　そのために真昼が考えた、今回の作戦。

　それが、組織の指し導どう者しやである少女にはお気に召さないようだった。




　足下まで打ち寄せる波しぶきが、流氷の声と共に、強い潮しおの香りを運んでいた。

「ニューデリーっていうシティはね、ちょっと変わったところなんだ」

　真昼は砂浜に設しつらえられた簡かん易い型がたの椅い子すに腰を下ろし、目の前にふわりと流れてきたコーヒーカップを指先で捕まえた。

「ありがと、セラ」

「どういたしましてです」少女は口元を少しだけゆるめて答え、淹いれたての紅茶のカップをこっちはきちんと両手でディーに差し出し、

「えっと……それで、変わったところ、って？」

「前のマザーコアになった人の息子が今の主席議ぎ員いんだ、っていうのは聞いたことあります」

　受け取った紅茶を一口すすり、ディーが口を開く。

「魔法士の権利を守るためにいろんな政策を敷しいてて、今の世界に残ってる魔法士の八割ぐらいはニューデリーに住んでる、って」

「よく知ってるね」

　少年の言葉にうなずき、視線を砂浜のずっと遠くに向ける。

　島を覆おおう大気制せい御ぎよシステムの効果も届かない、遙はるか極寒の空の下。

　黒い海を覆う巨大な氷ひよう塊かいの上で、『賢人会議』の子供達はきゃいきゃいと歓かん声せいを上げながら無邪気に遊び回っている。

　騎き士し能力を持った子供達は零れい下か四十度の大気を物ともせず、氷塊の上をぴょんぴょんと飛び回っている。炎使いの子は周囲の大気を制御して気温を操そう作さしているのか、これまた薄うす手での屋内着で海の上を歩いたり流氷を砕くだいてぶつけっこしたりしている。人形使いの子達は氷点下の気温をどうにかする手段を持っていないのでもこもことした防寒着を着込んでいるが、それでも氷で作った腕や脚を操そう作さして仲の良い騎き士しの子を追いかけ回したり元気にやっている。

　そんな様よう子すをぼんやりと眺め、お弁当箱からサンドイッチを取り上げて一口。

「うん、おいしい」コーヒーカップに口を付け、ゆっくりと半分飲んで「まあ、ニューデリーでは議ぎ員いんじゃなくて執しつ政せい官かんって言うんだけどね」

　同じように子供達を眺めていたディーとセラが、はっと振り返る。

　真ま昼ひるは二人に向き直り、コーヒーカップを簡かん易い型がたのテーブルに置いて、

「とにかく、その人は自分の父親がマザーコアになるのに反対だったらしくてね。『こんなことは二度とさせない』って自分が執政官になっていろんな政策を作ったわけ。だから、ニューデリーでは最高決定機き関かんである執政院の構成メンバー十二人は少なくとも半分が魔ま法ほう士しじゃないといけないことになってて、魔法士に対する人体実じつ験けんも公式には禁止されてる」

「そうなんですか……」

　感心したように、セラがため息を吐つく。

　真昼はうなずき、飲みかけのコーヒーに合成ミルクを注いで、

「マザーコアの研究は──さすがにシティの機能を止めるわけにはいかないからやってるけど、研究機関の実験には魔法士の議員が作った監かん査さ組そ織しきの人間が必ず立ち会うし、コアの開発にかけるのと同じだけの予算を、マザーシステムの機械部分の方の改良と、マザーに代わる新しいエネルギー源の開発に使わないといけないことになってる。だから、ニューデリーのマザーシステムのシステム部分の性能は、他ほかのシティとは比較にならないくらい高い。他にも行政機関にはどんなところでも必ず一人魔法士が所属してて、後天的なＩ－ブレイン埋め込み手術の技術もまともに保持してるのはもうニューデリーだけで……」

「だから、大戦後に生き残った魔法士の中で自分の所属シティを失った者は、一部の例外を除いてほとんどがニューデリーの市民権を取得している」

　頭上から降りてくる少女の声。

　サクラは黒い外がい套とうを翻ひるがえして真昼の傍かたわらに降り立ち、頬ほおにかかった長い髪をざっと背中に払う。

「サクラさん、捕まっちゃったんですか？」

　なんだかうれしそうに、セラが問う。

　サクラは、うむ、とうなずき、

「十対一の鬼ごっこというのはな……。さすがに、鬼が十人に逃げる役が私一人だけというのはいささか不公平だ」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ子供が拗すねたような顔をし、すぐにいつもの大人おとなびた態度を取り戻す。

　テーブルの上の携けい帯たい端末を操そう作さし、立体映像ディスプレイを起動して、

「ま、それはいいのだが……。ともかく、そのシティ・ニューデリーに行って自じ治ち政府の人間と交渉し、協力関係を築きずくのが我われ々われの目的ということになる」

　ニューデリーに関する膨ぼう大だいな資料が、テーブルの上に半透明の映像で表示される。

　サクラは政治体制に関するいくつかのデータを取り出してディーとセラの前に近づけ、

「シティ・ニューデリーの執しつ政せい院いんには、大きく分けて二つの派は閥ばつが存在する。マザーコアに反対する勢力と賛成する勢力。分かりやすい話だが、反対派の大部分は魔ま法ほう士しで、賛成派のほとんどがＩ－ブレインを持たない人間だ」

　指の動きで矢印形のアイコンを操そう作さし、画面の表示をさらに書き換えて、

「この二つの勢力は十年前の大戦終結以来、マザーコアの扱いをめぐって常に対立を続けている。賛成派が現在のマザーコアが停止した場合に備えて次のコアの開発を進めるべきと主張するのに対し、反対派はシステムの改善によってコアの寿命を延ばす方法を模も索さくし続けている。その成果かどうかは分からないが、シティ・ニューデリーのマザーコアは六つのシティの中でただ一つ、稼か働どう開始から現在まで一度も停止していないしコアの交換も行っていない。そして……」

　別なディスプレイを呼び出し、拡大表示して、

「これがマザーシステムの改善を進めてきた、シティ・ニューデリーの主席執政官だ」

　頭上からの角度で隠し撮りされたらしき男の写真が、四人の前に大写しになる。

　事前に調しらべた資料では年は三十一となっていたが、写真から受ける印象はそれよりいくらか若い。中途半端な長さの黒髪と、わずかに褐かつ色しよくを帯びた肌。執政官を表すぞろりと裾すその長い衣い装しようを身にまとい、柔にゆう和わなその顔には視力補正手術の発達した今では珍しい大きな四角いレンズの眼鏡めがねをかけている。

「アニル・ジュレ。大戦に参加した炎使いで、Ｉ－ブレイン埋め込み型の後天性魔法士」

　サクラは携けい帯たい端末を操あやつってさらにいくつか角度の違う写真を呼び出し、

「魔法士としての力は平均程度だったが、大戦中はむしろ作戦指揮官として非ひ凡ぼんな才を発揮したらしい。詳しくは知らないが『将棋指しチエス・プレイヤー』の異い名みようで敵軍に恐れられたとか。戦後は軍部、特に魔法士部隊の絶大な支持を受けて執政官に就任。……ニューデリーの執政院で実質的に最も大きな発言力を持っている男であり、『魔法士擁よう護ご政策』の中心人物だ」

　ふんふんと感心したようにうなずくセラ。

　となりで同じように感心していたディーも「なるほど」と呟つぶやき、

「じゃあ、ぼくらはこの人と協力することになるわけですね？」

「え……」無邪気なその言葉に、思わず声を挟む。「や、それは……」

　ディーとセラがそろって振り返る。

　二人は不ふ思し議ぎそうに顔を見合わせてそっくりのポーズで首をかしげ、いつものようにディーが代表する格かつ好こうで、

「違うんですか？」

「や、それがちょっと……」

「そう、問題はそこだ」言いい訳わけを口にしようとしたとたん、割って入るサクラ「私からも聞きたい。いったいどうなっているのだ？　天あま樹ぎ真ま昼ひる。彼は我われ々われの味方ではないのか？」

　冷たい視線でこっちを見下ろし、口元に意地の悪い笑えみを浮かべる。

　何が何だから分からない様よう子すで、ますます怪け訝げんな顔をするディーとセラ。

「うん……」真昼は半笑いで頬ほおをかき、視線を遠い海に向けた。「実はそこが、今回の作戦の一番ややこしいところなんだけどね……」




　　　　††††††††††††††




　輸ゆ送そう艦かんの窓越しに見る数ヶ月ぶりの空は、今日きようも変わりなく、一面の鉛なまり色いろに覆おおわれていた。

　天樹月つき夜よは間近に迫る雲の天てん蓋がいをぼんやりと眺め、憂ゆう鬱うつな息を吐いた。

　十二年前の大気制せい御ぎよ衛えい星せい暴走事故によって世界中の空にばらまかれ、地上を冬に閉ざす遮しや光こう性せい気体の壁かべ──

　地表からの高度一万八千メートルから二万二千メートルの領域を覆うこの雲は内部に特殊なパターンの電磁場を発生させ、情報制御、つまり魔ま法ほうの発現を阻そ害がいすることで知られている。

　世界の存在情報を書き換えることで物理法則をねじ曲げ、通常ではあり得ない現象を発生させる技術──情報制御。その実用例の一つである第二種永久機き関かん「演算機関」は、今の地球上に存在するほとんどすべての飛ひ行こう艦かん艇ていに組み込まれている。太陽の光を失い、まともなエネルギー供給手段を絶たれた人類にとってほぼ唯一の大型動力源であるこの演算機関はしかし必然的に雲の内部では動作せず、西せい暦れき二一九九年現在、ほんの一握りの特殊な船を除いて、人が雲の上を飛ぶ手段は失われている。

　防弾仕し様ようの窓ガラスのすぐ傍そばで、雲間を走る雷光が紫し電でんとなって散る。

　天から地に向かってそびえる山脈のような雲の峰が、船体すれすれを走り抜けていく。

　どんなに忌いま々いましい物にも一つぐらいは価値があるようで、人類の不幸の元げん凶きようであるこの雲にも一応は利用法と呼べる物が存在する。遮光性気体が孕はらむ特殊な電磁場は雲の外側の領域にもわずかながら漏ろう出しゆつし、周囲の空間の存在情報を攪かく乱らん。演算機関の推力低下と引き替えに、船に対する外部からの策さく敵てきを阻害する働きがある。

　だから、雲の下面すれすれを飛ぶこの航路は、現在の地球で最も安全な移動ルートの一つ。

　東経五十七度二十分、北ほく緯い四十二度十三分。ユーラシア大陸南部上空高度一万八千メートル、シティ・モスクワとシティ・ニューデリーのほぼ中間点。

　モスクワ軍所属三十メートル級小型輸送艦『アプラクシン４』は電磁場の影えい響きようで機能低下した演算機関で時速わずか二千キロの低速巡航を維持し、雲に紛まぎれて他ほかのシティの防空警けい戒かいをすり抜けながら、インド地方、ニューデリーへの航路を順じゆん調ちように南下しつつあった。

「……ったく、なんで私が……」

　無む意い識しきに漏もらしてしまった愚ぐ痴ちに顔をしかめ、椅い子すの肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをついて盛大なため息をこぼす。目の前のテーブルから軍用の固形食料を取り上げて口に放り込み、これまた軍用の栄養飲料で流し込む。本来は緊きん急きゆう時じの非常食として艦かん内ないに常備されている固形食料はビスケットとクッキーの中間みたいな半端な食感の割には良い味で、それがまた気に入らない。

　椅子の背に乱暴に体を預け、ついでに首に巻き付けられたチョーカーを指でつまんで引っ張ってみる。

　黒い革ひもに銀色の飾りを組み合わせた、囚しゆう人じん拘こう束そく用ようの、チョーカー型のスタンガン。

　この船に乗り込むときに付けられてから今まで、何とか外はずそうと三十分。無む駄だな努力の果てに理解できたのは、自分一人でこれをどうにかするのは不可能だということだけだった。

「なんや、まだ諦あきらめてへんのか？」

「……うっさいわね」

　背中越しに降ってきたその声に、不ふ機き嫌げんいっぱいに答える。ドアを開け閉めする音など聞こえなかったが、別段驚おどろくほどのことでもない。首だけ振り返ってちらりと背後をうかがい、誰だれもいないのを確かく認にんして視線を戻す。

　テーブルの反対側、もう一つの椅子の上。

　そこに、青い瞳ひとみをサングラスで隠した、白髪の少年の姿がある。

「あんたね。部へ屋やに入ってくるときはドアぐらい使いなさいよ」

「そー言われてもなあ……。お前には正体ばれとるし、いちいち開け閉めするんもめんどいし」

　澄すました顔で答えた少年の手が、未開封の固形食料に伸びる。モスクワ軍のロゴがプリントされた包装に指が触れると同時に視界がぶれるような奇妙な違和感があって、瞬まばたきしたときにはもう薄うす茶ちや色いろの固まりは少年の手の上にある。

　半透明な包装には破れ目一つ無く、テーブルの上に空からっぽで取り残されたまま。

　扉を素通りして部屋に入ってくるのも袋を開けずに中から物を取り出すのも原理は同じ。それが少年──イルの能力、『量子力学的存在確かく率りつの改変による、物体の透過』。

　双ふた子ごの弟に最初にその仮説を聞かされたときにはまさかと思ったし、目の前で初めて能力を見せられたときには驚きもしたが、二ヶ月以上もモスクワで生活して何度となく似たような光景を見せられた今となってはそうありがたい物でもない。

「……あかん。このネタもとうとうウケへんようになってもうたか」

「あんたが得意がって何回も見せびらかすからよ」とほほ、と落ち込む少年に冷たい視線を投げ「で、何？　いよいよ私を船の外に放り出して、始末する気になったわけ？」

「いや……せやからな」

　いっそう落ち込んだ顔で、イルが顔を上げる。

　勢い良く口を開きかけ、上う手まい言葉が見あたらないのか視線をうろうろさせ、とうとう「あー、ったく！」と頭をかき、

「お前なあ！　おれはお前の命の恩人で、モスクワに連れてったんはお前が目ぇ覚まさへんかったからで、今回連れてきたんもお前一人でモスクワに残しといたらいろいろちょっかいかけようとするヤツがおって危ないからやって、なんべん説明したら分かんねん！」

「うっさい。なんでシティ・モスクワの飼い犬なんか信用しなきゃなんないのよ」

　なおも冷たくあしらうと、イルはぐったりとテーブルに突っ伏す。「……なんでこんな女助けたんかなぁ……」と呻うめく少年を見下ろし、月つき夜よは小さく息を吐く。

　本当に、どうしてこんなことになったのか分からない。

　自分が軍の人間に助けられて、ほんの数ヶ月とはいえシティで暮らして、さらに軍の作戦に同行して軍ぐん艦かんに乗せられる羽は目めになるなんてでたらめな展開、少し前までなら鼻で笑い飛ばしているところだ。

　事の起こりは三ヶ月前。古い恩人の依頼でシティ・メルボルン跡地の地下都市を訪れた月夜と双子の弟は、賢けん人じん会かい議ぎを名乗るテロ組そ織しきとシティ・モスクワの争いに巻き込まれた。月夜としてはそんな面めん倒どうな依頼さっさと断りたかったのだが、いつになく積せつ極きよく的てきな弟に引きずられる格かつ好こうでいつの間にか事件にどっぷり浸つかってしまい、気がついたときには自分たちまでモスクワ自じ治ち軍ぐんと戦うことになってしまっていた。

　二転三転する事態の中で戦いはどんどん激はげしさを増し、ついにはメルボルンの町を炎に包むような大だい惨さん事じに発展した。月夜は戦火に巻き込まれた町の中で逃げ遅れた赤ん坊を助けようとし、崩れてきたビルの下した敷じきになって気を失った。少なくとも、自分の認にん識しきではそういうことになっていた。

　その後が、どうもよく分からない。

　次に目が覚めたらそこはどこかのベッドの上で、窓の外にはロシア正教の教会が見えて、記き憶おくの最後にある日付から時間は一ヶ月も過ぎていて、おまけに、部へ屋やの隅すみのディスプレイでは「賢人会議」が世界中のシティに向かって宣戦布告なんて物をやっていた。

　混乱する月夜の前に現れた白髪の少年は幻影イリユージヨンNo.17と名乗り、ここがシティ・モスクワの市街地にある孤児院だということを伝えた。少年は有無を言わさず襲おそいかかる月夜の突きと蹴けりと投げと関節技を達人の動きで捌さばきながら、月夜を助けたのが自分であること、月夜の存在は今のところ軍でも一部の人間しか知らないこと、自分としては月夜をどうこうするつもりは毛もう頭とう無いこと、などを必死の形ぎよう相そうで説明した。

　それでも信用せずに「じゃあお前が私を助けた証拠を見せろ」と暴れる月夜の前で、イルはベッドやテーブルを次々に素通りして見せた。こうやって降ってくる瓦が礫れきを避さけてお前を助けたのだと言われれば確たしかに思い当たる節もあり、しぶしぶ納得した月夜は少年の恩人が運営しているというその孤児院でシスター見習いとして過ごすことになった。

　かつては軍の将校だったという教会のシスターと一いつ緒しよに聞いたこともない聖せい句くを唱となえ、孤児院で暮らす子供達にはなんだかんだとなつかれ、世界情勢のことも賢けん人じん会かい議ぎとして行動している双ふた子ごの弟のことも、ロンドンに向かったはずの年の離はなれた弟のことも思うように調しらべられないまま二ヶ月が過ぎたある日、いつものように孤児院を訪れた少年が突然「シティ・ニューデリーに行くからついてこい」と言い出した。

　それが今日きよう、二一九九年一月十五日の朝のこと。

　有無を言わさず軍用ポートに連れて行かれ、逃走防止にチョーカー型のスタンガンを付けられた月つき夜よは今、こうしてニューデリーに向かう旅の途にあった。

「……で？」

　頬ほお杖づえをついてそっぽを向いたまま、イルを横目に問う。

　は？と顔を上げる少年に向き直り、「だーかーら」とテーブルを指で叩たたいて、

「実際のところどうなのよ。真ま昼ひるのヤツ、本当に来るの？」

　イルは「この女……」と口の中でぶつぶつ呟つぶやき、一つ息を吐いて、

「とりあえず、うちの情報部に入った話やとそういうことになっとるわ。シティ・ニューデリーの執しつ政せい院いんの一部の派は閥ばつが賢人会議とコンタクトを取ろうとしてて、その会談のために賢人会議の代表メンバーがニューデリーに向かってるって」

　船に乗り込む前と同じ説明をイルが繰くり返す。細かいところまでは分からないが、どうも自分が二ヶ月もシスターの真ま似ね事ごとをやっている間に事態はそういう方向に動いているらしい。

　……ったく、真昼のヤツ、滅め茶ちや苦く茶ちやなこと思いつくわね。

　シティ・ニューデリーのことなら、月夜も話だけなら聞いている。魔ま法ほう士し擁よう護ご政策を敷しくあのシティの首脳陣が賢人会議と接触を持つというのは、納得とまでは到底行かなくても完全に否定しきれる話でもない。真昼が「賢人会議」の組そ織しき規き模ぼ拡大を目的に動いているのなら、ニューデリーに目を付けるというのは突とつ飛ぴではあるがそうそう的まとはずれな発想でもない。

「で？　そういう機き密みつがほいほいよそのシティに流れてくるってことは、情報流してるのはやっぱりニューデリー執政院内部の反対派の連中ってわけ？」

「……お前、実は頭ええねんなあ」イルはしみじみと呟き「ま、そういう話。情報リークいう形になっとるけど、早い話が極秘の協力要よう請せいやな。『賢人会議』の名前に食いつきそうなシティいうことで、モスクワうちだけやなくてマサチューセッツにも話が行ってる」

　そこでふと顔をしかめ、眉み間けんにしわを寄せて、

「……そーいや、マサチューセッツからはあいつが来るんやったか……」

「ん？　あいつって？」

「や、そらこっちの話」話題打ち切り、とばかりに右手をひらひらさせ「とにかく、情報流した連中としても正式な要請としてよそのシティの軍呼ぶわけにはいかへんからな。今回のこれはあくまで内密、行くんもおれとお前の二人だけ。おれらはこそっとニューデリーに入って、たまたま来てる賢人会議の連中をこそっと捕まえて、こそっとモスクワに帰ればええわけや」

「私はそのための囮おとりってわけ？」

「……あの兄にいちゃんに効くんかなあ、囮とか」

　真ま昼ひるの顔を思い出しているのか、イルはしばし天てん井じようを見上げ、

「けどまあ、まるっきり無む駄だいうこともないやろ。……ってことで、期待してるで、ほんま」

　ぱんぱんと両手を打ち合わせ、わざとらしく拝む真ま似ねをする。

　月つき夜よは「おあいにく様」と鼻で笑い、少年のお祈りをしっしっと払いのけて、

「悪いけど私、あんたの役に立ってやるつもりはこれっぽっちもないの。……せいぜい油断してなさいよ。ニューデリーについたらこんなスタンガンとっと外はずして、あんたとはおさらばしてやるんだから」

「おー、元気元気」イルは半笑いで手を叩たたき「まあ、おれはそれでも別に構わへんねんけどな」

　馬ば鹿かにされたような気がして、ちょっと腹が立つ。

　月夜はじとっとした目でイルを睨にらみ、

「構わないって何よ。『どうせお前には何もできないだろ』って言いたいの？」

「や、そういうわけやあらへんけど」イルは笑い顔のまま「お前がもし逃げても、あの兄ちゃんとこ行って首根っこ捕まえて、賢けん人じん会かい議ぎのことは放っといて勝手にどっかに逃げるつもりやろ？　それやったら敵の戦力が減るだけやから結果オーライかな、て」

「はあ？」あっさり答えが返ってきたのでますますムキになる。「何言ってんのよ。私が賢人会議に入ってあんたの敵になる、って可能性もあるでしょ？　そうなったらあんたどうすんのよ」

　と。

　イルはサングラスの奥の目を丸くし、小さく首をかしげて、

「や、そらもちろん困るけど……」こっちの顔を不ふ思し議ぎそうに覗のぞき込み「お前、賢人会議のこと嫌いなんと違うんか？」

「な……」

　核心をつきまくった発言に、一いつ瞬しゆん、言葉を失う。

　我われに返って口を開こうとした瞬間、背後でスライド式のドアが開く音。

「──幻影イリユージヨンNo.17。間もなくシティ・ニューデリーの制空圏に入ります。ニューデリー自じ治ち軍ぐんの輸ゆ送そう艦かんに乗り換えて頂き……」

　すごい勢いで振り返り、反はん撃げきを邪じや魔ましてくれた兵士の顔を力いっぱい睨にらむ。

　年若い兵士は「あの……何かご無礼が……」と困った顔をイルに向ける。

「ああ、ええんです。気にせんといてください」イルは笑い、立ち上がって兵士に歩み寄り「ご苦労さんです。じゃあこの船の任務はここまでってことで。モスクワまで気ぃつけて帰ってください」

「はっ」

　兵士は両足のかかとを打ち合わせ、右手を掲げて最敬礼する。

「非常の際にはご連絡を。……任務の詳しよう細さいは存じ上げませんが、モスクワ軍第六大隊輸送班二十名、お呼びがあれば上官を殴り倒してでも駆けつけます」

「あー、いや。気持ちはうれしいんですけど、とりあえず気持ちだけってことで……」

　言いかけたイルが、こっちを振り返る。

　自分を見上げる視線に気付くと、びくりと身を引きつらせ、

「な、なんやねん」

「……最近気付いたんだけど、あんたって無む駄だに人望厚いわよね」

　言い捨てて椅い子すから立ち上がり、部へ屋やの隅すみに向かう。「おだてても何も出ぇへんで」という少年の軽口を無視して壁かべにかけられた外がい套とうをとり、着替えを詰め込んだカバンを肩にかける。

「ほな、準備できたら行きますんで」

「了解しました。……ご武ぶ運うんを」

　兵士はもう一度敬礼し、部屋のドアを開ける。

　外に出ようとしたところで振り返り、まっすぐにこっちを見て、

「そちらの方、どうか幻影イリユージヨンNo.17をよろしくお願ねがいします」

「はぁ……」

　なぜか、頭を下げられてしまった。




　生まれて初めて降り立ったシティ・ニューデリーの軍用ポートは、これまで訪れたことのある他ほかのシティとほとんど同じ、代わり映えのない画一的なデザインに統一されていた。

　ニューデリー自じ治ち軍ぐんの輸ゆ送そう機きを降りた月つき夜よとイルは、完全武装の兵士の一団に先せん導どうされて、白塗りの長い通路を進んだ。

　途中にいくつかある分ぶん岐き路ろの前にはいずれも通行禁止のバリケードが設けられ、短たん機き関かん銃じゆうを構えた兵士が数人ずつ配備されている。月夜たちが近づくと素す早ばやく隊列を整え、油断の無い視線でこっちの挙動をうかがう。

　あからさまに銃口を向けるようなことはしないが、歓かん迎げいされていないのは間違いない。

「……物ぶつ騒そうねー」

「当たり前やろ。そもそもモスクワとニューデリーは国交も無い、っちゅーかほとんど仮想敵国みたいなもんやからな。おれらがここにおるんも例外中の例外。形の上では密入国いうことになっとるらしいわ」

　極力トーンを抑えた月夜の言葉に、イルは兵士達に聞こえるようなあからさまな大声で答える。緊きん張ちよう感かんの無い半笑いを口元に浮かべているが、サングラスの奥の青い瞳ひとみはこれっぽっちも笑っていない。

　その横顔をなんとなしに見つめていると、イルは通路の先に視線を向けたまま、

「せやけど、気にならへんか？」

「は？」

　唐とう突とつな言葉。意味が分からない。

「気になるって、何がよ」

「こいつらの態度」イルは相変わらず、どこまで真剣なのか分からない口く調ちようで「こんだけ警けい戒かいして手間かけるぐらいやったら、初めからモスクワうちにもマサチューセッツにも声かけんと、自分とこの中だけで処理したらええんとちゃうかなー、て」

　あのねー、と月つき夜よはちょっと呆あきれる。

「あんたね、自分で説明したじゃないの。ニューデリーの執しつ政せい院いんが内部分裂して、一部の勢力がテロリストとお友達になろうとしてるんでしょ？　で、自分たちだけの手に負えないから、そのテロリストに因いん縁ねんある連中の助け借りようって話でしょ？」

「や、そらそうやねんけど」

　イルは「ぬー」と首をかしげ、少し声を潜ひそめて、

「けど、もしそれでほんまにニューデリーと賢けん人じん会かい議ぎが結けつ託たくすることになったら、とりあえず自分のところは賢人会議に狙ねらわれんようになるわけやろ。シティ内の勢力争い、いう方向から見たら問題なんかもしれんけど、せやからってわざわざ危ない橋渡ってよそのシティのエージェント連れてくるほどのことなんかなあ、それ……」

　前を行く兵士達が立ち止まり、自然と会話が途と切ぎれる。通路の突き当たりの扉がスライドし、大きな円形のテーブルを椅い子すが取り囲む、会議室らしき空間がその向こうに広がる。

「こちらです」

　兵士達に言われるまま、扉をくぐる。

　イルは無人の会議室を見回し、続けて部へ屋やに入ってきた兵士を振り返って、

「マサチューセッツのエージェントは？　まだ着いてへんのか？」

「今け朝さ早くにニューデリーに到着されました。今はご自分の飛ひ行こう艦かん艇ていで休息を」

「あー、あいつ、自前の船で来たんか」

　分からない会話を交わすイルを横目に、適当な椅子を捕まえて勝手に腰を下ろす。イルは「お前、ちっとは警戒とか……」と言いかけて息を吐き、となりの椅子にどかっと座り込む。

　兵士達がかすかに敬礼姿勢を取り、一人残らず部屋の外に出る。

　二人きりの部屋に、扉の閉まる音が響ひびく。

「……で？」会議机に手をつき、少年に向かって身を乗り出す。

「で、て？　なんや？」

「だから、話の続きよ。この街で本当は何が起こってんのか、なんであんたがわざわざ呼ばれたのか。心当たりあんでしょ？」

「……まーな」

　イルは頭の後ろで両手を組み、スラックスに包まれた脚を机の上に行ぎよう儀ぎ悪く放り出し、

「ニューデリーの中のことは、どんくらい知ってる？」

「一通り。……大戦後にマザーコアになった魔ま法ほう士しの息子が今の主席執しつ政せい官かんで、魔法士の優ゆう遇ぐう政策進めててコアの開発にも消極的なのよね、確たしか」

「せや。正せい確かくにはもう一人、息子だけやなくて娘の方も執政官になっとる」

　イルは椅い子すの背もたれをめいっぱいに倒し、会かい議ぎ室しつの白い天てん井じようを見上げ、

「ニューデリーではコアになる魔法士を開発する代わりに、マザーシステムの機き械かい部分の改良をえんえんとやってきた。せやからニューデリーのマザーは稼か働どうから今日きようまで一回もコアの交換せんと、正常に動き続けてる。……けど、それでもマザーコアいうんは消耗品や。なんぼ手を尽くしても寿命は来るし、いつかは新しいコアを選ばなあかん」

「あー……」

　ぴんと来た。と言うより、ここまでヒントをもらえば子供でもわかる。

「ニューデリーのマザーシステム、やばいの？」

「噂うわさや、噂」イルは机の上の足を曲げ伸ばし、膝ひざから先の動きだけ鋭するどい蹴けりを放って見せ「もちろんニューデリーではこれまで敷しいてきた政策の建前があるから、他ほかのシティみたいにコアがつぶれそうやからって『はい、次のヤツに交換』いうわけにはいかへん。そもそもニューデリーではマザーコアの開発にあんまし予算を割さいてけえへんかったから、まともなコアの候補も育ってへんしな」

　足首の捻ひねりだけで軌道を複雑に変化させ、二の矢三の矢と立て続けに蹴りを繰くり出し、

「……案あんの定じよう言うかなんちゅうか、マザーシステムの機能削ってコアの寿命延ばす努力する方が先ちゃうんかいう話があっちこっちから出てきてな。議会はもめにもめまくって、最高決定機関の執政院も完かん璧ぺきに二つの派は閥ばつに割れて。……聞いた話やと、片方の派閥が軍隊動かして議事堂の前にバリケード張るみたいなことも何回かやったみたいやわ」

　で？　と視線で先を促うながす。

　イルは蹴りを放った足を、そのままゆっくりと自分の顔の前まで振り上げ、

「さっき話した主席執政官とその妹は、当然コア反対派やな。十二人の執政官のうち、魔法士が六人で普通の人間が六人。兄貴は魔法士やけど妹の方はＩ－ブレイン持ってへんただの人間やから、マザーコア反対派は魔法士六人にその妹足して七人。賛成派は数で負けてる上に新しいコアの候補もおらへんわで、コアの交換は先延ばしにする方向で議会もまとまるやろうってみんな思っててんけど……」

　言葉が途と切ぎれる。

　イルは、振り上げた自分のつま先をじっと見つめ、その目を不意に閉じ、

「その主席執政官が、土ど壇たん場ばで裏切りよった」

「……は？」一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からず「裏切ったって……それ」

「ある日突然マザーコア賛成派に回った、いう意味や」イルは振り上げた足を振り下ろす反動で椅い子すに普通に座る格かつ好こうになり「これで賛成六に反対六。おまけに、どっから見つけてきたんか知らんけど、賛成派はマザーコアの代わりが用意できた言うて交換の具体的な計画まで動かし始めよった」

　会かい議ぎ机づくえに頬ほお杖づえをつき、こっちに身を乗り出す格好で、

「これで話は振り出し。議会は賛成派と反対派に分かれて真っ二つ。反対派としては何か手をうたなあかんねんけど、困ったことにその『マザーコアの候補』いうんがどこのどいつなんかがさっぱり分からへん。……ってことで、戦力増やすためにテロリストと手でも組もか、言うことみたいやわ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。マザーコアの候補がいきなり見つかったって、んな都合のいい話──」

　頭が混乱する。月つき夜よはとっさに椅子から腰を浮かしかけ、

「──すでにそこまでご存じとは。シティ・モスクワの情報網もうには恐れ入ります」

　静かな声が、会議室に響ひびいた。

　とっさに振り返る月夜とイルの視線の先で、部へ屋やの奥、壁かべに偽ぎ装そうされていたもう一方のドアが静かに開く。

　そこに。

「初めまして幻影イリユージヨンNo.17。あなたの噂うわさは、このニューデリーでも聞き及んでいますよ」

　白い長衣をまとった男が、佇たたずんでいた。




　黒い髪に褐かつ色しよくの肌の、痩やせた男だった。

　袖そで口ぐちからのぞく指は、ゆったりとした装しよう束ぞくに不釣り合いなほど細かった。

　右手の人差し指にシティ・ニューデリーのシンボルを刻んだ指ゆび輪わが光っていて、男が十二人の執しつ政せい官かんの一人であることを示していた。穏おだやかな笑えみを湛たたえたその黒い瞳ひとみは、視力回復手術の発達した現代ではめったに見られない、大きな四角いレンズの眼鏡めがねに隠されていた。

「今回の招しよう聘へいに応じて頂き感かん謝しやします。そちらの女性も」

　ゆっくりと室内に足を踏み入れる男。

　柔らかな所しよ作さで一礼し、平和そのものの顔でにこりと笑い、

「私はシティ・ニューデリー自じ治ち政府代表。主席執政官、アニル・ジュレ」

　小さく息を吐き、その口元に苦笑めいた表情を浮かべて、

「……マザーコア反対派からは、裏切り者と呼ばれています」







　　　第二章　少年は荒野を目指す　～Assemble point～







　一番最初の思い出は、ガラス筒の向こうに浮かぶ二人の影かげ。

　生まれて初めて誰だれかの手に触れた、遠い日の記き憶おく。

　ずっと昔、錬れんがまだ『天あま樹ぎ錬』ではなかった頃ころ。

　大戦の爪つめ痕あとが世界のあちこちで血を流し続けていた、九年前の物語。




　──囁ささやくような話し声に、目が覚めた。

　羊よう水すいの中にぼんやりとまぶたを開き、使い慣れない瞳ひとみで周囲を見回した。

　これが生まれて何度目の覚かく醒せいになるのか、もう、よく覚えていなかった。最初に意い識しきを得たのは培ばい養よう槽そうのガラス筒の中で、それからずっと同じ場所にいた。培養槽の放つほのかな燐りん光こうと傍かたわらに置かれた端末の計器ランプだけが照らす暗い部へ屋や。ときおり現れる清掃用の自動機き械かい以外に動く物はなく、自分の心音と呼吸音を子守歌に夢の中をたゆたう、ただそれだけの日々。

　最初に目覚めてから、たぶん半年と少し。

　ずっと、ここで、こうしていた。

　自分がいったい誰なのか、いや、そもそも何なのかよく分からない。あるとき気がついたらこうやって、この培養槽の中に一人で存在していた。人間で、男で、六歳ぐらいの痩やせた小さな体。腕と足と首筋のところに灰色のチューブと電極が接続されていて、それが自分の体に必要な栄養や神経信号を与えてくれているらしいということは分かった。

　頭の中にはいろいろな種類の言語が詰め込まれていたから、考えることはできた。

　でも、考えることは、もうやめた。

　体に繋つながれたチューブはしっかり固定されているわけではなかったから、外はずそうと思えば簡かん単たんに外すことができた。培養槽の蓋ふたはロックされているわけではなかったから、出ようと思えばいつでも外に出ることはできた。

　でも、もう、やめた。

　世界を見たいという願ねがいも、外に出たいという意志も、とうに捨ててしまった。

　目覚めてからの数週間は、ただ膝ひざを抱えてまどろみの中に時を過ごした。しばらく経たつと眠るのにも飽きて、いろいろなことを考えるようになった。何から何まで分からないことだらけの日々は不安だったけれど、思いついた疑問に考えを巡めぐらせるのは苦痛ではなかった。

　培養槽に接続された端末は学習機き械かいを兼ねているらしく、首筋の電極を介して毎日たくさんのことを教えてくれた。世界のこと、人間のこと、言語、科学、歴史、地理……次から次へと詰め込まれる知ち識しきを脳の記き憶おく領域は一つ残さずため込んでいったが、六歳相当の小さな頭では理解できないことばかりだった。

　それでも、この部へ屋やの外にもっと広い場所がある、ということはなんとなく分かった。

　一ヶ月が過ぎたある日、初めて、外に出てみようと思った。

　端末に命じて培ばい養よう槽そうの蓋ふたを開け、ガラス筒の縁ふちをよじ登ろうとして失敗した。端末は冷静に、生まれてから一度も使用したことのない両腕と両足は未発達で、このままではまともに歩くことすらできない、ということを教えてくれた。少し考えて、作戦を変更した。端末のデータベースを三日がかりで漁あさって『筋力回復リハビリテーション』という資料を見つけ出し、電極が手足に与えている神経信号の設定を高負荷に調ちよう整せいした。

　最初は右腕の曲げ伸ばしから始めて、順番に、少しずつ、トレーニングを続けていった。

　思い通りにならない自分の体はじれったくてもどかしかったが、それがだんだん動くようになっていくのは何かを考えるのと同じくらい楽しかった。

　そうやってさらに二ヶ月が過ぎ、どうにか体に相応の筋力もついて、いよいよ外に出てみようかと思い始めて──

　最初の人達がやってきたのは、そんな頃ころだった。

　みんな男で、背が高くて、ぼろぼろの服を着ていて、肩に大きな銃じゆうを担かついでいた。培養槽のとなりに置かれた端末が電極を介して、みんなとても怖がっているということを教えてくれた。

　銃を向けられてやっと、みんな、自分を怖がっているのだと分かった。

　撃うたれる、と思ったとたんに、頭の中がずきりと痛んだ。

　気がついたときには部屋の中は静かで、動く物は一つもなかった。銃を構えた男の人達はみんな、部屋に転がるネジやガラスの破片に頭と心しん臓ぞうを撃ち抜かれて死んでいた。

　自分がやったのだと、なんとなく分かった。

　男の人達の心の中を見たのも、ネジやガラスの破片を動かしたのも、自分の頭が電極越しに端末からプログラムを呼び出して『情報制せい御ぎよ』という物を使ったのだと、特に理由も無く、そう分かった。

　清掃機き械かいがやってきて、みんなの死体をどこかに運んでいった。

　強こわばっていた体が、そこでやっと震ふるえ出した。

　何がなんだか、分からなかった。分からなかったけれど、もしかしたら扉の向こうには今の人達の仲間が待ちかまえているのかもしれないと思った。

　培養槽の中で膝ひざを抱えて、部屋の隅すみの扉を睨にらんだ。

　その扉が今にも開いて銃を持った人達がまたやってくるのではないかと思うと、怖くて眠れなかった。

　どうすればいいのか分からないまま何日か経たった頃ころに、次の人がやってきた。大きな男の人で、一人で、重そうな服を着て重そうな銃を抱えていた。ガラス越しにこっちを覗のぞき込んでにやにや笑い、銃じゆうを両手で構えてこっちに向けた。

　電極の向こうの端末が男の人の心を覗のぞき見て、いくつかの単語の欠片かけらを拾い上げた。「賞金」だとか「死体」とかいう思考が見えて、それで、誰だれかが自分に賞金をかけていて、自分の死体を持って帰るとお金がもらえて、つまり、目の前の人は自分を殺すつもりなのだということが何となく分かった。

　膝ひざを抱えて目を閉じ、悲鳴を上げたとたんに頭の中がずきりと痛んだ。

　気がついたときには部へ屋やの中は静かで、男の人はやっぱりガラスの破片に頭を撃うち抜かれて死んでいた。

　さらにまた何日か経たつと、別の人がやってきた。それから何日か経つと、やっぱり人がやってきた。自分を殺して賞金が欲しい人、自分を捕まえて誰かに売りたい人、自分を使ってたくさん人を殺したい人──いろんな人が次々にやってきて、みんな、すぐに動かなくなった。

　そうやって何人も何人も殺すうちに、だんだんコツが分かってきた。ガラスの破片を動かすときに頭が痛むのは無くなったし、悲鳴を上げたり怖がったりしなくて自分の意志でちゃんと『情報制御』を使えるようになった。最初は部屋に転がるガラスやネジを使っていたけど、目の前にある空気を固めて弾たまにした方がずっと簡かん単たんで効率が良いと分かってからはそうするようになった。

　やってくる人は最初の何人かのように油断している人ばかりではなかったけど、そういう人達を何人も殺すうちに、相手の隙すきをついたり油断していない人を油断させたりする方法もだんだんと分かってきた。

　眠らない時間がだんだんと増えた。どれだけよく眠っていても、物音一つですぐに目を覚ますことができるようになった。

　次はどんな人が来るのかと、それだけを考えながら、日々を過ごした。

　もう、外に出たいとは思わなかった。

　そんなふうにしてまた何ヶ月か過ぎた頃ころに、その人がやってきた。その人は女で、ずいぶん年老いていて、杖つえがなければ歩けないようだった。

　ごめんなさいね、と頭を下げて、培ばい養よう槽そうに銃を向けた。

　心の中を見たら本当に『ごめんなさい』と考えていて、それから、たくさんの誰かのことを思い出していた。

　男の子が二人と女の子が三人と、大人おとなの男と女と、犬と猫。

『家族』という言葉を心の中に見つけて、ようやく、それがそういう物なのだと分かった。

　目の前の人は自分を殺してその死体を誰かに売って、『家族』に食べ物を持って帰るつもりなのだと、電極の向こうの端末が教えてくれる思考の断片から分かった。銃の引き金を引くのが見えたから、仕方なしに命令を送った。白髪に覆おおわれた頭から血が噴ふき出して、女の人が倒れた。心の中を見たらやっぱり家族のことと、それから、なぜかこっちのことを考えていた。

『ごめんなさい』と心の中で詫わびて、女の人は動かなくなった。

　それが、自分に向けて謝あやまったのだと、しばらく気がつかなかった。

　血にまみれたその体を見下ろしているうちに、わけも無く体が震ふるえた。自分が何かおかしなことをしたような、とんでもない間違いを犯したような、そんな気がした。

　怖い人が来たから、殺した。

　誰だれかが自分を傷つけようとするから、傷つけた。

　そうやって自分を守ることを、疑問に思ったことは無かった。

　本当にそんなことをしていいのかなんて、考えたことも無かった。

　どういうわけか分からず気がついたら生きていて、ただ生きていられるから理由も無く生きてきた。自分が誰かも分からず、他ほかに知る人がいるわけでも無く、何かをしなければならないわけでも無くいなくなったからといって誰が気付くわけでも無く、ひとりぼっちでずっとここに存在していた。

　もし自分が死んでも、困る人はどこにもいない。

　でも、きっと、この女の人は違った。

　この人にはきっと帰る場所があった。帰りを待っている人がいて、帰ってこないと悲しむ人がいた。いや、この人だけでは無い。これまでここに来た人達だって、帰る場所があったかもしれない。待っている人がいて、何かやらなければならないことがあって、そのために何かどうしようもない理由があって、それで自分のところに来たのかもしれない。

　そういう人達を、どうして生きているのかも分からない自分が殺した。

　それは、ものすごくおかしなことのような気がした。

　ガラス筒の内側に映り込む自分の顔を見つめて、一いつ生しよう懸けん命めい考えた。あの人達が死んで、自分の方が生きていていい理由をなんでもいいから見つけようとした。清掃機き械かいがやってきて、女の人の死体を片づけた。床ゆかに残った血の痕あとが拭ふき取られ、そこに誰かがいた証拠が無くなって、それでも何も思いつかないのが悲しくて、うつむいた拍子にこぼれた涙が薄うす桃もも色いろの羊よう水すいに溶けた。

　培ばい養よう槽そうの中で膝ひざを抱えて、一晩中泣いた。

　泣いて、泣き疲れて、次に誰かが自分を殺しに来たらその人を殺さずに自分が殺されようと決めた。




　話し声は部へ屋やの外から、少しずつ近づいてくるようだった。

　薄明かりの中に目をこらし、小さな扉をじっと見つめた。

　……っと……ちょっとってば。ホントにここで合ってんでしょーね……

　……たぶん……父とうさんのノートだと、この先の部屋ってことになってる……

　囁ささやいているはずなのにずいぶん元気な声と、正反対に落ち着いた声。どうやら今度の人は二人組のようだった。電極の向こうの端末が足音と声を解かい析せきし、侵入者が十四歳ぐらいの少年と少女であること、あまり重い銃じゆうは持っていないことを教えてくれた。

　さらに詳しよう細さいな情報を得ようとする端末を、思考で止めた。

　どんな人が来ても、関係無い。

　ただ、殺すなら早くして欲しかった。

　……たぶんって、んないい加減な……

　……手がかりがこんなメモ一枚だからね……でも大丈夫。なんか、モスクワ軍も賞金かけてるみたいだし、けっこう信用できるはずだよ……

　扉の向こうで、うげ、という高い声。

　……それってヤバくない？　うっかり軍の本隊と鉢はち合わせとか……

　……軍は大丈夫。とりあえずで賞金とかかけてるけど、あそこのシティもまだまだ混乱してて兵隊動かす余裕とか無いはずだから……

　話している中身はほとんど分からなかったが、二人が自分を探しに来たのは間違いないようだった。

　羊よう水すいの中で息を吐き、端末に命令を送って部へ屋やの扉の鍵かぎを開けた。

　余計な手間はかけて欲しくない。

　自分が『やっぱり死にたくない』なんて余計なことを考える暇ひまを、与えないで欲しい。

　……あれ？　ちょっと、この鍵って開いてない？……

　……前に来た人が開けたんじゃないかな。ほら、足跡もけっこう残ってるし……

　……で？　その『前に来た人』ってどこ行ったわけ？　帰りの足跡は無いっぽいけど……

　……気のせい気のせい。とりあえず、何かあったらすぐに逃げるから撤てつ退たい援えん護ごよろしく……

　……あんたね、そういうときはレディ・ファーストでしょうが……

　……うん、だからこう、真っ先に反はん撃げきする権利を……

　スチールの扉が、軋きしんだ音を立ててスライドする。

　隙すき間まから差し込むライトの光が、闇やみに慣れた両目にまっすぐ刺さる。

　これで、やっと終わり。

　羊水の中で一度だけ強く目を閉じ、ゆっくりと目を開け──

「──ほら、言ったとおり。大当たりでしょ？」

　そうして、その二人を見た。




　最初は、同じ人が二人いるのかと思った。

　それぐらい、二人はよく似ていた。

　二人とも黒い髪で黒い目で、背は自分よりは高かったけれどこれまでここを訪れた人達の中でいちばん低かった。そっくりの黒い服を着て黒いズボンをはいて、すすだらけの顔いっぱいに汗を浮かべていた。

　右の人の方が少しだけ髪が長くて、その髪を頭の後ろで束たばねていて、少し前に端末に教えてもらった知ち識しきを思い出してそっちが少女の方なのだろうととっさに判断した。

「……うわー……ホントにいた。ちょっとビックリ」

　少女は後ろに束ねた髪を揺らして、おそるおそるというふうに培ばい養よう槽そうに近寄ってきた。金属製の土台のすぐ傍そばで立ち止まり、ガラスの表面に手を当て、こっちを覗のぞき込んで「あれ」と目を丸くし、

「ちょっと真ま昼ひる！　この子もう起きてるみたいよ？」

「え？　そうなの？」

　声をかけられた少年の方が、ゆったりとした足取りで近寄ってきた。ガラス越しにこっちを見てやっぱり目を丸くし、傍かたわらの端末に向き直ってディスプレイに視線を落とし、

「……うん……父とうさんのノートの通り。この端末が情報制せい御ぎよの呼び出しシステムになってる。たぶん、前にここに来た人たちはみんなこれにやられたんじゃないかな」

「その端末が？」

　少女は少年の横からディスプレイを覗き込み、首をかしげて、

「え、なに？　ここで魔ま法ほうを使ってたのはこの端末ってこと？　じゃあこの子は魔法士じゃなくて」

「ううん」少年は少女の言葉を遮さえぎって首を振り「魔法を使ってたのは間違いなくこの子。だけど、この子は一人じゃどんな魔法も使えない。父さんのレポート読んだよね？」

　少女は、あーそっか、とうなずき、

「Ｉ－ブレインは持ってるし情報の海と意い識しきの接続チャンネルも開いてるけど、肝かん心じんの演算プログラムが頭の中に入ってないから、どんな能力も使えない──だっけ？」

「そう。で、そのプログラムをこの子に貸してあげてたのがこの端末ってわけ」

「そっかー……って、じゃあ、この端末もついでに丸ごと持って帰れば」

「あー、それは無理。これはあくまでもアクセス用の末端装置で、端末の本体はここの地下。大きすぎて僕らじゃ運べないよ」

「大きいってどのくらい？」

「五十メートル四方の立方体。ディスクの容量もめちゃくちゃだから、今の手持ちじゃデータも持って帰れない」

　分からない言葉で話し合う少年と少女。

　その姿をガラス越しに見つめ、羊よう水すいの中で膝ひざを抱えた。

　培養槽の内側に映り込む自分は、これまで見たことも無い、困り果てた顔をしていた。

　少年と少女に自分を殺すつもりが無いのは端末に聞くまでもなく明らかで、そもそも武器をもっているのかさえ怪しいものだった。どうしたらいいのか分からなくなって視線をさまよわせていると、少女の方と目が合ってしまった。

　慌てて視線を逸そらすと、ガラスの向こうで少女がにんまりと笑った。

「ねえ真ま昼ひる。この子、早く出したげないと」

「あ、そうか。ごめんごめん、うっかり……」

　夢中で端末を操あやつっていた少年が顔を上げ、タッチパネルに指を走らせた。今まで聞いたこともない重い音がして、周囲の羊よう水すいが動き出すのを感じた。生まれてからずっと体を包んでいた暖かな羊水が残らず排出され、裸の足が冷たいガラス筒の底に触れた。

　身体からだ中じゆうにつながれていたチューブと電極が全部まとめて外はずれた。

　生まれて初めて触れる冷たい空気に悲鳴を上げる間もなく、ガラス筒の表面が縦たてに割れて、大きく左右に開いた。

　驚おどろいた拍子に勢いよく息を吸い込んでしまい、羊水とは全く違う空気の感触にむせて小さく咳せき込んだ。培ばい養よう槽そうの底にぺたんと座ったまま、おそるおそる顔を上げた。

　少年の顔が、目の前にあった。

　悲鳴を上げて後ずさろうとし、濡ぬれたガラスに上う手まく手がつけずに失敗して、膝ひざの間に顔を埋めて必死に身を縮ちぢこまらせた。

「……ちょっと、真昼。怖がらせてどーすんのよ」

「え？　や、今の僕のせい？」

　困ったような少年の呟つぶやきと、やれやれという声。

　どうしたらいいのか分からなくなって、膝を抱える両手にいっそう力を込め──

「……大丈夫。大丈夫だよ」

　ふわり、と何か柔らかいものが、頭に触れた。

　驚いて顔を上げると、少年の手が、羊水に濡ぬれた髪を撫なでてくれていた。

「遅くなってごめん。……本当はもうちょっと早く来るつもりだったんだけど、いろいろ準備が大変でね」

　少女が背中のバッグからタオルを取り出し、少年に手渡す。

　少年はそのタオルを大きく広げ、髪を濡らす羊水を丁てい寧ねいに拭ふき取って「よし」とうなずき、

「初めまして。僕は天あま樹ぎ真昼、こっちは月つき夜よ」

　自分の上着を脱いでこっちの体にかけ、

「君の、お兄にいさんとお姉ねえさんだよ」

　よろしくね、と笑って、少年が右手を差し出す。

　その横に並んで、少女も、そっくりの顔で右手を差し出した。




　──すべては、ここから始まる。

　この日出会った少年と少女と小さな魔ま法ほう士しは、その後、長い時を共に過ごすことになる。

　兄と、姉と、弟と、三人の長い長い旅。

　そのすべてを、天あま樹ぎ錬れんは、今でも一つ残らず覚えている。

　それは、錬がまだ『錬』ではなかった、ずっと昔の記き憶おく。

　ガラス筒の向こうに浮かぶ二人の影かげと、髪を撫なでるタオルの暖かさ。

　大戦の残り火がまだくすぶり続けていた、ロシア地方の名もない地下施設で。

　さしのべられた手をぼんやりと見上げた、遠い日の物語。
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　金きん糸しを紡つむいだような柔らかな髪が、舞まい落ちる粉雪の中をふわりと躍おどった。

　少女は降ふり積つもった新雪の上に音も無く降り立つと、真っ白なストールを翻ひるがえしてくるりと頭上を振り返った。

「ヴィドさん、ありがとうございました！」

　エメラルドグリーンの瞳ひとみをにっこり細め、フライヤーの荷台を見上げて深々と頭を下げる。

　小型の輸ゆ送そうコンテナに頭を突っ込んで何かを探していた男は「おう」と顔を上げ、荷台の縁ふちから少女を見下ろして、

「ま、ここら辺はうちの隊商がいっつも通るルートだからな。今回は荷も少ねぇし、ついでみたいなもんだから気にすんな」

　ようやく探り当てた少女の旅行カバンを「ほれっ」と投げてよこし、

「けどよぉ、フィアちゃん。本当にこんなとこでいいのか？　こっからだと一番近い町でも五十キロは先だし、シティ・ニューデリーなんて遙はるか彼方かなただぞ」

「はい！　大丈夫です」

　目の前に降ってくるカバンを空中にふわりと停止させ、フィアが小さく笑う。

　四角いカバンの蓋ふたを開けて携けい帯たい端末を取り出し、頭上に立体映像の地図を映し出し、

「場所は何回も確かく認にんしましたし、もうすぐ着くってさっき連絡もありましたし。……それに、あの人の船は世界のどこでもあっという間に飛んで行けちゃう特別製ですから」

「まあ、フィアちゃんがそう言うんなら間違いないとは思うけどよ……」

　周囲の山並みを地図と見比べながら、男──ヴィドが荷台の上で眉み間けんにしわを寄せる。四十過ぎの白人の大男で、ユーラシア大陸の東部から南部を中心に活動する隊商グループ『ヴィド商会』を仕切っている。生まれてからまだ三年と少ししか時を過ごしていないフィアにとっては数少ない大切な友人の一人であり、今回は南アジアからヨーロッパを巡回する旅に便乗させてもらい、この北インド地方まで連れてきてもらったところだ。

　ヴィドは防寒着の裾すそをかき合わせ、荷台の側面に取り付けられたはしごに手をかけ、

「とにかく、だ」凍り付いたはしごを一段飛ばしで雪原に降り立ち「分かってんだろうが、今回は事が事だ。シティ・ニューデリーに入っちまったら外からは手出しできねえし、そこによそのシティまで絡からんじまったら動きようがねえ。賢けん人じん会かい議ぎとモスクワ軍が出てくるって話は噂うわさみたいなもんで、はっきり言っちまうと、情報が全部間違いで真ま昼ひるにも月つき夜よにも会えねえって可能性の方が高い。……ニューデリーは魔ま法ほう士しには住みやすい街だって話だけど、不法入国じゃそんなもん役に立たねえし最近はいろいろときな臭い話も出回ってる」

　柔らかい新雪を靴のかかとで踏み固め、難むずかしい顔で腕を組み、

「何かあったらすぐに逃げて俺おれに連絡する──それが、お前らをここまで運んでやった条件だってこと、忘れんじゃねえぞ」

『──本当に、ヴィドさんの言う通りよ』

　男の言葉を引ひき継つぐように、携帯端末のスピーカーから柔らかな声。立体映像ディスプレイの表示が相互通信に切り替わり、見慣れた病院の診察室を背景に、白衣を着込んだ黒髪の女性が大写しになる。

　あ、と声を上げるフィア。

　少女は慌てた様よう子すで顔をうつむかせ、スカートの裾すそやストールの巻き加減をいそいそと整え始める。

「おい、無線通信はできるだけ控えるって」

『いちおうジャミングはかけてあるんでしょ？　母親が娘の心配する時間くらい大目に見てよ』

　ヴィドの言葉を遮さえぎって、白衣の女医が笑う。

　名前は、弥生やよい。

　身寄りも家族もないフィアを引き取って育てている、少女にとっての義理の母親だ。

『本当はもっと早く連絡するつもりだったんだけど、午前中の診察が混んじゃってね』

　弥生は握り拳こぶしで自分の肩をとんとんと叩たたき、ディスプレイ越しに自分の娘を見下ろして、

『それで、そっちはどう？　風か邪ぜとか引いてない？』

「は、はい！　大丈夫です！」

　弾はじかれるように、フィアが顔を上げる。

　ディスプレイの向こうの女医を恥ずかしそうに見上げ、何度もためらってから、

「……それで、あの……お、おかあさんは……体の調ちよう子し、どうですか？」

『ん？　わたし？』

　弥生は手のひらを胸に当て、うーん、と考える。生まれつき神経性の疾しつ患かんを抱えた弥生の心しん臓ぞうは、ささいなきっかけで発作を引き起こし、最悪で心停止に至る危険を孕はらんでいる。

　フィアが初めて弥生と出会った頃ころには、少女が使った魔法が元で弥生が倒れ、あわやという事態に発展したこともある。

　そのときに弥生を助けたのもやはりフィアなのだが、それ以来、彼女はこの義理の母親の体調をいつも心配している。

『……うん、大丈夫』弥生やよいはうなずき、小さく笑って『フィアが看病してくれるのが効いたのかしらね、最近は前より食欲もあるし、一日中診察してても疲れなくなった気がするわ』

「そうなんですか……」

　フィアは、良かった、と息を吐き、やっぱり恥ずかしそうな顔のままにっこり微笑ほほえむ。

　う、と言葉に詰まる弥生。

　白衣の女医はかすかに頬ほおを赤らめ、右に左にぎこちなく視線をさまよわせ、

『……や、やだわ。わたしまで照れてどうするのかしら』大きく深呼吸して机の上に手を組み、少しだけ真ま面じ目めな顔に戻って『ともかく、本当の本当にヴィドさんの言う通りよ？　あなた達が無理してうっかり軍に捕まるようなことになったら、それこそミイラ取りのお話なんだから。……絶対に無理をしない。危なくなったら自分のことだけ考えて、他ほかの人は放っておいてとにかく逃げる。分かってるわね？』

「は、はい！　がんばります！」

　二日前の出発の時と同じ言葉を繰くり返す弥生に、フィアは神妙な顔で答える。

　弥生は『うん、良い子ね』とうなずき、視線をとなりに移して、

『錬れんちゃんも、ちゃんと分かってるわよね』

　おどかすような口調でそう言った弥生の顔に、なんだか困ったような表情が浮かぶ。

　ディスプレイの後ろで見ていたヴィドも同じように困り顔。

「錬さん、あの……」

　くいくいと袖そでを引っ張る、少女の小さな手。

　集中する、三人分の視線。

　ぼんやりした視界でそれを見返し、どうしてみんな自分を見ているんだろうと考え、

「……え……？」




　──初めて、錬は我われに返った。




「わ、うわ──！」

『うわ、じゃないわよ……』弥生は立体映像の向こうでため息を吐つき『まったくもう。今回に限っては、心配なのはフィアよりも錬ちゃんの方ね。あの日からこっち、もう三ヶ月もずーっとぼんやり。……どうせ、今だってわたしの話なんか聞いてなかったんでしょ』

「そ、そんなことないよ！」

『じゃあ、今わたしが言ったこと復唱してごらんなさい』

「え？」

　問われて初めて、自分が何も聞いていなかったことに気付く。頼りない記き憶おくを掘り返してそれらしい言葉の断片を拾い上げ、頭の中でどうにかまとめて、

「ちゃ、ちゃんと聞いてたよ！　だから、月つき姉ねえが帰ってきたときのために、こっそり部へ屋やの模も様よう替えしておこうって話でしょ？」

『それは先月わたしが言った冗談』

　風の音が、小さく響ひびいた。

　泣きそうな顔をするフィアの後ろで、弥生やよいとヴィドが深々と息を吐いた。




　　　　††††††††††††††




　真ま昼ひると月つき夜よが、消えた。

　世せ界かい樹じゆ事件の後始末を終えてロンドンを旅立った錬れんとフィアがそれを知ったのは、今から二ヶ月以上も前、十一月の頭のことだった。

　古い友人から仕事の依頼を受け、シティ・メルボルン跡地に向かったはずの双ふた子ごの兄と姉。二人からの連絡が途と絶だえたという知らせをヴィドから受けた錬は、フィアと共にすぐにオーストラリア大陸に向かった。が、メルボルンの町はどういうわけかシティ・モスクワの軍に占拠されており、足止めを食った錬は数日を無む駄だにする羽は目めになった。

　吹雪ふぶきに閉ざされた平原のただ中で、乗り合わせたフライヤーの食堂。

　スピーカーから流れ出る、百年前の歌姫の名曲。

　──そこで、錬は、あの演説を聞いた。

　戦争、魔ま法ほう士し、マザーコア、ファクトリー……賢けん人じん会かい議ぎと名乗る少女が語ったのは、シティの住民には決して明かされることのない、マザーシステムの本当の姿だった。シティに対する宣戦布告を高らかに謳うたう少女の隣となりには、錬が誰だれよりもよく知っている姿があった。

　世界でたった一人の兄、天あま樹ぎ真昼。

　黒いミラーシェードで顔を隠していても、錬には見間違えようがなかった。

　混乱する錬に追い打ちをかけるように、メルボルンでの事件の全容は噂うわさという形で次々に届いた。賢人会議という名のテロリストがシティ・モスクワからマザーコアとなるはずだった魔法士数十人を盗み出し、それを追う軍とメルボルン跡地で戦ったらしいということ。戦いは双方痛み分けに終わり、賢人会議はコアとなるはずだった魔法士の半分を助けてメルボルンを脱出したらしいということ。

　その戦いの中で、賢人会議に協力していた女が一人、軍に捕まったらしい、ということ。

　戦火の中で偶然その現場を見たという一家に聞かされた女の外見は、何から何まで錬の姉、月夜と合致していた。

　自分達の町に戻った錬とフィアは、町の住民と協力して真昼と月夜の行方ゆくえを探し始めた。が、いくら手を尽くして調しらべても、それらしい情報は何一つ得ることはできなかった。

　真昼は賢人会議の協力者となり、どこへとも知れず消えたらしい。

　月つき夜よは、どういうわけか客人としてシティ・モスクワに連れて行かれたらしい。

　そこから先は、賢けん人じん会かい議ぎが施ほどこしたのだろう膨ぼう大だいな情報攪かく乱らんと軍の隠いん蔽ぺいに阻はばまれて、手がかりの欠片かけらすらつかむことは適かなわなかった。

　そうやって二ヶ月が過ぎ、年が明けた西せい暦れき二一九九年一月の初め、それでも諦あきらめずに情報を集め続けていた錬れんの下もとに、その知らせは突然訪れた。賢人会議がシティ・ニューデリーの上層部と接触を図ろうとしていること、それを知ったシティ・マサチューセッツとシティ・モスクワがニューデリーに自分達の手て駒ごまを送り込もうとしていること。情報はどれも噂うわさと呼ぶにも足りない曖あい昧まいなものだったが、錬は即座に動いた。

　賢人会議が動くというなら、真ま昼ひるも来るかも知れない。

　モスクワ軍がそれを知ったのなら、人質として月夜を連れてくるかも知れない。

　それだけで、錬にとっては十分だった。




　　　　††††††††††††††




「……ったくよぉ」

　マグカップに注がれたココアから、ほわりと湯気が立ち上った。

　ヴィドは熱あつくなったカップを「ほれ」と錬に押しつけ、広げた簡かん易い椅い子すの上にどかっと座り込んだ。

「錬ちゃんの気持ちも分かるけど、もう少ししゃんとしねえとな。シティに潜せん入にゆうして人を探すなんてのは、いつもの錬ちゃんでも大仕事なんだ。そんなふらふらしてて上う手まくいくようなもんじゃねえ。……俺おれなんかが言わなくても、錬ちゃんが一番よく知ってるだろ」

「うん……」

　となりの椅子に腰を下ろし、マグカップを両手で抱えて口を付ける。甘い香りに少しだけ息を吐き、そのまま半分飲み干す。お腹なかの中から暖まる感触。フライヤーに備え付けの演算機き関かんによって周囲の空気は凍死しない程度に暖められてはいるが、寒いものは寒いし温かい飲み物はやっぱりおいしい。

「ヴィドさんの言う通りですよ」向かいの椅子で同じようにココアを飲んでいたフィアが身を乗り出し「それでなくても、錬さん、真昼さんと月夜さんのこと調しらべるのに一いつ生しよう懸けん命めいで全然寝てないんですから。……そんなんじゃ、ニューデリーに入る前に倒れちゃいます」

　少女の頭上のディスプレイに映る弥生やよいも『まったくよ』とうなずく。

　錬は飲みかけのココアをじっと見つめ、一息に全部飲み干して、

「……大丈夫だよ……」

　顔を上げ、無理やり笑って、

「焦あせってるのは自分でも分かってる。だから、今回は助っ人も頼んだしね」

「助っ人なあ……」ヴィドは無ぶ精しよう髭ひげでざらざらのあごを撫なで「そういや、そいつの話もちゃんと聞かせてもらってねえよな。錬れんちゃんが頼むぐらいだろうからよっぽどのヤツなんだろうけど、大丈夫なのか？　こんな無む茶ちやに付き合わせて」

「あれ？　話してなかったけ？」

　ここ数日のことを思い返してみるが、確たしかに出発の準備に手一杯でヴィドにその辺の説明をしていなかったような気がする。ちらりとフィアに視線を送ると、あ、という少女の顔。どうやらフィアも、てっきりこっちが説明している物と思って何も話していないらしい。

「えーっと、この前のロンドンの事件で知り合いになった人なんだけど」どう説明したものか少し考え「ヴィドさん知らない？　『人ひと喰くい鳩ばと』って」

「人喰い……」

　鳩、と言いかけて、ヴィドが固まる。見れば、ディスプレイの向こうの弥生やよいまでもがあんぐりと口を開けている。

『ちょっと、錬ちゃん』

「お前、人喰い鳩ってあれか！　あの人喰い鳩か──？」

「うん、そう」ちょっとだけ得意な気分でうなずき、頭上を振り返って「ほら、来た。時間ぴったりだ」

　粉雪が舞まい落ちる空の遙はるか遠く、視界を覆おおう黒い雲にわずかな変化が起こる。揺ゆれる水面のような雲を穿うがって、小さな赤い点が現れる。

　黒いキャンバスに絵の具を一滴搾しぼったように、闇やみの中に鮮せん烈れつに栄はえる赤。

　それが、ゆっくりと、錬たちの頭上から降りてくる。

　高度を落とすに従って赤い点は大きさを増し、次第にそのシルエットを顕あらわにする。細く長い、抜き身のナイフのような形状。全長百五十ートルの巨大な船体には、黒いライン状のスピーカーと、荷電粒子砲。

　真しん紅くの外殻を彩る、Hunter Pigeonの文字。

『──お？　定刻通りって予定だったんだけど、ちっと待たせちまったか？』

　人喰い鳩Hunter Pigeon、ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ。

　最後の空くう賊ぞくの、登場だった。




　とりあえず、ということで、ココアの残りなど出してみた。

「ま、だいたいの話は連絡の通りだな」

　ヘイズは簡かん易い椅い子すに座って足を組み、半分冷めたココアに口を付けた。

「……お、うめえなこれ」

　感心したように呟つぶやき、一気に全部飲み干して息を吐く。前に見たときはシティ・ロンドンの軍服を着ていたはずだが、今日きようは空賊の名にふさわしくラフな格かつ好こうをしている。黒いスラックスとシャツの上に、暗い血色のジャケット。薄うす茶ちや色いろの左目に真まっ赤かな義眼の右目、見事なまでの赤毛には一ひと房ふさだけ染めた青い前髪。

　もしかすると、これがこの男の本来の姿なのかも知れない。

　どんな格好に変わっても、とにかく赤いのは相変わらずだけど。

「うちの町の特産品。最近修理が終わった新しいプラントだよ」錬れんは答え、簡かん易いテーブルの上の携けい帯たい端末を取って「じゃ、さっそくだけど商売の話始めよっか。あんまり時間もないし」

「おう」ヘイズはカップをテーブルに置き、頭上の立体映像ディスプレイを見上げて「とりあえずオレは、お前らがニューデリーに入る段取りつければいいわけだな」

「とりあえずは、ね」

　うなずき、タッチパネルを手早く操そう作さする。

　ニューデリー、賢けん人じん会かい議ぎ、モスクワ軍──これまでに集めた限りの資料をディスプレイにべたべたと並べ、

「けど、もちろんそれだけじゃない。とにかく今回は分からないことばっかりで、ニューデリーに入ったってはっきりどうするかも決まってない。上う手まく真ま昼ひる兄にいと月つき姉ねえを見つけられたって、その後どうなるかは分からないし、ひょっとしたらニューデリー軍ともモスクワ軍ともマサチューセッツ軍とも賢人会議とも……とにかく全部と戦わないといけなくなるかも知れない」

　ちらりと視線を落とし、ヘイズの顔色をうかがって、

「……本当にこんなのでいいの？　あんまり自分からは言いたくないけど、こんなでたらめな依頼、僕なら絶対に受けないよ？」

「いや、オレも場所がニューデリーじゃなきゃさすがにヤバイんだけどよ」ヘイズはテーブルの上のポットを取り、勝手にココアの二杯目を注いで「……まあ、なんつーか、あそこには個人的にツテがあってな。シティに入るのはそんなに難むずかしくねぇし、中でもけっこう好き勝手に動き回れる。今回はオレもニューデリーに個人的に用があるし、あとは……」

　言葉を切り、フライヤーの荷台に顔を向ける。

　エプロン姿で荷物整理の手伝いをしているフィアを横目に頭をかき、

「お前はともかく、あっちの頼みを断ったとか知れたら、ファンメイのヤツに殺される」

　今はロンドンにいるはずの親友の名が聞こえたのか、フィアが、なんですか？と振り返る。

　錬は「なんでもないよ」と小さく笑い、その少女と一いつ緒しよにいるはずの男の子の顔を少しだけ思い出し、

「……そういうことなら、こっちも遠えん慮りよなく契約の話するね。とりあえず、前金がこのぐらいで、最初の一週間の報ほう酬しゆうがこのぐらいで、成功報酬がこのぐらいで、経費が別途請せい求きゆうで」

　前もって作っておいた見み積つもり書を呼び出し、細かな額を書き込んでいく。

　ヘイズは「用意いいな」と椅い子すから身を乗り出し、立体映像ディスプレイを手元に引き寄せ、

「お……クレジットじゃなくて現物支給か」

「最近は大きな町でも使えないこと多いからね。あ、クレジットの方が良いならそうするけど」

「いや、問題ねぇ。ってーか、むしろそっちの方がありがてぇ」

　クレジットとは大戦前に世界中のすべてのシティで共通に利用されていた公式通貨で、一クレジット硬貨から二百クレジット札までの八種類が存在するが、実際には通貨そのものよりもネット上の電子情報として取引されることの方が多い。

　このクレジットが戦後の今の地球でも共通の貨か幣へい基準として使えるのは、発行元であった国際機き関かんのメインサーバーがシティ・チューリッヒ跡地の地下一千メートルで今も稼か働どう中ちゆうだからで、当時のありとあらゆる技術を放り込んで作られたその電子署名システムは、たとえ魔ま法ほう士しのＩ－ブレインを使っても破れない最高の暗号として広く知られている。

　かつて錬れんの兄、真ま昼ひるも一度だけその暗号に挑んだことがあるらしいが、錬が聞かせてもらった話によると『自分と同じぐらい早くプログラムが組める人をあと百人ぐらい用意して、錬のＩ－ブレインと同じぐらいの速度の端末を全員に三台ずつ用意して、百五十年ぐらいかければ解けそうだったけど面めん倒どうくさいからやめた』のだそうだ。

　そういうわけで大戦から十年変わることなく利用されてきたクレジット通貨だが、最近ではその威光にもかげりが生じている。読み取り機械の劣化によって特に地方の町で「お金があっても使えない」状態が拡大しているのも理由の一つだが、やはり、各地のシティでマザーシステムの機能低下に伴って周辺の町に流出するクレジットや物資の絶対量が年を追うごとに減っているのが一番大きい。シティの外の町におけるクレジットの最も大きな使い道が『シティの住民との闇やみ取とり引ひき』である以上、使えない貨幣よりは食料や機械などの物資の方が価値が上がるのは自然な流れだ。

「……ふーん、まあまあ良くできた見み積つもりじゃねーか」ヘイズは一つ指を鳴らし「けど、ま、とりあえず食料品関係はこのぐらいもらっとかねーとな」

　錬の手からタッチパネルを取り上げ、最初の項目の数字を書き換える。

「あ──！　ちょ、ちょっとそれは！」

「あん？　なんか文句でもあっか？」ヘイズはさらにいくつかの項目に数字を足し「知り合いだから無む茶ちやな依頼でも受けてやるってのは言ったけど、報ほう酬しゆうの話は別だ。こっちも商売だからな、もらうもんはきっちりもらわねぇと」

　最初のきっかり二割り増しになった立体映像の明細を、指で弾はじいてこっちに突き返す。

「ま、待った！　じゃあ電子部品はこのぐらいで！」

「お、そこを減らそうってか。じゃあ機械関係がこのぐらいだな」

　すぐさま別な項目が訂正され、トータルで同じ額になった明細が返ってくる。何度か抵抗を試みるが結果は全く同じ。少しでも額を削ってごまかせるように百種類以上の品目に報酬を分散させて、さらに町ごとの微妙な取引価格の違いまで計算に入れておいたのに、いくらやっても返ってくる報酬の額は一クレジットと違わず同じになってしまう。

「……うー……」

　十五回目で力尽きて、頭を抱える。

　ヘイズは勝ち誇った顔で「甘く見んなよ」と笑い、

「こちとら、この商売もう八年も一人でやってんだ。お前はその辺の計算、その兄貴と姉貴のまかせっぱなしだったんだろ？　年季が違うんだよ、年季が」

「……参りました……」

　簡かん易いテーブルに突っ伏したまま、呻うめく。

　のそのそと顔を上げ、ため息を吐ついて、

「ま、いっか……普通に考えたらこのぐらいが妥だ当とうなとこだし」諦あきらめ半分で笑い、できあがった明細書を目の前に引っ張って「うん。じゃ、これで……」

「──ちょっと待った」

　これでお願ねがい、と言いかけたその手を、後ろから突き出た別な手がむんずとつかんだ。

「え？　ヴィドさん、なに？」

　ヴィドは錬れんの問いには答えず、立体映像の明細を一枚一枚丁てい寧ねいにめくって一人うなずき、

「おい、弥生やよい。この明細、どう思うよ」

『ん？　ヴィドさんどうかした？』別なディスプレイに映った弥生がカメラの向こうで端末を操そう作さするそぶりを見せ『……あら？　これはちょっと。ダメよ、錬ちゃん。知り合いだからって甘い顔見せちゃ』

「や、弥生さん？　なに？　どうしたの？」

『ヘイズさん、だったかしら？』

　なんだかよく分からずに声を上げる錬を完全に無視して、弥生は赤毛の空くう賊ぞくに視線を向ける。テーブルに頬ほお杖づえをついてにっこり微笑ほほえむその顔が、見たこともないくらい怖い。

　思わず椅い子すの上で身を引く。

　荷台の上からこっちを見ていたフィアも『お、おかあさん？』と、大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみをまん丸にしている。

「な、なんだあんた……」

『フィアの母親。でもって、錬ちゃんのお兄にいさんとお姉ねえさんの友達よ』弥生はヘイズの言葉を問答無用で遮さえぎり『それよりヘイズさん、この明細。合成小麦と化学繊せん維いとあと機き械かい関係全般、先月から値上がりしてるのは知ってるかしら？』

「は……？」

　ヘイズが目を丸くしてぽかんと口を開ける。ついでに、ヘイズからは見えない角度で錬も全く同じ顔をする。そんな話初耳だ。

『あなたも錬ちゃんも知らなかったみたいだけど、とにかくそうなの。ねえヴィドさん？』

「弥生の言うとおりだ。他ほかにもいろいろと値上がりしてっから、この明細だと実質的には先月までの二倍の値段ってことになるな」

「いや待て落ち着けお前ら。オレはそんな話聞いたこと……」

「ボりすぎだな」

『ボりすぎね』

　ヘイズの反はん論ろんを完全に無視して、二人が決めつける。

　のみならず、契約書の文面を勝手に書き換え始める。

『……だいたい、合成小麦百三十八キロってのが気にくわないわね。何よ百三十八って半端な。男なら潔いさぎよく、端数全部取っ払いなさい』

「さすがは弥生やよい。よし、ここは切りよく百キロってことで」

「ちょっと待て！　それは百四十のところを二キロまけてやってんだ！　だいたい端数とるってんなら百三十だろ？　なんでそこまで切る！」

『次はどこに手をつけようかしら……ヴィドさん、ちょっと機き械かい関係の明細をお願ねがい』

「ほいきた……あー、こりゃダメだ。演算機関の調ちよう整せい用よう素子二百八十七セット。いけねえなあ、男がこんなみみっちい」

『キリよく二百セットね。はい、次』

「いや、だからなお前ら！」

『あら？　この繊維関係、何か不ふ思し議ぎなことが書いてあるわね』弥生はヘイズの声を豪ごう快かいに無視して『強炭素繊せん維いなんかこんなに要いらないでしょ。全部普通のポリマー繊維でいいわよね。ヴィドさんお願ねがい』

「ほいきた」

「いい加減にしろ！　お前らさっきから勝手に──」

　と叫びかけたヘイズの言葉が、急速に勢いを失う。

　弥生の姿を映し出す立体映像ディスプレイが、唐とう突とつに赤毛の男を振り返る。

「な、なんだよ」と椅い子すの上で居住まいを正すヘイズ。

　弥生は診察机の上で両手のひらを組み合わせ、にっこり笑って、

『うるさい』

「……は……？」

『あなた、さっきからうるさいわよ？　今大事な計算してるんだから、ちょっと静かにしてもらえない？』

「いや、あの……悪りぃ、ちょっとオレの話を」

『だいたい、あなた錬れんちゃんとフィアの知り合いなんでしょ？　知り合いの、それもこんな小さい男の子と女の子が行方ゆくえ不明のお兄にいさんとお姉ねえさん探そうっていうのに、その二人から報ほう酬しゆう全額もらおうなんて恥ずかしいと思わないの？』

「だから！　こっちも商売でやってて、だいたい錬はオレと同じプロでだなぁ……」

『恥ずかしいと思わないの？』

「いや、だから、そこは！」

『思わないの？』

「……や、まあ、オレもちっとはまけてやった方がいいか？　とか思ったりもしたけどよ……」

『分かってくれてうれしいわ』

　弥生やよいはふんわりと柔らかく笑い、報ほう酬しゆうの明細を問答無用で書き換え始める。

「……錬れんさん……」

　背中から、か細い声。

　見れば、フィアはいつの間にか錬のすぐ傍そばに立ち、ちょっと涙目でこっちの手を握ろうとしていた。

「……なんか、思ったより安く済みそうだね」

「……ヘイズさん、なんだかかわいそうです……」

「……弥生さんってああいう人だったんだね」

「……わたし、おかあさんがお金のお話ししてるの初めて見ました」

「そういえば、真ま昼ひる兄にいと月つき姉ねえが言ってた」錬は何年か前のことを思い出し「『経費の話になると、弥生は私達の百倍怖い』って。……冗談じゃなかったんだ、あれ」

　ゆっくりと顔を見合わせ、あはははーと笑う二人。

「……頼む……オレの話を聞いてくれ……」

　簡かん易いテーブルに突っ伏したヘイズが、力尽きた声で呻うめいた。
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　大小数百の立体映像ディスプレイが円卓の中央に整然と並び、新たな議ぎ題だいが提議された。

　アニル・ジュレは執しつ政せい官かん席せきの革張りの椅い子すにゆったりと腰を下ろし、手元に浮かぶ半透明の議ぎ事じ録ろくに視線を向けた。

　空軍の兵員補充計画の是ぜ非ひに始まった午前の質疑応答は、小休止を挟んで食料生産関係の問題に移った。広大な議事堂の中央に設しつらえられた直径三十メートル余りの円卓にはアニルを含めた十二人の執政官の席が時計の文も字じ盤ばんの位置に等とう間かん隔かくに配置され、それぞれの席の警けい備びする兵士が旧世紀の伝統芸能の文もん様ように彩いろどられた議事堂の内ない壁へき沿いをずらりと取り囲んでいる。

　円卓の中央に浮かぶディスプレイの一つ一つには、各省庁や軍ぐん機き関かんの代表が一人ずつ映っている。彼らはシティ・ニューデリー第二十階層の各地に点在するそれぞれの職しよく務む室しつから、ネット回線を介してこの会議に参加している。

　午後最初の発言者は、シティ・ニューデリーのエネルギー循じゆん環かんシステムの管理を司つかさどる環かん境きよう局の主席秘書官。

　三十代半なかばと思おぼしき秘書官は自分が映っているディスプレイの隅すみに小さな別窓で新しい資料を示しながら、カメラの向こうで原稿を読み上げている。

「……以上の点を鑑かんがみましても、当とう該がいプラントに対するエネルギー供給の削減は昨年十二月時点ですでに限界に達しており、今月に入ってからのさらなる稼か働どう規き模ぼ縮しゆく小しようは、市民の生活に深刻な影えい響きようをもたらすと考えられます。さらに……」

　淡たん々たんと続く男の発言を聞き流し、円卓の他ほかの席に視線を向ける。議ぎ会かい法ほうによって魔ま法ほう士しの執しつ政せい官かんと通常人の執政官が交互に配置されるように定められた円卓の席は、正せい確かくにその半数が空席になっている。

　魔法士側の執政官は、アニルを除いて全員が欠席。

　人間側の執政官は一人を除いて全員が出席し、正十二角形を成なすはずの円卓の席は今、いびつな六角形を描いていた。

　ニューデリーの最高決定機き関かんである執政院は、各省庁の提出する行動計画の是非を議ぎ論ろんし、シティ全体の方針を定める役目を負う。逆に言えば、たとえ執政院が何一つ口出ししなかったとしても、各省庁が各おの々おのの職しよく務むを果たしていればシティの行政は滞とどこおりなく運営される。

　それが、今のニューデリーの現状。

　執政官同士の対立が明確な物になり、執政院が本来の機能を失ってから、もう数ヶ月が過ぎようとしていた。

　人間側と魔法士側、どちらの派は閥ばつの執政官が会議に出席するかは、その日の議題によって暗あん黙もくのうちに決定される。たとえばたった今問題になっている合成肉生産プラントの稼か働どう時間に関する案件は人間側の執政官によって二日前に議論と調ちよう整せいが済んでいる話で、仮にこの場に魔法士側の執政官がいたとしてもそもそも彼らには発言権がない。

　ここで行われているすべては、ただの茶番。

　この執政院がまだニューデリー自じ治ち政府の最高決定機関としての体てい裁さいを保っていることを、この場を中ちゆう継けいしているマスメディアと、なにより、その中に混ざっているはずの他シティのスパイに示すためのパフォーマンスに過ぎない。

『──アニル執政官』

　半透明なメッセージ表示窓が視界に二重映しに出現し、思考が中断される。有機コードによってＩ－ブレインと直結された端末を介して、誰だれかがアニルの脳内に直接言葉を送り込んでいる。それとなく視線を巡めぐらせ、言葉の主ぬしを探す。この席から右手に五つ目、巨大な円卓反対側の一角に座す男に顔を向け、

『ザライ執政官、何か動きがありましたか？』

　頭の中で声を出すと、円卓の向こうの男は視線を自分の端末に落とす。Ｉ－ブレイン越しに信号を受け取ったアニルの端末が、思考を文字情報に変換して相手の端末に送り届けている。魔法士同士ならＩ－ブレインを介して直接思考で会話することも可能だが、普通の人間が相手の場合にはこういう手間が必要になる。

　男が一つうなずき、端末のタッチパネルを叩たたく。

　視界の端に二重映しに、新たなメッセージが表示される。

『第十五階層の民間用ポートで動きがあった。向こうの客人が到着したようだ』

『……ようやくのお出ましですか』

　考え込むふうを装よそおって視線を落とし、脳内に艦かん艇てい発着ポートの使用状況を呼び出す。問題のポートの発着記き録ろくのリストに一つだけ赤い印が付き、それが偽ぎ造ぞうされた物であることを示す。

　偽造を行ったのは、この場にいない魔ま法ほう士し側の執しつ政せい官かんたち。

　ポートに入港したのは、彼らが手を結んだテロ組そ織しき、『賢けん人じん会かい議ぎ』の一団だ。

『正面からとは、ずいぶん堂々とお越し頂いたものです』

『ポートの警けい備び部ぶは向こうの子飼いだ。簡かん単たんに手は出せん。圧力をかけてみるか？』

『無む駄だなことはやめましょう。……今はひとまず監かん視しの強化を。もちろん、こちら側のお客様への連絡もお願ねがいします』

　シティ・マサチューセッツとシティ・モスクワから派は遣けんされたエージェントは、二日前から第二十階層のアニルの私邸に滞在している。世界最高クラスの魔法士が二人に、賢人会議をよく知るという女性が一人。いずれも今の自分達にとっては貴重な戦力だが、彼らを簡かん単たんに動かすわけにはいかない。正式な書類無しの密入国という形でニューデリーに滞在している彼らは市街地で警備部の兵士に見つかれば追われる立場だし、そもそも、彼らは賢人会議という共通の目的のために自分たちと仮の協力関係を結んでいるだけで、シティ・ニューデリーの利益など最初から眼中には無い。

　彼らをどう利用するかも、今後の重要な課題の一つ。

　マサチューセッツにしてもモスクワにしても、それぞれのシティの上層部が本当に望んでいるのは「ニューデリーと賢人会議の共倒れ」であることを忘れてはならない。

『ともかく、賢人会議が来たというのならこちらも動くときです。……計画通り、最初の一手と参りましょう』

『アニル執政官……』視界の端のメッセージが、そこで数秒止まる。『今さら止めるつもりもないが、もう一度だけ聞いておく。……本当にやる気かね』

『もちろんです。良い手だということは、あなたにもご理解頂いたはずですが』

『止める気はないと言っているだろう。私はただ──』

　ふいにメッセージが途と切ぎれ、円卓の向こうの男が議事堂の入り口を振り返る。他ほかの四人もすぐに気付いたらしく、次々に端末から顔を上げる。

　アニルも含めた六人の視線を受け、議事堂の木もく目め調ちようの扉がゆっくりと開かれる。

　重厚な音を響ひびかせて開け放たれた、両開きの扉の向こう。

「──皆様、お気になさらず。どうぞ会議を続けてください」

　白い長衣をまとった女は、しごく落ち着いた態度で議ぎ事じ堂どうに一礼した。




　議事堂の空気が、静止した。

　六人の執しつ政せい官かん、数百人の警けい備び兵へい、立体映像ディスプレイ越しに会議に参加する官かん僚りようたち──その場に居合わせたすべての者が、扉の向こうに立つ女を凝ぎよう視しした。

　長い黒髪を頭の後ろで結い上げた、ニューデリー人らしい褐かつ色しよくの肌の女。アニルと同じゆったりとした装しよう束ぞくの裾すそを揺ゆらめかせ、右手の人差し指には執政官の地位を表す銀色の指ゆび輪わを光らせている。意志の強そうな黒い瞳ひとみと、きつく引き結ばれた口元。両耳に小さなピアスが光っていて、それがかろうじて女性らしさを演出している。

「……ル……ルジュナ・ジュレ執政官……」

　警備兵の代表と思おぼしき男が、やっとという様よう子すで口を開く。

　執政官、ルジュナは男にちらりと一いち瞥べつをくれ、議事堂を見回してもう一度、

「どうぞ、会議の続行を」

　有無を言わせぬその声に、凍っていた空気が動き出す。立体映像ディスプレイの向こうの官僚が一つ咳せき払ばらいして原稿の朗読を再開し、数名の兵士がルジュナを円卓へと誘ゆう導どうする。

　彼女のための椅い子すは、アニルの席から左に三つ目。

　ルジュナ・ジュレ執政官は革張りの椅子にゆったりと腰を下ろし、こちらにはわずかも視線を向けずに手元の端末を見下ろす。

『これは珍しい。君が呼んだのかね？　アニル執政官』

『さて……私の誕たん生じよう日びはまだ遠いはずですが』

　視界の端のメッセージに軽口で答え、通信のチャンネルを切り替える。左に三つ目の席に視し線せんを向け、Ｉ－ブレインからメッセージを送る。

『お久しぶりです。ルジュナ・ジュレ執政官』

　円卓を四分の一挟んだ向こうで、ルジュナがぴくりと眉まゆを動かす。顔を上げてこちらの視線に気付き、不愉快そうにすぐ顔を伏せてタッチパネルを叩く。

『あなたと話すことはありません。無ぶ礼れいでしょう、アニル・ジュレ執政官』

　突き放すような文面。思わず苦笑し、少し考えて言葉を重ねる。

『お体の具合はいかがですか？』

『あなたに心配されることではありません』というメッセージに続いて円卓の向こうのルジュナが少し逡しゆん巡じゆんする気け配はいがあり『……私の前に、あなたはまず自分の体を心配なさい』

　返ってきたメッセージにふむ、とうなずく。どうやら、まともに会話する気はあるらしい。

　ふと目を上げると、こっちの様子をうかがう他ほかの執政官たちの顔。

　問題ありません、というふうに指を振り、視線をルジュナに戻し、

『それで？　今日きようはどういう風の吹き回しでしょう』

　今度は、長い間があった。

　ルジュナは不ふ機き嫌げんそうに円卓の中央のディスプレイを見上げ、唇をかんで視線を落とし、

『……今日きようは、父の命日ですね』

『ええ、もちろん忘れてはいませんが』

『そうですか』ルジュナはうなずき、少し目を閉じて『……くだらない前置きはやめます。あなたが毎年行っていたお忍びの墓参り。今日の午後はどうされるつもりなのですか？』

『おや、君がそれを気にするとは意外です』口元に手を当て、少し笑い『あの墓の下には父はいない、あれは偽にせ物ものだ──。君の口くち癖ぐせだったと記き憶おくしていますが、とうとう改心して花を手た向むける気になりましたか』

『私の話は今は問題ではありません』一いつ瞬しゆんで答えが返ってくる。『私はあなたに聞いてるのです、アニル・ジュレ。去年までならいざ知らず、この状況であなたは本当にシティの外に出るつもりなのですか？』

『さて……今の私の立場はいささか危険ですからね。皆からも止められていますし、どうしたものかと』

『そうでしょうとも。……ええ、あなたがすでに出立の準備をしているというおかしな噂うわさを耳にしたのですが、あなたもそこまで愚おろかではないようですね』
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『それはどうも』円卓の中央に顔を向け、ディスプレイの向こうで話し続ける官かん僚りようを見上げ『しかし不ふ思し議ぎですね。君はまるで、私の心配をしているようだ』

『私が？　面おも白しろい冗談です』

　ルジュナが、静かに席を立つ。

　駆け寄ってくる兵士達を手で制し、最後にもう一度だけタッチパネルに触れ、

『ともかく、兄妹のよしみでもう一度だけ忠告して差し上げます。あなたは自分の立場という物をわきまえて、屋や敷しきで大人おとなしくしていなさい』

　捨てゼリフのようなメッセージが、アニルの視界に浮かんだ。

　ルジュナ・ジュレ執しつ政せい官かんは白い長衣の裾すそを翻ひるがえし、高い靴音を響ひびかせて議ぎ事じ堂どうの出口に向かって歩き出した。




　暴ぼう発はつする寸前の銃じゆうのような緊きん張ちようが解け、議事堂に一いつ瞬しゆんだけ静せい寂じやくが落ちた。

　執政官、警けい備び兵へい、ディスプレイの向こうの官かん僚りよう──この場にいるすべての者が内心で息を吐く音が、アニルには聞こえた気がした。

『……それで、妹どのは何と？』

　すぐ右どなりの席に座る別な執政官が、端末越しのメッセージで問う。『大したことは何も』と答えを返し、ルジュナとの会話記き録ろくを消去する。ルジュナ自身がどういうつもりかは知らないが、今のやりとりはよろしくない。彼女とアニルは今や敵同士なのだから、この会話記録は見る者が見れば「ルジュナが、自分が所属する魔ま法ほう士し派の執政官を裏切ってアニルに情報をリークしようとした」と取られかねない。

『彼女のことは問題ありません。ともかく今は、今日きようの午後の話です』通信回線を他ほかの五人の執政官に向けて開き『すべて予定通り行います。……私自身に多少の危険が及ぶとは思いますが、皆様にはくれぐれも軽率な行動を慎つつしまれますよう』

　円卓の中央では環かん境きよう局きよくの秘書官がようやく話を終え、食料局に発言権が移った。六人の執政官が誰だれ一人として耳を傾けない、何の意味もない質疑応答は延々と続く。

『……自分を囮おとりにして賢けん人じん会かい議ぎをつり上げる……。確たしかに納得はしたが、安心はできん。本当に敵は君の想定通りに動くのか？』

『ええ、メルボルンでの記録を見る限りでは。想定外の事態にも一応の備えはしてありますが、まず必要ないでしょう』

　今回のマザーコア交換を進めるにあたり、アニル達『推進派』は次のコアの候補がどこの誰なのかをいっさい公表していない。細心の注意を払った隠いん蔽ぺい工作の甲か斐いあってルジュナの属する『反対派』はその情報をつかんでいないらしく、それ故ゆえ、反対派の執政官たちは次の手を打ちあぐねている様よう子すがある。

　推進派の執政官はアニル自身も含めて、常に護ご衛えいを引き連れて民間のメディアの目がある場所で活動しているから、反対派も思い切った動きがとりにくい。

　その状況で、推進派のトップである自分が、わずかな護ご衛えいのみを連れて市民の目が届かないシティの外に出る。

　反対派はおそらく、これ幸いとばかりに賢けん人じん会かい議ぎを動かし、自分を拉ら致ちしてマザーコアに関する情報を引き出そうと試みてくる。

　少しの間、目を閉じ、脳内に映像記き憶おくを呼び出す。

　三ヶ月前に見た海かい賊ぞく放送。シティに対して宣戦を布告した少女達の姿を、頭の中に描く。

　……ここで問題になるのは、やはり、彼女達の打ち手プレイヤーとしての「格」ですね……

　全世界におけるマザーシステムの撤てつ廃ぱいを謳うたう組そ織しき、賢人会議。彼らがもしただの無む思し慮りよなテロ集団であるなら、彼らは反対派の言うがままに自分を襲おそい、拉致しようとするだろう。

　その場合、自分は相当に危険な状況にさらされることになる。

　──が、おそらく、その心配は杞き憂ゆうに終わる。

　リーダーを名乗る少女が優すぐれているのか、それともよほど優ゆう秀しゆうな参さん謀ぼう役やくでもいるのか。

　いずれにせよ、モスクワ軍との戦いの記き録ろくを見る限り、彼らは相当に使える。

『まずは一戦。賢人会議がどの程度の打ち手か計はかる良い機き会かいです。……それに』

『それに？』

　いえ、と小さく首を振り、タッチパネルを叩たたく。

　古い友人の写真を、立体映像ディスプレイの片かた隅すみに呼び出す。

　真しん紅くのジャケットに身を包み、真まっ赤かな髪を一ひと房ふさだけ青く染め、ふてくされたような顔でカメラを見返す青年の姿。

　飛行艦かん艇ていの修理工房を背景に並ぶ、青年とルジュナと自分、三人の顔。

　……少しだけ、心しん臓ぞうに軋きしむような疲労感。

　アニルはシートに深く身を沈め、つかの間、目を閉じた。

『事態が本格的に動く前に、一人、どうしても仲間に引き込んでおきたい男がいまして』
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　半透明な四角い枠わくいっぱいに描かれた横線三本のマンガ顔が、来客用の船室の中央にでかでかと表示された。

　百五十メートル級高速機動艦Hunter Pigeonの管制システムを司つかさどる疑ぎ似じ人格「ハリー」は、機械合成とは思えないやたらと抑よく揚ようの効いた声で二人の客をねぎらった。

『いやはや。それにしても、錬れんさまもフィアさまもようこそ本艦にお越しくださいました。短い間ですがどうぞごゆっくりおくつろぎくださいませ。……ええ、もう、前回のロンドンの一件ではとうとう船内にお招きする機会がなかったものですから。ヘイズから噂うわさを聞くにつけ、どんな方達なのかとお会いするのを楽しみにしていたのですよ』

　細い黒線で書かれた両目をにゅにゅっと曲げ、見事に「目め尻じりを下げた喜び顔」を表現する。ディスプレイの枠わくをひらっと揺ゆらし、お辞じ儀ぎでもするように真ん中から二つ折りになる。

「……えーっと……どうも」

「初めまして！　ファンメイさんからいっぱいお話聞いてます！」

　あまりの上じよう機き嫌げんっぷりに押されてちょっと身を引く錬れんとは正反対に、フィアはエメラルドグリーンの瞳ひとみを輝かがやかせ、わざわざ客用の椅い子すから立ち上がって深々とお辞儀する。

「よろしくお願ねがいしますね、ハリーさん」

『それはもう。ファンメイさまが船を下りられてからというもの、どうにも生活に華やかさが欠けてしまいまして。来る日も来る日もヘイズの相手というのは、実に退屈な物なのですよ』

　挨あい拶さつを終えて満足したのか、ハリーはしゅしゅしゅっと両手のひらぐらいのサイズに小さくなる。錬とフィアの頭上を飛び越えて船室の壁かべに張り付き、ディスプレイの角をちょいちょいと曲げて作りつけの食料品棚を示し、

『もしお腹なかがすいていらっしゃるようでしたら、飲み物、食べ物、一通りこちらに取りそろえてございます。残念ながら非常用のレトルトパックがほとんどですが、そちらのリンゴのジュースは合成いっさいなしの天然物ですからどうぞお試しを。……どうせヘイズが持っていても安酒に混ぜて妙なカクテルにしてしまうだけなのですから、お二人に飲んで頂いた方が作った方の苦労も報むくわれるというものです』

「え、いいの？　ほんとに？」

　思いがけない言葉に客用の椅子から腰を浮かす。本当は錬も「安酒に混ぜて妙なカクテルにする」方が好きなのだが、天然物の果汁ジュースがただで飲めるならもちろん贅ぜい沢たくなんて言わない。自分の席を立っていそいそと食料品棚に駆け寄り、完全真空密封のビンを取り上げたところではたと気付いて視線を横に向け、

「ヘイズ、これ、ほんとに飲んじゃっていいの？」

「……あー……もう、何でも好きにやってくれ……」

　部へ屋やの隅すみの机に顔の正面から突っ伏し、地の底から響ひびくような声で赤髪の男が呻うめく。大きなスチールの机には大小無数のディスプレイに映し出された借金の請せい求きゆう書しよがこれでもかというほど大量に浮かび、木もく目め調ちようの壁にはわざわざ本物の紙に五ケ国語で「節約！」と殴り書かれた巨大なポスターがでかでかと貼はり付けられている。

「……えーっと……」

　何となしに頬ほおをかき、フィアの方を振り返る。

　少女は困ったような顔でヘイズとハリーとこっちと、三人の顔を代わる代わるに見比べ、

「あの……錬さん、やっぱりお礼はちゃんと払った方が」

　ほんの一時間前に行われた報ほう酬しゆうの支払い交渉は、当然のように弥生やよいとヴィドの圧勝に終わった。ヘイズの必死の抵抗も空むなしくあれやこれやと理由をつけて食料品が減り、衣類が減り、機械部品が減り、終わってみれば錬れんが払う代価はヘイズが最初に示した額の半分になっていた。

　明細の最終確かく認にんを終えたヴィドは、良い仕事をした、とディスプレイの向こうの弥生やよいと手を叩たたいてうなずき合った。二人は子供達に「気をつけて」と何度も念を押し、心配そうに手を振ってフライヤーで飛び去っていった。

　錬とフィアはハリーの案内でこの船に乗り込み、通路の一番奥の客室に通された。二人の歓かん迎げいもそっちのけで自分の机に座り込んだヘイズは残された報ほう酬しゆうのリストと自分の借金の請せい求きゆう書しよを見比べてうんうんと難むずかしい顔で唸うなっていたのだが、しばらく前からとうとう動かなくなってしまった。

　こうなると、錬もさすがに心配になってくる。

「えっと……ヘイズ。いいよ？　ちゃんと報酬払っても。もともとそのつもりだったんだし」

「そ、そうですよ。ヘイズさんお金に困ってるんですから。ヴィドさんとおかあさんにはわたしがちゃんとお話しておきます」

『ああ、そんなに心配なさらなくても大丈夫ですよ』

　じとっとした三さん白ぱく眼がんで「節約！」の張り紙を見上げるヘイズの代わりに、ハリーが横線三本の笑い顔で答える。Hunter Pigeonの管制中ちゆう枢すうを司つかさどる疑ぎ似じ人格は錬とフィアの前に置かれた丸テーブルの上に『しゅんっ』というわざとらしい効果音と共に出現し、右上と右下の角を器用に曲げて自分の相あい棒ぼうを指し示し、

『報酬が減るのもタダ働きするのもヘイズにとってはいつものこと。今回は半額とはいえきちんとお支払い頂けるのですから、ずいぶんとマシな方ですよ、ええ』

「そうなんですか？」

「タダ働きって……大丈夫なの？　維持管理だけでもかなり大変でしょ、この船」

　思わず、二人で代わる代わるに声を上げてしまう。

　ハリーは『ご心配には及びません』と満面の笑え顔がおで答え、胸でも張るように立体映像ディスプレイの表面をぴんと反らし、

『本ほん艦かんの台所事情は、数年前から変わらず百パーセント赤字の危き機き的てき状況でございます』

「……そ、そうなんだ……」

　いろいろと言いたいことはあるが、突っ込むと何か怖そうなのでやめておく。背後でまだ別世界をさまよっているヘイズをちょっとだけ振り返り、慌てて視線を元に戻し、

「そ、それにしても知らなかったよ！　こんなところにこんな大きな地下トンネルがあったなんて。ねえ、フィア！」

「ほ、本当にそうですね！」

　わざとらしくはしゃいだ声を上げると、フィアも慌てたようにこくこくとうなずく。

『そうでしょうとも』ハリーはなぜだか得意そうにちょっと顔のサイズを大きくし『ここは百年以上も前に廃棄された、就航前の大型艦かん艇ていを運ぶための輸ゆ送そう通路。私と同サイズの艦艇がまだ飛んでいなかった遙はるか昔の話ですから、存在を知る者もほとんどおりません』

　テーブルの上に出現した別なディスプレイに、船の外の様よう子すが映し出される。カメラに取り付けられた小さなライトの明かりが真まっ暗くら闇やみの空間を丸く切り取り、船体表面すれすれを流れる強化コンクリートの壁へき面めんを照らし出す。

　北インド地方、地下五百メートル。ヒマラヤ山脈のふもとからまっすぐ南にのびる、直径百メートル近い半円形のトンネル。

　巨大なその入り口が雪原のど真ん中にいきなり現れたときには、さすがに錬れんも驚おどろいた。

「Hunter Pigeonがどこで修理やメンテナンスをしてるのかってときどき噂うわさになるけど、いっつもこうやってこっそり入港してたんだね……。有名人って大変だ」

『はい。軍に所属するFA-307やウィリアム・シェイクスピアならともかく、私どもには組そ織しきの後うしろ盾だてがありませんから。装甲板一枚張り替えるのも一苦労です』

　横線二本で描かれた両目をにゅにゅっと曲げ、ハリーは困ったような疲れたような何とも言えない顔をする。かと思ったら今度はその目を「おやっ？」というふうに持ち上げ、口の角度もちょっといじって驚き顔を表現する。何とも芸が細かい。

「何？　どうかした？」

『はい、少々お待ちを』ハリーは遠くを見るように横線の目をちょっと上に向け『……ヘイズ、いつまでも遊んでいないでお出迎えの準備を。サティさまが到着されました』

「サティ……さま？」

　初めて聞く名前に、フィアと顔を見合わせて首をかしげる。

　節約張り紙とにらめっこしていたヘイズは、突っ伏した体勢のまま「……はぁ？」とこっちに顔を向け、

「お見え、ってお前。町まではまだだろ。なんであのババァがここに来んだよ」

『それが、どうやらご自分の工房で待つのが面めん倒どうになったご様子で。フライヤーでそこまで』

　げんなりした顔で頭をかき、ヘイズが立ち上がる。

「ったく……なんでそう元気なんだあのババァは」

「ねえヘイズ、ハリー。その『サティ』って……」

　状況がよく飲み込めない。錬は説明を求めて椅い子すから腰を浮かしかけ、




「──相も変わらず失礼なヤツだね！　誰だれがババァだい！　誰が──！」




　ものすごい大声と共に、部屋の扉が開け放たれた。

「え、え？」

　唖あ然ぜんとして口を開ける錬に構わず、扉の向こうの人物はずかずかと部へ屋やに踏み込んできた。錬とヘイズの真ん中ぐらいの背せ丈たけに、深いしわが刻まれた褐かつ色しよくの肌。長い白髪をゴムできつくまとめただけのひっつめ髪に、油と金属粉をたっぷり吸い込んで元の色が想像すらできない厚手のつなぎの上下。

　様さま々ざまな工具がぶら下がった太いベルトに、右手には錬れんの二の腕ほどもある黒いスパナ。

　いかにも機き械かい職しよく人にんという風ふう体ていの老ろう婆ばはものすごい大股で部へ屋やを横切り、巨大なスパナを赤髪の男の鼻先に突きつけ、甲かん高だかい声をこれでもかというほど張り上げて、

「このクソガキが！　今日きようこそは年長者に対する礼れい儀ぎって物を叩き込んでやろうかね！」

「誰だれがガキだ！　何年前の思い出引きずってやがる、このババァ！」

　スパナの先を指先で払い、ヘイズが猛然と反はん撃げきする。サティという名前らしい老婆と激はげしくにらみ合い、その顔を勢いよく自分の船の管制システムに向け、

「おいハリー！」

『連絡を頂いたときにはすでに近くまでお越しでしたので、フライヤーごと格納庫にお入り頂きました』ハリーは澄すました顔で『どうせあと何分もしないうちに工房でお会いすることになっていたのですから。船内にお通ししても問題ないかと』

「ねえハリー……ハリーってば」

　半透明なディスプレイの角に手を近づけ、くいくいと引っ張る真ま似ねをする。『なにか？』と振り返るハリーにフィアと二人で顔を寄せ、わけもなく身をかがめて声を潜ひそめ、

「あの人、誰？」

「そうです。ヘイズさんのお知り合いなんですか？」

『はい、サティ・ジュレ様とおっしゃいます』ハリーはうなずくようにディスプレイの縁ふちをくいっと曲げ『このHunter Pigeonの修理、メンテナンス全般を請うけ負ってくださる工房の主あるじでして。大戦前の飛行艦かん艇ていの知ち識しきをお持ちの、今では世界でも数少ない貴重な技術者ですよ』

「あんまり年寄りを褒ほめるもんじゃないよ。照れるじゃないかい」

　自分の名前が聞こえたのか、サティという名の老婆がこっちに顔を向ける。まだケンカ腰のヘイズを一方的にほったらかしてやっぱり大股でこっちに歩み寄る。

『お久しぶりです。サティ様』

「こっちこそ久しぶりだよハリー。相変わらず良い男だね」

　さっきまでの剣けん幕まくはどこへやら、サティは口元に柔にゆう和わな笑えみを浮かべる。手にしたスパナで自分の肩を軽く叩たたき、テーブルに座ったままのこっちを見下ろして、

「で？　この子らはいったい何だい」

『ヘイズと私の友人です。今回は仕事の依頼を』

「仕事ぉ……？　こんなちびっ子どもが、よりによってあんたらに仕事かい？」

「そーだ！　聞いて驚おどろけ！」

　ほったらかされてちょっと寂しそうにしていたヘイズはここぞとばかりに胸を張り、立体映像ディスプレイの報ほう酬しゆう明細を老婆の前に突きつけ、

「これが今回の報ほう酬しゆうだ！　二年ぶりにまともな仕事だぞ！」

「はー……まともな仕事、ねぇ」

　サティはうさんくさそうに明細を受け取り、頭からざっと目を通す。

　と、立体映像の書類を繰くる手がぴたりと止まる。

　サティは、ヘイズとハリーとこっちと、三つの方向を順番に睨にらみ、

「……この明細、間違いないだろうね。ちゃんと確かく認にんしたのかい？」

「ったり前だろ！　てめぇんとこの借金なんざのしつけて返してやるから覚悟──」

　ぶんっ、と空気が唸うなる音を、部へ屋やにいる全員が聞いた。

　サティは大きく右手を振りかぶり、巨大スパナをヘイズの顔めがけて投げつけていた。
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「っ……！　こ、この、いきなり何しやが……」

　正面から投げつけられたスパナを最小限の首の動きでかわし、ついでに背中に回した手で空中につかみ取ってヘイズが叫ぶ。が、その声はすぐに尻しりすぼみになり、途と切ぎれてしまう。

　赤髪の男の前には、怒りに燃もえる目で仁に王おう立だちになる老ろう婆ばの姿。

　サティはごつごつした大きな手を伸ばし、ヘイズの頭をわしづかみにして自分の目の高さに無理やり引き倒し、

「このろくでなしがっ──！　子供に借金の肩代わりさせようってのはどういう了見だい！」

「いや待て落ち着けクソババァ！　仕事の依頼だっつってんだろ！」

「ふざけたこと言ってんじゃないよ！　こんなかわいい子たちが頼んでんだ。ちっとはまけてやるのが物の分かった大人おとなの道理ってもんじゃないのかい！」

「だから、もう十分まけてやったんだよ！　……おい、ドライバーやめろ、ドライバーはシャレになんねえって！　ハリー、見てねぇで助けろ！　ハリー──！」

　首根っこをつかまれたまま、ばたばたと手を振って助けを求めるヘイズ。

　が、ハリーは素知らぬ顔でこっちを向き、横線三本で見事な満面の笑えみを表現して、

『さて、錬れんさまもフィアさまも退屈されたのではありませんか？　よろしければ操そう縦じゆう室しつなどご案内しましょう』

「え……」

　あまりといえばあまりの発言に、フィアと顔を見合わせる。

「いいの？　助けなくて」

「そ、そうです！　サティさんにちゃんと説明しないと！」

『ああ、いつものことですから、お二人ともお気になさらず』ハリーは機き械かい合成とは思えないものすごく落ち着いた声で『あれで、ヘイズもけっこう楽しんでいるのですよ』

「え……で、でも、ヘイズさん口から泡……」

　ちょっぴり涙目のフィアが、助けを求めるようにこっちを見た。

　錬は引きつった笑え顔がおで視線を天てん井じように逸そらし、ヘイズの報ほう酬しゆうをもうちょっと上乗せしてあげようと心に決めた。




　爪つめの部分だけで十メートルはあろうかという金属のアームが全長百五十メートルの船体をがっちりつかみ、巨大な金属柱を組み合わせて作られた広大な空間の中央に固定した。

　表面走査用のレーザー光に照らされたHunter Pigeonの真しん紅くの外がい装そうを天井すれすれの作業通路から見下ろし、錬は思わず感かん嘆たんの息を吐いた。

「船の修理工房、見んの初めてか？」

　作業通路の手すりにもたれかかり、組んだ腕の上にあごを乗せる格かつ好こうでヘイズが問う。工作機械の発する熱ねつで暖められた工房の中でジャケットは暑いのか、今は黒シャツ一枚のラフな格好になっている。

「フライヤーの修理工場とかは見たことあるけどね。……こんな大きいのは初めて」

　高い手すりに両手で乗っかる格好で答えると、ヘイズは「そうかよ」と応じる。弾みをつけて手すりから身を起こし、細い通路の反対側の壁かべに背中を預け、

「とりあえず、今日きようはここでオレの知り合いに合流する。……ニューデリーの中にでかいツテのあるおっさんだからな。お前らをシティに入れるのも、まあ、なんとかなんだろ」

　うん、とうなずき、体のバランスを傾けて手すりの向こうに半分身を乗り出す。視線を下に向け、肉眼では捉とらえきれない遠くの様よう子すをＩ－ブレインで解かい析せきして映像化する。

　五百メートル四方はある広大なドックの端、作業機き械かいを工房のあちこちに移動させるための巨大なレールの前。

　金色の髪に大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女は興こう奮ふんに頬ほおを赤く染め、つなぎの上下を着た白髪の老ろう婆ばに向かってさかんに何かをまくし立てている。

「……楽しそーだな、あれ」

「フィアは珍しい物見るの大好きだからね。サティさんが困ってないといいんだけど」

「いや、あのババァはあれでけっこう世話好きだからな。かなり楽しんでると見た」

　こっちの姿に気付いたフィアが、にっこり笑って小さく手を振る。錬れんは右手をぶんぶん振ってそれに答え、片手だけで体重を支えきれずにちょっとバランスを崩す。

「わ──！」

　手すりの反対側までぐるんと逆さかさまになったところで、なんとか体勢を立て直す。びっくりした様よう子すで目を丸くするフィアに「大丈夫だよ」というふうに笑い、体を戻そうとしたところで、それに気付く。

　中空になった作業通路の下、床ゆかの裏側のちょうど陰になった場所。

　金属柱の継つぎ目めに、小さな写真が一枚、ひっそりと揺ゆれていた。

「あれ……？　これ」

　今度こそバランスを崩さないように気をつけて、片手で体重を支えてもう片方の手を伸ばす。情報制せい御ぎよを使って重力を書き換えればこんなことをしなくても良いのだが、ここまで来たら魔ま法ほうに頼るのはちょっと格かつ好こう悪い。

　伸ばした指先に写真を引っかけ、鉄てつ棒ぼうの要領で一気に身を起こして作業通路に着地する。

「なにやってんだ、おま……」

　呆あきれたように「お前」と言いかけたヘイズが、写真に気付いてわずかに目を見開く。

「これ、そこの継ぎ目に引っかかってたんだけど」

　ズボンに付いたほこりを払い、古ぼけた写真を両手で広げる。

　どこかの家のリビングらしい部へ屋やを背景に、写っているのは四人。

　中央にはどこかで見たような機械職しよく人にんらしい女性と、同おない年くらいの軍服を着た男。それを左右から挟むように、二十歳そこそこの青年と、それより少し若い女の人。

「この真ん中の人って、ひょっとしてサティさん？」

「だな……。この感じだと十年以上は前か」

「じゃ、周りの人たちはサティさんの家族だね？」

「ああ。つっても、その真ん中に写ってるババァの旦だん那なは大戦終わってすぐに死んじまったらしいから、オレも直接会ったことはねぇ」

「……そっか」何となく神妙な気分で写真を見つめ「この左と右の人はサティさんの子供？」

　ヘイズは「まあな」とうなずき、写真の中の人物を指さして、

「兄貴の方がアニルで、妹がルジュナ。その写真だと若そうだけど、本物はどっちも余裕で三十超えてるはずだ」

　なるほど、と錬れんははうなずき、あ、と気付いて、

「ひょっとして、ヘイズが言ってた『シティの中のツテ』って」

「どっちも知り合いだけど、とりあえずはこっちの兄貴の方だな」ヘイズはアニルと呼ばれた男の顔を指で弾はじき「連絡はしといたから、今日きよう中じゆうにはこの町に来るはずだ」

　ふーん、と錬は写真を目の前に掲げ、嫌いやなことに気付いてちょっと身構え、

「……えっと、ってことはひょっとしてこの人、ニューデリーの政府高官だったり、自じ治ち軍ぐんの将校だったりするわけ？」

「ま、そんなとこだ」ヘイズはうなずき、ああ、と笑って「つっても、そいつがいる派は閥ばつは魔ま法ほう士し擁よう護ご派はの方。マザーコアにも反対してっから、心配すんな」

「あ、そうなんだ」

　良かった、と息を吐き、体の力を抜く。いくら協力してくれると言っても、マザーコアを作ろうとしている人のところにフィアを連れてはいけない。

　写真の中の男をじっと見つめ、もうちょっといろいろ聞いてみようと口を開きかけ、

　とたんに、通路の向こうの階段から、ものすごい足音が響ひびく。

「錬さん！　すごいんですよ、ここ！　大きな機き械かいがいっぱいあって、演算機関もすごく大きくて。何百メートルもある船の修理するのに、全部サティさんが一人で動かしてるんです！」

　スカートを翻ひるがえして駆け寄って来るなり、フィアは興こう奮ふんした様よう子すでまくし立てる。続いて階段を上って来たサティは「まったく、元気な子だよ」とスパナで自分の肩を叩たたき、

「ん……？」

　錬が手にした写真に気付き、わずかに眉まゆをひそめる。

「あ……」とっさに写真を背中に隠し「えっと、ごめんなさい」

「……なに、かまやしないさ。そんなもんの一枚や二枚」サティは静かに首を振り「ヘイズ、船の修理の段取り、とっとと決めちまおうかね」

「そーだな」

　ヘイズがうなずき、ひとつ指を鳴らす。

　錬の手から写真を取り上げ、指先に挟んでひらひら揺ゆらし、

「ってことなんだけどよ……。お前ら、ちょっと町でも見てきたらどうだ？　どうせ本格的に動くのは明日あしたからだしな。いい息抜きになんだろ」




　　　　††††††††††††††




　それじゃあ、と元気に手を振って、黒髪の少年と金髪の少女は工房を飛び出していった。

　ヘイズは作業通路の上からそれを見送り、小さく息を吐いた。

「……家族で写ってる写真は、全部処分したんじゃなかったのかよ」

「最後の一枚さ。よく見つけたもんだ」

　未練だねぇ、と呟つぶやき、サティはヘイズの手から写真を取る。無造作につかんだ写真を見もせずに握りつぶそうとし、思い直したのかその手を止めて、つなぎのポケットにねじ込む。

「燃もやしちまおうと何度も思ったんだがね……。年かね、あたしも」

「お、とうとう認めやがったなクソババァ」重い空気を払いのけようと、冗談めかして「いい加減老ふけたところで、とっとと楽らく隠いん居きよでも決め込んじまったらどうだ？　アニルとルジュナからも誘われてんだろ」

「毎月毎月、懲こりもせずに手紙が来るよ。シティの市民権と家を用意したから引っ越してこいってね」サティはくたびれたように笑い「とんだバカどもだよ。あたしがシティに住むわけがないってのが、なんで分かんないのかねぇ」

　淡たん々たんとしたその物言いに、ヘイズは口にしかけた言葉を飲み込む。

　ずいぶん前にアニルから聞かされて、ヘイズも知っている。

　シティ・ニューデリーの軍人でＩ－ブレイン埋め込み型の後天性魔ま法ほう士しだったサティの夫は、自分の故郷を守るためにマザーコアとして死んだと。

「馬ば鹿かだよ。他人のために働いて、働いて、働いて。それで残ったのがあのバカでかいシティと、骨も埋まってない空からっぽの墓一つぽっちなんて、お笑いじゃないか」

「ババァ……」

「それでシティから逃げ出したら、今度は息子と娘さ」サティはポケットからタバコを取り出し、火をつけて一服ふかし「何をとち狂ったのか二人そろって執しつ政せい官かんさまなんぞになって、父親と同じように他人のために働いて。それで今度は他人のために兄妹でケンカして、敵味方に分かれてどっちが良いの悪いの……」

　大して美う味まくもなさそうに煙を吐き、空あいた片手で携けい帯たい端末を取り出してHunter Pigeonの見取り図を呼び出し、

「どいつもこいつも、大バカ者だよ」

「ケンカ？」ヘイズは眉まゆをひそめ「ケンカって、あの万年仲良し兄妹がか？　なんでそんな」

「おや、知らなかったのかい？」

　サティは作業通路の手すりに背中をあずけ、天てん井じようによどんだタバコの煙を見上げ、

「うちの馬鹿息子はね、妹も仲間もみんな裏切って、今じゃニューデリーのマザーコア推進派の親玉だよ」

「は……？」

　言葉が頭の中に染み込むのに、少し時間がかかる。

　ヘイズはぽかんと口を開け、言葉を頭の中で反はん芻すうし、いきなり目を見開いて、

「ま、待った！　ちょっと待った！　そりゃ話が違う、ってーかどういうことだよそりゃ！　アニルだぞ？　アニル！　魔ま法ほう士しを殺さねぇ世界を作るんだってあんだけ必死だったヤツが、なんだってそんないきなり──」

「あたしゃ知らないよ。自分で聞いたらどうだい」

　淡たん々たんとした声が、ヘイズの言葉を遮さえぎる。

　サティは吸いさしのタバコを床ゆかに落としてかかとで踏みつぶし、携帯端末のタッチパネルを無表情に叩たたき、

「あんたの予定通り、あの子は今日きようこの町に来る。待ち合わせの場所は聞いといてやったから、行くんなら一人で勝手に行きな。……言っとくけど、うちには絶対連れてくるんじゃないよ。あたしゃ、あの子にもルジュナにもこの家の敷しき居いをまたがせる気はないからね」




　　　　††††††††††††††




　細く長い階段を延々と上り、地上に面した通りに出る。小さな家が数軒並んだだけの通りは何メートルも行かないうちに途と切ぎれていくつかの階段に通じ、それぞれの階段の先にはまた別な地下空間が広がる。

　幾つもの広い地下空間をわずかな地上部分がつなぐ、不ふ思し議ぎな構造の町。

　迷路のように入り組んだその通りを、フィアの手を引いて歩く。

「なんだか、ずいぶん不思議な町ですね。錬れんさん」

　広い地下のホールをぐるりと見回し、感心したようにフィアがため息を吐つく。新たな階段を下りきった先には五十メートルあまりの四角い空間が広がり、四方の壁かべには町のあちこちに通じる階段に混ざって、様さま々ざまな機き械かいの工房が軒のきを連ねている。

　それぞれの工房が自分用の広い作業空間を好き勝手に地下に設け、その隙すき間まを使って後から通りが造られた──そんなふうにして生まれたのだろうと、容易に想像できる町。

　サティの工房を飛び出してから、ずいぶん長い距きよ離りを歩いた気がする。

「フィア、大丈夫？　退屈してない？」

「え？　退屈、ですか？」

　少女は小さく首をかしげ、心から不思議そうに問う。そういえばフィアはさっきから、新しい工房を見つけるたびに「うわぁ！　あれ、あれなんですか？」と瞳ひとみを輝かがやかせている。

　錬たちと暮らし始めてそろそろ一年。少しずつこの世界にも慣れてきたとはいえ、フィアはまだそんなにたくさんの町に行ったことあるわけではない。少女にしてみればこの町は、見る物すべてが初めてづくしで気を抜く暇ひまなど無いのだろう。

　が、正直言って、錬は退屈した。

　確たしかに自分も機械工房にそれほどなじみがあるわけでないが、似たような門構えで中で何をやっているかよく分からない工房が二十軒も三十軒も続けばさすがに疲れてくる。

「何か、もっとこう、ないのかなぁ」

「……え？　何か言いました？」

「な、なんでもないよ！」

　作り笑いでぶんぶんと首を振り、適当な階段を見つけて先に上っていく。「同どう調ちよう能力」という特殊なＩ－ブレインを持つフィアは簡かん単たんに人の心を読むことができるのだが、最近はその力の使用を控えてくれているようで、こういうときは助かる。

　細く曲がりくねった階段を上り切り、大して期待もせずに陰から顔を突き出し、

「あ……」

　予想外の光景に息を呑のむ。

　遅れて上ってきたフィアも「なんですか？」と顔を突き出し、あっ、と身をすくませて、

「……お墓はか、ですか？」

「みたいだね」

　うなずき、こわごわと足を踏み出す。階段の先は芝しば生ふが敷しき詰められた薄うす暗ぐらい庭のような空間になっていて、形も大きさも材質もまちまちの墓ぼ標ひようが並んでいる。周囲には街灯がいくつか取り付けられているが、どれも手入れが行き届いていないらしく光が弱い。ほとんどの墓は訪れる者もいないのか薄汚れてしまっていて、花が手た向むけられている様よう子すもない。

「錬れんさん、あれ……」

　耳元で少女の声。フィアが指さす方向に顔を向け、あ、と呟つぶやく。

　コンクリートの塀へいに四角く切り取られた墓地の片かた隅すみ、よく手入れされた石造りの墓標の前。

　ゆったりとした白い装しよう束ぞくに、珍しく四角い眼鏡めがねをかけた男が、一人、静かに佇たたずんでいた。

「ちゃんとお墓参りに来る人もいるんだね」

「ご家族の方でしょうか……」

「たぶん、ね」

　と言いつつ、男の姿を遠目にじっと見つめる。その顔をどこかで見たことがあったような気がして、んー、と内心で首をかしげる。

「……どうかしましたか？」

「や、あの人の顔、どこかで」と言いかけて思い出し「……そっか。写真だ」

「写真？」

「うん、サティさんとこで見つけた写真。確たしか、アニルさんって名前の……」

　そこまで言って、自分の声がうっかり大きくなっているのに気付く。

　逃げる間もなく、こっちを振り返る男とばっちり視線が合ってしまう。

「えーっと……」

　フィアと顔を見合わせ、二人で男に向き直り、とりあえず笑って誤ご魔ま化かしてみる。

　男は軽く頭を下げ、どなたですか？　というふうに穏おだやかに微笑ほほえんだ。




「……いや、驚おどろきました。ヘイズ君のご友人でしたか」

　対流する空気の流れがかすかな風を生み、墓ぼ地ちを覆おおう草花の群れをざわめかせた。

　錬れんはフィアと並んで墓地の片隅のベンチに腰掛け、同じように隣となりに座る男の顔を見上げた。

「はい。……えーっと、僕が錬で、こっちがフィアです」

「あの、よろしくお願ねがいします」

　男は「そうですか」と穏やかに笑い、優ゆう雅がな所しよ作さで頭を下げる。フィアがそれに倣ならうように礼をし、慌てて錬もお辞じ儀ぎする。どうにも、こういうのは苦にが手てだ。アニルという名のこの男は話し方から何気ない動作まですべてがびっくりするぐらい丁てい寧ねいで、それに付き合っていると何だか背中のあたりがむずがゆくなってしまう。

「ああ、どうかそんなに硬くならずに。楽にしていただいてけっこうですよ」

「え？　あ、はい」笑いを含んだアニルの言葉にぎこちなくうなずき、深呼吸して「えっと……ヘイズとは昔からの知り合い、なの？」

　まだちょっと、しゃべり方がぎこちなくなってしまう。

　アニルは「そうですよ」とくすくす笑い、

「もう七……八年になりますか。ヘイズ君がまだ君ぐらいの年の頃ころからです」遠くを見るように少し視線を上に向け「今日きようも彼に呼ばれてここまで来たのですが……まさか、ヘイズ君の言っていた『客』というのがあなた達のような小さい方とは」

　穏やかな笑え顔がおのまま、こっちを見下ろす。

　錬もつられて自然に笑顔になり、

「ヘイズには、あなたがシティに入る手伝いをしてくれるって聞いてる」アニルの白い装しよう束ぞくに視線を巡めぐらせ「すごく偉い人っぽい服だけど……やっぱり自じ治ち政府の高官とかなの？」

　自治政府、という言葉に、隣となりで聞いているフィアが少し身を固くする。

　アニルは「さて」と少しだけ首を傾け、

「そんなに偉い立場というわけでもありません。……ある程度の政策決定に携たずさわることはできますが、一人でシティを動かしているわけでもありませんし」

「そうなんだ」何だか不ふ思し議ぎな物言いにとりあえずうなずき、こっそり少女の手を握り「えっと、ヘイズに聞いたんだけど、ニューデリーの『魔ま法ほう士し優ゆう遇ぐう政策』とかの仕事もしてるんだよね？　いろんな人が噂うわさしてるよ。ニューデリーは世界で一番、魔法士に優やさしい街だって」

　フィアの方を振り返り、安心させようと笑ってみせる。

　と。

「……まあ、その通りではあるのですが」アニルはなぜだか苦笑めいた声で「世の中、なかなか難むずかしい物でして」

「……どういう意味？」

　視線を戻し、男の顔をまじまじと見つめる。

　アニルは目を閉じ、少し考えるそぶりを見せ、

「お二人とも、この町の様よう子すはご覧らんになりましたか？」

「え？」

　よく分からない質問。フィアと顔を見合わせ、交互に答える。

「はい、一応は」

「あちこち見て回りました。とっても良い町だと思いますけど……」

「大きい町でしょう」アニルは目を閉じたまま「人口は大したことがないのですが、何しろ機き械かい工房が三十以上ありますので、工作機械の数と規き模ぼの桁けたが違う。……普通の地ち熱ねつ発電プラントなど使っていたのでは、これだけのエネルギー消費をまかなうことはできません」

　目を開け、二人の顔を見つめて、

「いったいこれだけのエネルギー、どうやってまかなっていると思いますか？」

「あ……」ピンと来た。「シティの電力を盗んでる……ってこと？」

「正解です。もっとも、シティはこの町の存在を知っていて容認しているのですから、盗むという表現は適切ではないかもしれません」アニルは小さく笑い「同じようにシティを宿やどり木ぎにして動いている町がこの近辺にだいたい二百。……仮にシティが機能停止することになれば、真っ先に滅びるのはそういう町でしょう」

「だから……何？」

　無む意い識しきに、フィアをかばうように体が動く。背中で、少女が身を縮ちぢこまらせるのが分かる。

　マザーシステム、という言葉をとっさに口に仕掛け、落ち着け、と自分に言い聞かせる。

　自分とフィアの素す性じようが知れないように、頭の中で言葉を選び、

「シティが魔ま法ほう士しの脳で動いてるって話なら、僕も知ってる。情報制せい御ぎよで永久機関を作ってシティを動かしてるって。……ニューデリーでもやっぱりそういうことをするの？　都合が悪くなったら、他ほかのシティと同じように魔法士を道具扱いするの？」

「さて、そう睨にらまれると困ってしまうのですが」アニルは本当に困った顔でやっぱり笑い「ただ、もし本当にシティの機能が低下してしまったとして、それによって生まれる不都合はみんなが平等に被こうむるわけではないということですよ」

　淡たん々たんと呟つぶやくアニルの顔を、錬れんはじっと見上げる。

　目の前の男に対する警けい戒かい心しんが膨ふくらんでいくのと同じ勢いで、きちんと話を聞かなければならないという思いが大きくなっていく。

「人が多く集まって生きている限り、どこにでも、どんな状況でも、立場の弱い人は必ず生まれます」アニルは視線を吹雪ふぶきの空に向け「たとえばシティの機能が衰おとろえて、それで生まれる不都合をすべての者が平等に分配できるのならそれもいいでしょう。……けれど、おそらくそうはなりません。最初はあの町、次はその町──シティという本体の機き能のうを維持するために、そこに寄生している多くの町がまず真っ先に切り捨てられる。この町も、まず間違いなく滅びることでしょう」

「それは！　だから、あなたみたいな人が上う手まくやれば！」

「……なかなか、そう上手くはいかない物でして」

　小さく息を吐き、アニルは視線をこっちに落とす。

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが、柔らかく二人を見つめる。

「みんなが少しずつ不都合を受ける、という選択は、『不都合を受けても生きていける』という前提があって初めて成り立ちます。その場の全員がこれ以上何かを削ったら死ぬしかない、という状態なら、誰だれが死ぬかを選ばなければならない。……本当に誰かを殺さなければならないのか、全員が少しずつ何かを捨てれば何とかなるのではないか。それを見極めるのが私のような立場の者の役割なのですが……」

　政治とは本当に難むずかしいです、と、アニルが笑う。

　錬れんはフィアの手を強く握りしめ、何とか一言言い返してやろうと口を開きかけ、

「──申もうし訳わけないが、演説はそのぐらいにしておいて頂こう」

　凛りんと張りつめた少女の声が、響ひびいた。




　振り返った頭上を横切って、黒い影かげが飛ひ翔しようした。

　錬はとっさにとなりに座るフィアを両手でかばい、影の行く先を視線で追った。

　黒い影は墓ぼ地ちを囲むコンクリート壁かべの上に着地し、ゆっくりと立ち上がった。わずかな街灯の明かりが闇やみを照らし、悠ゆう然ぜんと佇たたずむその姿を照らし出した。

　黒い外がい套とう、黒いドレス、両手を覆おおう黒い長手袋、頭の両側でツインテールに編あまれた腰まで届く長い黒髪。

　黒ずくめの装しよう束ぞくとコントラストを成なすように白い肌と、鋭するどく尖とがった黒い瞳。

　錬よりはいくらか年上ぐらいの、どこかで見た覚えのある少女。

「お初にお目にかかる。ニューデリー自じ治ち政府代表、主席執しつ政せい官かんアニル・ジュレ殿どの」

　少女の唇がゆっくりと言葉を紡つむぐ。

　その瞳がすっ、と横に動き、視線の端でこっちを見下ろす。

「そこの二人。……何者かは知らないが、貴方あなた達に用はない。すぐにこの場を立ち去れ」

「そうです」

　不意打ちのように、背後から別な声。とっさに振り返った墓地の向こう側の階段からもう一人、別な何者かが姿を現す。ミラーシェードで顔を隠した銀髪の少年。こちらは白一色に染め上げられたどこのシティの物とも違うデザインの軍服に身を包み、短めの剣を二振り、無造作に両手に提さげている。

「早く逃げてください。今から、ここは戦場になります」

「あ……」

　頭の中で、記き憶おくの線が繋つながる。

　三ヶ月前のあの日、メルボルンの近くで見たあの放送。

　ディスプレイの向こうで真ま昼ひると一いつ緒しよに映っていた、あの──

「ようやくのお越しですか」

　アニルが、ゆったりとベンチから立ち上がる。

　白しろ装しよう束ぞくの乱れを丁てい寧ねいに整え、眼鏡めがねのフレームを人差し指で押し上げ、

「無意味な問いではありますが、作法としてお聞きしましょう。……何者ですか」

「答えよう」

　問われた少女の口元が、笑えみの形につり上がる。

　黒い外がい套とうの裾すそがはためき、両手に一本ずつ出現した投とう擲てきナイフが剣けん呑のんな光を放ち、




「──賢人会議Seer's Guild──」




　透き通るような声が、告げた。

　黒髪の少女と銀髪の少年が、コンマ一秒の狂いもなく同時に地を蹴けった。







　　　第三章　かくて子らは邂かい逅こうす　～Duel Scape～







　通路の壁かべに偽ぎ装そうされた会かい議ぎ室しつの白い扉が、音もなく左右にスライドした。

　ルジュナ・ジュレはゆっくりと室内に足を踏み入れ、長衣の裾をつまんで優ゆう雅がに一礼した。

「失礼を。少し遅れてしまいました」

「問題ない。定刻通りだルジュナ執しつ政せい官かん」

　薄うす暗ぐらい会議室の中央に円形に配置された六つの白い椅い子す。その一番奥に座る女が一つ残った空席をルジュナに示す。小さく頭を下げて椅子に歩み寄り、ゆったりと腰を下ろす。

　背後の扉が開いたときと同じように音も無く閉ざされ、会議室が闇やみに沈む。

　六人の執政官が見上げるその中心に、半透明の立体映像ディスプレイが出現する。

「状況は？」

「たった今、接触した。間もなく映像が出る」

　呟つぶやくようなルジュナの問いに、向かいに座る別な男が答える。ディスプレイを構成する光が三次元的に広がり、六人の頭上に大きな町の立体図を映し出す。地下部分と地上部分が階段で複雑に接続された、ルジュナにとっては見慣れた町。歪いびつな長方形を成なす町の一番外はずれに、小さな墓ぼ碑ひが雑然と立ち並ぶ墓地が広がる。

　墓地の中央の赤い光点は、ルジュナの兄、アニルを。

　それを挟むように前後一つずつ表示された青い点は、賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し二人を表している。

「まるで決けつ闘とうだな。前時代的な」

「仕方がありますまい。……お気に召さないのなら、あなたの子飼いの陸軍部隊でも投入なさいますか？」

「悪い冗談を」

　ルジュナの左手に座る二人の執しつ政せい官かんが、顔を寄せて囁ささやき合う。会話は他ほかの執政官にも聞こえたらしく、疲労感に似た空気が一同の間に流れる。

　ここにいるのはマザーコアに反対する魔法士の執政官たち。アニル・ジュレはほんの数ヶ月前までの彼らの仲間であり、派は閥ばつの中心人物だった指し導どう者しや。

　ルジュナの目に映る他の五人の執政官は、いずれも、複雑そうな表情でディスプレイを見上げていた。

　とはいえ、彼らが自分達の息のかかった軍を動かさずに『賢人会議』などというテロリストに状況を委ゆだねているのは、もちろんそんな感傷的な理由からではない。例えばこれが民間人や他シティの魔法士を捕らえるため、というのであれば強権を発動して軍に出動を命じることも可能だろうが、執政官を襲おそわせるとなれば万人が納得する理由が必要になる。

　一般の兵士たちは、執政院の内紛も、マザーコア交換計画の存在も知らない。

　彼らを意のままに動かすには、執政院の残り半分である推進派の執政官達を黙だまらせる必要がある。

　ルジュナを除いた五人の執政官はみな大戦を生き抜いた将校であり、軍の後うしろ盾だてで執政官の地位についた者ばかりだ。が、だからと言って兵士のすべてが彼らの意のままに動くわけではない。逆に、この場に居いない通常人の執政官たちはほとんどが官かん僚りようの出身だが、彼らの中にも軍にパイプを持つ者は当然いる。

　強引な動きは自じ治ち軍ぐんの内部に対立を生むことになり、それはニューデリーに対する介入の機き会かいをうかがっている他の五つのシティを利することを意味する。

　どんな手段を使っても最終的にマザーコアの交換を阻そ止しできればそれでよい、というような単純な問題ではない。

　アニル・ジュレを襲い、これを拉ら致ちするのは、あくまでも『シティ・ニューデリーとは関かかわりのない正体不明の何者か』で無ければならない。

「……さて、状況の設定は完了したぞ」

　ルジュナの右手に座る初老の執政官が重々しい声で告げる。白い髭ひげを蓄たくわえたその顔が部へ屋やの隅すみを振り返るのに合わせて、他の五人の視線も同じ方向に集中する。

「ここからは、そちらの手並みを見せてもらう番だが」

「──承知しています」

　携けい帯たい端末のディスプレイが放つほのかな明かりに照らされた会かい議ぎ室しつの一番奥。数十台の計器が雑然と積つみ上げられた、作業机の向こう。

　手元の画面から顔を上げ、黒髪の青年が柔らかく笑う。

「どうぞご心配なく。作戦予定時間は五分。すべて迅じん速そくに片づけてご覧らんに入れます」

「心強い言葉ですね」と、思わずルジュナは口を挟む。「ですが、相手はあの『将棋指しチエスプレイヤー』アニル・ジュレですよ？　すでに向こうの子飼いの空軍一個師団、それにマサチューセッツとモスクワのエージェントも動き出したと報告を受けています。少し楽らつ観かんしすぎなのではありませんか？　……その……」

　青年の名をまだ聞いていないことを思い出し、口ごもる。

「天あま樹ぎ真ま昼ひるです、閣かつ下か」賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼう役やくを名乗る青年は、闇やみの中で薄うすい笑えみを浮かべ「問題ありません。あそこにいるのは、我われ々われの組そ織しきの中でも最強の魔ま法ほう士し二人です。……お見せしますよ、賢人会議の力を」

　そう言った青年の指がタッチパネルを滑すべり、部へ屋やの中央に浮かぶディスプレイの映像が切り替わる。

　ルジュナにとっては見慣れた町の、荒れた墓ぼ地ちの光景が六人の執しつ政せい官かんの頭上に大写しになる。

　白い長衣をたなびかせ、ゆっくりとベンチから立ち上がる主席執政官、アニル・ジュレ。

　それを墓地の両端から狙ねらう格かつ好こうで構える、賢人会議の二人の魔法士。

　そして──

「……何者だ？　あれは」

　六人の執政官の視線が、ディスプレイの片かた隅すみに映る黒髪の少年と金髪の少女に集中した。

　賢人会議の参さん謀ぼうが、あれ？　と小さく声を上げた。
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　墓地を吹き抜ける冷たい風が、黒い外がい套とうの裾すそをはためかせた。

　サクラはコンクリート壁かべの上で静かに身構え、五十メートル先に悠ゆう然ぜんとたたずむ白しろ装しよう束ぞくの男を見下ろした。

『──今回の作戦はあくまでも誘ゆう拐かいが目的、それも、相手はちょっと前までこっち側の陣営のリーダーだった人だからね。殺すのは厳げん禁きん。大ケガをさせるのもダメ。分かってるよね』

　作戦の直前に真昼に聞かされた言葉を思い出し、唇をかむ。

　賢人会議にとって最重要の協力者である黒髪の青年はサクラとディーを目の前に並べ、いつも通りの邪じや気きのない口く調ちようであっさりと言ってのけた。

『いい？　うっかり殺しちゃいました、なんてことになったらマザーコアの情報も手に入らないし、反マザーシステム派の執しつ政せい官かん達との協力もやりづらくなる。もちろん、お付きの護ご衛えいの人達も賢けん人じん会かい議ぎとニューデリーの同盟ができたときには僕らの戦力になってくれるんだから、この人達も絶対に殺しちゃダメ。……あと、味方側の執政官にもまだ僕らの戦力を全部見せたくないから、出しゆつ撃げきするのはサクラとディーの二人だけでセラの力は内ない緒しよ。サクラは合成系の能力使うの禁止、ディーも同時起動とか「万象の剣」とかは使っちゃだめ……できるよね？』

　……気楽に言ってくれる……

　緊きん迫ぱく感かんの欠片かけらもない青年の顔を思い出し、とたんに無む性しように腹が立ってくる。ため息一つでその感情を追い出し、両手に一本ずつ構えたナイフを強く握り直す。できるだけケガをさせないように、となれば電磁場加速の『銃じゆう身しん』は使えないし、『魔ま弾だんの射しや手しゆ』などもってのほか。このナイフは近接武器として使い、何か他ほかの手段で目標の体を拘こう束そくしてノイズメイカーを埋め込まなければならない。

　……まったく、面めん倒どうな……

　とはいえ、相手はたかが炎使いが一人。大戦の英雄だという話は聞いているが、その名声のほとんどは作戦指揮官として得た物で魔法士としての能力は十人並みだという話だから、この状況では恐れるほどのこともない。

　護衛の兵士たちの配置はすでに確かく認にんしている。執政官の墓はか参まいりに気でも遣つかったのか、彼らが警けい備びしているのはいずれもこの墓ぼ地ちに通じる通路の少し離はなれた場所。作戦の障害になりそうな幾人かはすでに気絶させてあるから、最も近い者がここにたどり着くまででも十五秒はかかる。

　……行くぞ。

　墓地の反対側で構えるディーと目配せを交し合い、倒れ込むように足下の壁かべから飛び降り、

（呼Call：運動係数制せい御ぎよ・『運動加速』）

　ブーツに包まれたつま先が柔らかな芝生しばふを捉とらえる感触。

　五倍加速で地を蹴けった体は、立ち並ぶ墓標の隙すき間まをすり抜けて滑すべるように疾しつ走そうを開始する。

（文書text：一般処理・『高密度情報制御感知』）

　アニル・ジュレがゆっくりとこちらに向き直り、白しろ装しよう束ぞくの右手を目の前に掲げる。その周囲に十数個の空気結晶の弾丸が現れると同時に、サクラのＩ－ブレインにメッセージ。情報制御によって加速された視界の先、白装束の執政官を挟んだ墓地の反対側で、半透明な球形の揺ゆらぎに包まれたディーの体が残像すら描くことなく瞬しゆん時じにかき消える。

　自己領域──物理法則の三大基き礎そ定数「光速度」「プランク定数」「万有引力定数」に干かん渉しようすることで自らの周囲に『自分にとって都合が良い物理定数』が支配する空間を生み出し、亜光速による移動を可能とする騎き士しの必殺の能力。

　五十メートル近い距きよ離りを渡ったディーの体はサクラが次の一歩を踏み出そうと足に力を込めるそのわずかな間にアニル・ジュレの背後に近接。逆手に構えた右の騎士剣『陽よう』の刃やいばではなく柄つかの部分を、目標の無防備な首筋めがけて叩たたき込み──

「……え……？」

　驚おどろいたようなディーの声と、鈍にぶい金属音が同時にあった。

　弧こを描いて振り下ろされた騎き士し剣けんの柄は、なぜか、傍かたわらの墓標から突き出した石いし塊くれの腕に受け止められていた。

　……なんだ！

　驚きに一いつ瞬しゆん、目を見開く。太さ数十センチもある石の腕はその身を大きく左から右に振り払い、弾はじき飛ばされる格かつ好こうになったディーは大きく跳ちよう躍やくして遙はるか後方の別な墓標の上に着地する。

　瞬間、我われに返ったように身構えるディーの足下で地鳴りのような響ひびき。

　転げるように再度跳躍する銀髪の少年の足下で、一瞬前までその身を支えていた墓標が土台になる地面ごと融とけるようにその姿を変え、今度は数メートルの巨大な腕を形成する。

　空中で反転する姿勢のまま、驚きよう愕がくの瞳ひとみをこっちに向けるディー。

　サクラはそれにうなずき、視線を素す早ばやく左右に巡めぐらせる。

　……他ほかに人形使いが……？

　物質を生物化させて操そう作さするのは人形使いの能力。ならば、それは炎使いであるアニル・ジュレの攻こう撃げきではあり得ない。少なくとももう一人、別の魔ま法ほう士しが──

（警告Alert：一般処理・『攻撃感知』）

　脳内に唐とう突とつな警けい告こく。自分が無む意い識しきに歩ほ調ちようを弱めてしまっているのに気づき、とっさに体を大きく左に傾け墓ぼ石せきの陰に飛び込む。一瞬遅れて耳元に鋭するどい風切り音。正せい確かくに両目と心しん臓ぞうを狙ねらった氷の銃じゆう弾だんの狙そ撃げきが目標を外はずれて地面に食い込む音を意識の端に聞き、さらに後方に退しりぞいて数メートルの距きよ離りを稼かせぐ。

　墓地を囲むコンクリート壁かべの上に崩れた体勢のまま着地し、追撃に備えて身構える。

　が、氷弾を放った当の本人であるアニル・ジュレは、新たな攻撃を構えるでも逃げるでもなくただ驚おどろいたような顔をするばかり。

　眼鏡めがねの奥に隠された黒い瞳がゆっくりと左の方に動き、薄うすい唇が「……君は」と声を形作る。

　つられるように、サクラとディーもそちらを向く。

　三人の視線が向かう先、白しろ装しよう束ぞくの執しつ政せい官かんからは少し離はなれた、墓地の外がい壁へきのすぐ近く。

「お礼はいいよ。……僕はただ、この人達に個人的に用があるだけだから」

　芝しば生ふに片かた膝ひざをついて右手のひらを地面に押し当て、黒髪の少年が小さく笑った。
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　三さん者しや三さん様ようの視線が自分に集中するのを、錬れんは感じた。

　柔らかな芝生からそっと右手を離し、膝のほこりを払ってゆっくりと立ち上がった。

（短期未来予測デーモン「ラプラス」、分子運動制せい御ぎよデーモン「マクスウェル」常じよう駐ちゆう。容量不足。仮想精神体制御デーモン「チューリング」強制終了）

　脳からＩ－ブレインに命令を送り、記き憶おく領域に圧あつ縮しゆく保存されているプログラムを展開する。展開されたデーモンのサイズの合計が一時記憶領域の容量を超え、常駐していた「仮想精神体制御チユーリング」が処理を自動的に終了する。

　同時に、墓地の向こうで地面から突き出していた石いし塊くれの腕が形を失い、元の墓石に巻き戻っていく。
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　人形使いの能力を模も倣ほうし、無生物を生物化する「仮想精神体制御」。だが、初弾を外はずされた今となってはもう必要ない。ゴーストハックは本来、コンピュータ制御された一般兵器に対する攻撃手段として用いるべき物。本ほん職しよくの人形使いならともかく錬れんの半はん端ぱな能力では、高レベルの騎き士し相手には不意打ち以上の役には立たない。

「……錬さん」

　傍かたわらで少女の声。フィアはゆっくりとこっちのとなりに進み出し、いつになく厳きびしい顔を銀髪の少年に向け、

「あっちの騎士の人は私が何とかします。錬さんはもう一人の……」

「大丈夫」少女の言葉を強引に遮さえぎる。「僕一人で何とかなるから、フィアはどこかに隠れてて」

　え？　と驚おどろく少女に目配せし、少し離はなれた場所に立つ白しろ装しよう束ぞくの執しつ政せい官かんを横目で示す。フィアは、あ、というふうに口を押さえ、小さくうなずいてそろりそろりと後方の階段に下がっていく。シティ・ニューデリーの執しつ政せい官かん、アニル・ジュレ。この人の前でフィアの能力を見せるのはまずい。ヘイズの知り合いでマザーコア反対派、としか知らなかった少し前までならともかく、マザーの存在を擁よう護ごするようなさっきの話を聞いてしまった今となってはそう簡かん単たんに目の前の男を信用することはできない。

　シティ・神こう戸べのマザーコアとして生み出された同どう調ちよう能力者、『天使』フィア。

　神戸の崩ほう壊かいから一年近くが経たった今でも、彼女が世界中のシティから狙ねらわれる立場であることに変わりは無い。

「……何をしているのですか、君は」

　囁ささやくような声。アニルが右手の周囲に氷の弾丸を従えたまま、じりじりと錬れんの傍そばまで退しりぞいてくる。

　数十の銃弾を細かに動かして敵の動きを牽けん制せいしつつ、横目で一いつ瞬しゆんだけこっちを見下ろし、

「逃げなさい。君には関かかわりのないことです」

　錬は静かに首を振り、逆手に握ったナイフを目の前に掲げて一歩踏み出し、

「そうはいかないよ。僕もこの人達に聞かなきゃいけないことが──」

（攻こう撃げき感知、高速、危険）

　視界の端にメッセージ。Ｉ－ブレインの予測演算が、背後からの高速攻撃を警けい告こくする。体ごと振り返っている時間も、目標を肉眼で確かく認にんする時間もない。周囲の情報をかき集めて脳内で逆算。『自分の背中に目があったらこう見えるはずだ』という仮想の視界を頭の中に構こう築ちくする。

　本物そっくりに描き出された視界の中に、半透明な球形の揺ゆらぎが発生。

　現れた銀髪の少年が両手に構えた細身の騎き士し剣けんを振りかぶると同時に、二重写しに表示された無数の黒い線が仮想の『目の前』を埋め尽くす。

　短期未来予測デーモン「ラプラス」──その能力は、近接空間内の全物質の座標・運動量を初期値とした、三秒先までのニュートン力学的未来予測。

　背後の視界を覆おおう黒い線の一つ一つはこれから先の三秒間に繰くり出される可能性のあるあらゆる攻撃の軌き跡せきを、その中に混ざる赤い点はより多くの攻撃の可能性が交差する『盾たてを張るのに最適のポイント』を示す。

（エントロピー制せい御ぎよ開始。「氷ひよう盾じゆん」起動）

　少年の攻撃とは比較にならないほどゆっくりとした動きで振り返りつつ、脳からＩ－ブレインに命令。

　──甲かん高だかい金属音。

　空中に出現した淡たん青せい色しよくな空気結晶の盾は狙ねらい違たがわず、弧こを描いて振り下ろされた少年の右の騎士剣を受け止めていた。

　少年が驚おどろいたように、一瞬だけ動きを止める。ミラーシェードに隠されたその顔を確認し、心の中でやっぱりとうなずく。

　三ヶ月前に見た、『賢けん人じん会かい議ぎ』の演説放送。

　自分の兄、真ま昼ひると一いつ緒しよに映っていたあの少年に、間違いない。

　脳内の仮想視界で少年の体が翻ひるがえり、続けざまに三度、両の騎き士し剣けんによる斬ざん撃げきが振り下ろされる。運動の加速率はおよそ四十三倍。第一級の、錬れんがよく知る男と同じ最高クラスの騎士。

　だが、その攻撃のクセはどういうわけか、かつて錬と戦ったその黒衣の騎士に酷こく似じした物。

　その戦せん闘とう経けい験けんを頼りに予測点に次々に氷の盾たてを張り、すべての攻撃をかろうじて防ぎきる。

　分子運動制せい御ぎよデーモン「マクスウェル」──その能力は、炎使いの能力「熱ねつ力りき学がく的てき制御」のエミュレートによる対象空間内の物質の運動の書き換え。

　周囲の空間の空気分子をかき集めて固体化させた氷の盾は、分子運動の方向を揃そろえることで振り下ろされた騎士剣の衝しよう撃げきを正面から受け止める。

　両の騎士剣を引き戻し、なおも攻撃を繰くり出そうとする少年の鼻先めがけて、アニルの手から放たれる氷の弾丸。

　それを剣先で弾はじき飛ばしつつ後方に跳ちよう躍やくする少年を追うようにようやく背後を振り返り、錬はアニルと背中合わせの格かつ好こうになる。

「錬君」かすかな緊きん迫ぱく感かんを孕はらんだ、アニルの声。「君の、その能力は」

「話は後。今はあの人たちを止めないと」

　本当は白旗でもあげて戦いをやめて話を聞きたいところだが、この状況でそんな隙すきを見せればあっという間に斬きり殺されかねない。銀髪の少年は体勢を立て直して再び剣を構え、それに合わせるように、少年から数秒遅れて近接距きよ離りまでたどり着いた黒髪の少女が反対側から一直線にアニルの懐ふところめがけて飛び込んでくる。

　長い黒髪を翻すその顔は、間違いなく、真昼の隣となりで演説していたあの少女。

　こちらの運動速度は通常の五倍。騎士にしてはやけに遅い。

　本気を出していないのか、あるいは自分の知らないタイプの別の能力者なのか──

　いずれにせよ、戦いながら話を聞き出すには、銀髪の少年よりもこっちの方が都合が良い。

「迎げい撃げきするよ。僕はあの黒くろずくめの子。アニルはそっちの騎士を」

「それには及びません。……来ました」

（高密度ノイズを感知。演算速度低下。「マクスウェル」強制終了）

　え？　と声を上げようとした瞬しゆん間かん、割れるような痛みが脳に走る。脳内の演算速度が急速に低下し、危険を察知したＩ－ブレインが「分子運動制御デーモンマクスウエル」の常じよう駐ちゆうを強制的に解除する。

　体がよろけそうになるの必死にこらえ、耐えきれずにアニルの白しろ装しよう束ぞくをつかむ。

　銀髪の少年と黒髪の少女が、同じように立ち止まって傍かたわらの墓石に手をつく。

「っ……ノイズメイカーか」

　苦しげな少女の呟つぶやきに応こたえるように、墓ぼ地ちの上空、零れい下か四十度の外気と町の内部の空気を隔へだてる境界面の向こうから、全部で五台のフライヤーがゆっくりと降下してくる。流線型の装そう甲こうに覆おおわれた軍用フライヤーの一台が天てん井じよう部分を大きく開き、アンテナ型の黒い物体をのぞかせる。直径二メートル近い物体は人間の可か聴ちよう域いきを外はずれた領域で細かに振動し、周囲の空間に高密度の電磁場を展開する。

　電磁場の揺ゆらぎを利用して情報の海の内部にウイルス構造に似たノイズを形成、Ｉ－ブレインの働きを阻そ害がいする対魔ま法ほう士し用デバイス『ノイズメイカー』。

　降り立ったフライヤーのドアが音も無く開き、その中から完全武装の兵士が八人、それに赤髪の青年と金髪の少女が姿を現す。

「遅いですよ、ヘイズ君」

　おそらく脳内ノイズの痛みに頬ほおを引きつらせ、それでも落ち着いた態度を崩すことなくそちらを振り返るアニル。

「いや、おっさん。いくらなんでもわがままだろそれ」

　その言葉に苦笑混じりに答え、ヘイズは立て続けに四度、右手に構えた銃の引き金を引く。

（質量物体接近。着弾の危険無し）

　錬れんとアニルの頬をかすめて走り抜けた銃じゆう弾だんは、それぞれ二つずつの組に分かれて騎き士しの少年と黒衣の少女に襲おそいかかる。二人はもつれた足で同時に地を蹴けって最初の一発目をかわし、次の瞬しゆん間かん、その回かい避ひ位置を正せい確かくに予測して放たれていた二発目の銃弾が二人の頭部にそれぞれに襲いかかる。

　唸うなりをあげて迫り来る銃弾を、それぞれの武器でかろうじて弾はじき飛ばす二人の魔法士。

　その間に、錬はアニルと共にヘイズたちの傍そばまで後退する。

「錬さん！　大丈夫ですか？」

　心配顔で駆け寄るなり、フィアは有無を言わさず親指ほどの大きさの黒い素そ子しをこっちのうなじに押し当てる。ノイズメイカーの抗体と思おぼしきデバイスが脳内のノイズを中和し、Ｉ－ブレインが機能を回復する。

（「マクスウェル」再起動）

「あ……ありがとフィア。でもどうなって……」

「近くの兵士さんを見つけて、通信素子に同どう調ちようしてヘイズさんに連絡しました」少女は小さく笑い「ヘイズさんもちょうど待ち合わせとかでこっちに向かってたみたいで、思ったより早く来れました」

「──閣かつ下か」そんな言葉を交す二人の傍をすり抜けて、一番階級が上らしい兵士がアニルに駆け寄る。「到着が遅れ申もうし訳わけ御ご座ざいません。お怪け我がは」

「大事ありません」アニルは穏おだやかに答え、階段の先を見下ろし「他ほかの方々は？」

「すでに襲しゆう撃げきを受けたらしく、意い識しき消失を示すアラームが返ってきております。生命活動に問題はないようですが。……残念ながら、戦せん闘とう車両も大部分は破は壊かいされてしまいました。町の外部に待たい機きしている別働隊からも連絡はありません。すでにニューデリーからは増援部隊が出発しておりますが、到着まで今少しこの町の内部で時間を稼かせぐ必要があります」

「理解しました。報告ご苦労様です」

　うなずくアニルのずっと後方で、黒髪の少女と銀髪の少年がふらつく足でまっすぐに立つ。二人はそれぞれに懐ふところから黒い素そ子しを取り出し、それを自分のうなじに押し当てる。

　少年と少女の表情から苦痛の色が消える。

　黒髪の少女は鋭するどく尖とがった瞳ひとみでこっちを睨にらみつけ、苛いら立だたしそうに言葉を吐き捨てる。

「次から次へと……。話が違うではないか真ま昼ひる！」

　……やっぱり！

　その言葉に体が反応する。無む意い識しきに振り返り、視線でフィアとうなずき合う。この人は真昼を知っている。今の自分達にとって、なによりも貴重な手がかりだ。

「あ……？」ヘイズが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、こっちに顔を向けて「おい、あのガキ、『真昼』とか言わなかったか？　真昼っつったら、確たしかお前の──」

　唐とう突とつに、金属がこすれ合うかすかな音。ヘイズが言葉を止め、兵士達もアニルも錬れんもフィアもそろって同じ方向を向く。全員が見つめる先で黒髪の少女は闇やみ色いろの外がい套とうを大きく開き、内側に並んだ無数の投とう擲てきナイフを両手に三本ずつつかみ出す。

「……っ！　サクラ！」目を見開く銀髪の騎き士し。

　少女はツインテールの長い黒髪を緩ゆるやかに翻ひるがえし、刺すような一いち瞥べつを騎士に投げ、

「計画は修正だ。──この場にいる全員に、死なない程度に打だ撃げきを与える」

　銀髪の少年が、驚おどろいたように黒髪の少女を見返す。

　二人の注意がこちらから外はずれる一いつ瞬しゆん。

　……今！

（「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」終了。「運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ」起動。運動速度、知覚速度を五に設定）

　腰に伸ばした手が、サバイバルナイフの柄つかを強く握りしめた。

　五倍加速で地を蹴けった錬の体は、黒髪の少女めがけて一直線に突っ込んだ。
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　部屋の中央に浮かぶ立体映像ディスプレイに、灰色のノイズが走った。

　天あま樹ぎ真昼は一瞬部屋を照らした強い光に顔をしかめ、タッチパネルに手を伸ばした。

「……状況は芳かんばしくないようだな」

　映像の向こうに出現したノイズメイカーと兵士達を見上げ、執しつ政せい官かんの一人が淡たん々たんと呟つぶやく。真昼は無言でそれに応こたえ、ノイズのあおりを食らって動作異常をきたした映像素子カメラを別な物に切り替える。ディスプレイの画像が違う視点からの物に描き替わり、シティ・ニューデリーから北方に五十キロ、山やま間あいに隠された町の小さな墓ぼ地ちの様よう子すを執しつ政せい官かんたちの前に映し出す。

　地下の町に通じる階段の前にはアニル・ジュレを中心に、八人の兵士、ノイズメイカー、そして正体不明の黒髪の少年、金髪の少女、赤髪の青年。

　墓地の中なか程ほどには、賢けん人じん会かい議ぎの二人の魔ま法ほう士し。

　各おの々おのが懐ふところから取り出した黒い素そ子しをうなじに貼はり付け、今も墓地を満たしているはずのノイズの中で平然と構えを取る。

「抗体デバイスは問題なく動作しているな」

「当然です。ノイズメイカーの基本設定は元々、私の子飼いの研究部の管かん轄かつですから」

　会話は自然にそこで途と切ぎれ、六人の執政官の目がこっちに向く。真ま昼ひるは素知らぬ顔で手元のディスプレイを見下ろし、タッチパネルのキーを幾いくつか叩たたいてようやく顔を上げ、

「……何か」

「君の言う『最強の二人』は、ずいぶんと苦戦しているようだが」

「状況が状況です、閣かつ下か」真昼はどうにか神妙な顔を作り「敵に計算外の戦力がああも増えてしまっては、こちらの見込みも当然違ってきます。いったい何者ですか？　あの魔法士は」

　ディスプレイの向こうに映る幾人かが自分のよく知る者であることなど、おくびにも出さずに問い返す。

「それを知りたいのはこちらの方だ」執政官の一人が苦にが虫むしをかみつぶしたような顔で「そもそも、そちらの魔法士の戦いようはいささか手ぬるいのではないか？　アニルは確たしかにかつての我われ々われの同胞だが、今は歴れき然ぜんとした敵だ。命さえあれば、手足の一本や二本吹き飛ぼうともかまわん。……その旨むね、彼らには伝えてあるのだろうな？」

　手足の一本や二本、という言葉に、真昼から見て一番遠い席に座ざすルジュナ・ジュレがわずかに肩を震ふるわせる。真昼は視界の端に目ざとくそれを捉とらえつつ、問いを発した執政官に答える。

「無む論ろんです、閣下」

　映像の中のサクラが苛いら立だたしげに何かを叫ぶ。音声素子までは用意していないので、その言葉の内容が執政官に伝わる恐れはない。それでも、唇の動きが読まれる可能性を考こう慮りよしてカメラの角度を微妙に変更する。

　ディスプレイの向こう側とこちら側の間に存在する、状況認にん識しきの齟そ齬ご。

　賢人会議自分達がアニル・ジュレを傷つけないように手加減をしている、というその事実を、この場にいる他ほかの誰だれにも悟らせるわけにはいかない。

　サクラとディーには事前に「アニルにも他の兵士にも可能な限りケガをさせるな」と言い聞かせてある。ディスプレイに映る少年も少女も、自分達が受けた指示は協力者である執政官達の総意だと信じ切っている。

　そうでなければ意味が無い。

　この作戦における賢けん人じん会かい議ぎの目的が『わざと失敗すること』だなどと、知ったところであの子達にそんな器用な演技ができるとは思えない。

「ご安心を……とはこの状況では申し上げられませんが、作戦は継けい続ぞく中ちゆうです。どうぞ、今しばらくお待ちください」

　そう付け加えて頭を下げると、執しつ政せい官かんも渋しぶ々しぶという態度でディスプレイに顔を戻す。真ま昼ひるは内心の汗を拭ぬぐい、執政官達が見ているのと同じ画像が表示された手元のディスプレイに視線を落とす。

　サクラとディーに対たい峙じする、『予定外』の魔ま法ほう士し達。

　赤髪の方は問題ない。アニル・ジュレと知り合いの魔法士がこの町を訪れることは事前に調しらべがついていたし、彼の存在を襲しゆう撃げき失敗の言いい訳わけに利用することまで真昼の頭の中では最初から織おり込み済みだ。

　だが、後の二人の存在は、さすがにどうしたものか。

　……どうしてこう間が悪いかな、あの子達は……

　サバイバルナイフを眼前に構えて疾しつ走そうする自分の弟の姿を見つめ、真昼はため息を吐ついた。
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　五倍速で地を蹴けって疾走する黒髪の少年を、サクラはＩ－ブレインの仮想視界の中に見た。

　黒い外がい套とうを翻ひるがえしてそちらに向き直り、投とう擲てきナイフの照準を少年の右腕に合わせた。

（呼Call：電磁気学・電磁場制せい御ぎよ・『銃身展開・準備』）

　少年は地を這はうような低い姿勢で、墓石の間を縫ぬって突っ込んでくる。ナイフを構えるその姿に、かすかな混乱を覚える。最初に少年が魔法士だと気付いたとき、少年がディーを攻撃するのに用いたのはゴーストハックによって生み出された石いし塊くれの腕。だが、今、その少年は運動加速を用いているとしか思えない動きで自分に向かって突っ込んでくる。

　では、この少年は騎き士しなのか。

　先ほどのディーと少年との戦せん闘とうにおいては、防御のために氷の盾たても使われている。だが、あれは炎使いアニル・ジュレによって生み出された物だと判断して間違いない。そうなると、最初に現れた石塊の腕は別の魔法士の、おそらくはあの金髪の少女の能力による物なのか。

（文書text：一般処理・『展開準備完了』）

　視界の端に映るディーが、少年に向かって駆け出そうとする。目配せでそれを制し、アニル・ジュレの方を無言で示す。ディーがかすかにうなずき、おそらくは自己領域の展開によってその姿が視界からかき消える。再び視線を黒髪の少年に戻し、脳内でスイッチを叩く。高速演算が目の前の空間の電磁場を書き換え、仮想的な荷電粒子砲の砲身を形成する。

　右手に三本掴つかんだ投擲ナイフの一本を選び、目の前の砲身に投げ入れようと身構え、

（警告Alert：一般処理・『攻こう撃げき感知』）

　突然、足下から警けい告こくが襲おそってきた。

　……なに……！

（呼Call：『銃身展開・一時休止』、運動係数制せい御ぎよ・『運動加速』）

　地面を隆起させて出現した土つち塊くれの腕を、サクラは寸前でかわす。とっさの判断で電磁場制御の処理を中断し、脳内に運動加速を呼び出す。続けざまに振り下ろされる腕の攻撃を五倍加速でかわし、その向こう、五メートル先に目標の姿を捉とらえる。

　ナイフを無造作に下げたまま立ち尽くす、黒髪の少年。

　……この距きよ離りなら……！

　投とう擲てきナイフを左右に一本ずつ残して放り捨て、近接戦せん闘とう用ようの構えに持ち替え、五倍加速で地を蹴けってサクラは突進した。




　投擲ナイフを両手に構える黒髪の少女を、錬れんは五倍速の視界の中に見た。

　抜き放ったサバイバルナイフを眼前に掲げ、地を這はう姿勢で墓ぼ石せきの間をすり抜けた。

（警告、高密度情報制御を感知、危険）

　Ｉ－ブレインの観かん測そく結果が、少女の前方の空間に電磁場の異常を確かく認にんする。予想外のデータに戸と惑まどい、走り続ける姿勢のまま少女の姿を凝ぎよう視しする。電磁場の構造を書き換える能力者なら、錬も数は少ないものの何人か見たことがある。だが、一番最初に少女が見せた五倍速の移動は間違いなく運動係数の制御。少女は騎き士しではなかったのか。あるいは、電磁場制御能力者の中には副次的に運動加速を行う者がいるのか。

　とっさの判断で立ち止まり、脳を介してＩ－ブレインに命令。

　短期未来予測ラプラスを常じよう駐ちゆう状態に残したまま運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユを中断、解放された一時記き憶おく領域に別なプログラムを展開する。

（「チューリング」起動。ゴーストハックをオートスタート）

　足の裏から地中を伝い、少女の足下に仮想精神体を送り込む。精神体によって生物化された土塊は長さ数メートルの巨大な腕を形成、地面から垂直に突き出すや握りしめた拳こぶしを少女めがけて振り下ろす。

　瞬しゆん間かん、少女の動きが変わる。

　五倍速で地を蹴った少女の体は続けざまに振り下ろされる土塊の拳を紙かみ一ひと重えで回かい避ひし、左右の投擲ナイフを一本ずつ残してすべて放り捨てる。

　少女の前に展開されていた電磁場が消失する。

　ナイフを近接戦闘用に構え直した少女は、五メートルの距離を一直線に突っ込んでくる。

　……そう来るなら……！

　錬は、脳内に展開された仮想精神体制御を二つの並列プロセスに分割し、それぞれに新たな命令を送った。

　巨大な拳こぶしを少女の背後から振り下ろしつつ、傍かたわらの墓ぼ石せきに手を当ててもう一つのゴーストを展開。こちらも巨大な石の腕を生成し、襲おそい来る少女に狙ねらいを定めた。
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　──自らが生み出した石いし塊くれの腕を従え、こっちを見つめる黒髪の少年。

　やはり人形使いだ──とサクラは思った。




　──両手のナイフを近接戦せん闘とうに構え、外がい套とうを翻ひるがえして迫る黒髪の少女。

　やっぱり騎き士し？──と錬れんは思った。




　互いが、互いを、ただの魔ま法ほう士しだと認にん識しきした。

　二人のどちらもが、最後まで、『その』可能性には思い至らなかった。
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　正面から叩たたき込まれる石塊の拳を、サクラは寸前でかわす。

　かわしざまに振り抜かれた右のナイフを紙かみ一ひと重えで避よけ、錬は一歩後ろに飛とび退すさる。

　それを追って五倍速で踏み込んだサクラの頭上から、土塊の拳が振り下ろされる。巨大な拳をかわしざま跳ちよう躍やくして繰くり出される黒いブーツの蹴けりを、空中で回かい避ひ運動の途中にある錬は両腕を交差させて受け止める。弾はじかれた錬は着地と同時にナイフを構え直して地を蹴り、反動で着地したサクラは側方から再度叩き込まれる石塊の腕を視界の端に捉とらえつつ疾しつ走そうを再開する。

　二人の間を隔へだてる五メートルの距きよ離りが消失する。

　閃ひらめくナイフが薄うす闇やみの墓地に鋭するどい軌き跡せきを描き、高密度の情報制せい御ぎよが二人の周囲に渦うず巻まく。

　──接触。幾重にも重なり合う金属音と破は砕さい音おん。

　爆はぜる地面、砕くだけ散る石塊の腕。翻る黒い外套と、煌きらめく無数の空気結晶。

　立ちこめる土煙によって形作られた、淡あわいヴェールの向こう。

　……誰だれかが、小さく息を呑のんだ。

　その場にいた全員が、それを見た。




　墓地の中央、外周のライトの明かりからは最も遠い闇の中に、黒髪の少年と黒髪の少女は対たい峙じしていた。

　少女が手にした細い二本のナイフのうち右手の一本は少年が左手に構えたナイフとつばぜり合いの形に交差し、ときおり思い出したように軋きしんだ金属音を立てていた。

　もう一本のナイフを構えていたはずの少女の左手は、何かを投げ放った体勢のまま空からっぽで静止していた。その手に構えられていたはずの投とう擲てきナイフは地面に突き立ち、周囲の芝生しばふは抉えぐれて小さなクレーター状に陥没していた。側方から襲おそいかかろうとしていたはずの石いし塊くれの腕は打うち砕くだかれて元の墓ぼ石せきの姿に巻き戻り、瓦が礫れきとなってあたりに散乱していた。

　空っぽになった少女の左手の周りには、柔らかな黒い盾たてと幾つもの半透明な空気結晶、そして同じように空っぽのまま突き出された少年の右手があった。

　少女の黒い外がい套とうはコウモリのような翼つばさにその姿を変え、少年の手から放たれた氷の銃じゆう弾だんをことごとく弾はじき飛ばしていた。

　そんな二人の頭上には、巨大な土つち塊くれの腕が拳こぶしを振り下ろす体勢のまま静止していた。直径一メートル近い腕には淡たん青せい色しよくな氷の鎖くさりが絡からみつき、その動きを封じていた。腕は罠わなにかかった大蛇のように断続的にその身を震ふるわせ、氷の鎖とこすれ合って鈍にぶい音を立てていた。

　わずか数秒の間に繰くり広げられた、ただの魔ま法ほう士し二人では決してあり得ない能力の応おう酬しゆう。

　それを、無む我が夢む中ちゆうで攻防を繰り広げた二人の悪魔使いは、ようやく理解しつつあった。

　黒い翼が元の外套に巻き戻り、土塊の腕が吸い込まれるように元の地面に消えた。氷の銃弾と鎖が形を失い、風の中に溶けて消えた。二人の間に交差していたナイフが、何かにおびえるようにゆっくりと離はなれた。

　……どちらからともなく、目を見開いた。

　愕がく然ぜんとした顔で、互いが互いを見つめた。




　風が吹き抜ける冷たい墓地に、静せい寂じやくが降りた。

　フィア、ヘイズ、アニル、兵士達、自己領域を展開して敵陣に突っ込んだはずのディーまでもが、その動きを止めていた。

　黒髪の少年に近しい者、黒髪の少女に近しい者──どちらか片方の能力を知る者は、目の前で起こった事態を把握することができた。そうでない者達はただ呆ぼう然ぜんとし、複数の異なるタイプの魔法士が争ったとしか思えない目の前の現象に見入った。

「錬れんさんと……」という、金髪の少女の声。

「サクラと……」という、銀髪の少年の声。

　同じ能力、という呟つぶやきは誰だれの物。

　瞬しゆん間かん、それを合図にしたように、二人の悪魔使いは動いた。

　弾かれるように後方に跳ちよう躍やくした錬の右手の周囲に無数の淡青色な空気結晶が煌きらめく。宙に身を翻ひるがえして墓石の上に降り立ったサクラの右手の周囲に、ほぼ同数の空気結晶の銃弾が出現する。互いが互いをまっすぐに睨にらみ、双方から放たれた氷の弾丸は二人のちょうど中間地点で正面から衝しよう突とつする。

　氷の砕くだけ合う軋きしんだ音が無数に響ひびき合うその領域をすり抜けて、五倍速で地を蹴けった錬れんとサクラが近接する。

　二人の手に構えられたナイフが幾度も触れ合い、断続的に響く金属音が空気結晶の破は砕さい音おんに彩いろどりを添える。

　サクラの外がい套とうがその姿を黒い翼つばさに転じ、先端を刃やいばのように尖とがらせて錬の喉のど元もとめがけて滑すべり込む。錬の足下から細い土つち塊くれの腕が飛び出し、寸前でその攻こう撃げきを受け止める。

「何をしている──！」と、サクラの叫び。

　黒髪の少女は刃を交差させる体勢のまま、自分の仲間である銀髪の少年に視線を投げ、

「こちらは私が抑える！　貴方あなたはアニル・ジュレを！」

　ディーは「でも！」と一いつ瞬しゆん口にしかけ、すぐにうなずいて自分の本来の標的に向き直る。それに気付いたヘイズがアニルと目配せを交し、銀髪の騎き士しに銃じゆう口こうを向けたまま後方のフライヤーに後あと退ずさる。兵士達の乗り込んだフライヤーが次々に浮上し、機き体たいの先端に取り付けられた機関砲を眼下の騎士に照準する。ヘイズに背中を押されるまま、フィアがフライヤーの後部座席に片足を突っ込む。「錬さん！」と手を伸ばそうとする少女の頭上に氷の盾たてが出現。フライヤーの車体めがけて振り下ろされたディーの一撃をアニルの生み出した氷の盾が受け止め、一団はそのまま、戦せん闘とうを継けい続ぞくしながら町の上空へと飛び去っていく。

　後に残るは、ただ二人。

　黒髪の少年と少女は互いのナイフにありったけの力を込め、触れる寸前まで互いの顔を近づけて激はげしく睨にらみ合う。

「……何者だ……貴方は」

「……こっちのセリフだよ……何なの、あんたは一体……！」

　互いに全力で押し合ったまま、切れ切れに言葉を吐き出す。その間にも周囲では空気結晶の弾丸が、盾が、生物化した外套が、石いし塊くれの腕が、絶え間なく飛び交い激はげしい攻防を繰くり広げる。

「軍の人間では……ないだろう……なぜアニル・ジュレに……味方する……！」

「味方じゃない……そっちが……いきなり襲おそってくるからだよ……！」

　互いに力を込める反動で後方に跳ちよう躍やくし、十メートル近い距きよ離りを隔へだててそれぞれに荒い息を吐く。双方から無数に生成された氷の弾丸の最後の一発が二人のちょうど中間点でぶつかり合い、粉々に砕けて細かな光をまき散らす。

「……成り行き、ということか」サクラは細い十字架の上にバランスを崩すことなく立ち、外套の裏から引き抜いた投とう擲てきナイフを両手に三本ずつ構え「貴方は、あの男が何者か知って、共に戦っていたのか？」

「知らないよ！　そんなことより、僕はあんた達の話を」

「──シティ・ニューデリー主席執しつ政せい官かん、アニル・ジュレ」サクラの声が、錬を遮さえぎる。「現在のニューデリーにおける、マザーシステム推進派の中心人物だ」

　え？　と驚おどろいた顔をする錬れん。

　少年はサバイバルナイフを眼前に掲げ、跳ちよう躍やくする直前の低い姿勢を取り、

「どういうこと？　僕の知り合いは、あの人はマザーシステムに反対してるって」

「それは数ヶ月前までの話だ」さらに言葉を遮さえぎり、斬きりつけるようにサクラが言い放つ。「アニル・ジュレはマザーシステム反対派を裏切り、コアの交換計画を進める側に回った。……彼は今や、我われ々われ『賢けん人じん会かい議ぎ』の敵だ」

　愕がく然ぜんとした顔で、錬が目を見開く。

　サクラは言葉を切り、少し鋭するどさの和やわらいだ目を少年に向け、

「理解頂けたなら、今度はこちらの質問に答えてもらおう。一体何者だ？　貴方あなたは」

　しばしの沈ちん黙もく。

　錬はナイフを構えたまま立ち上がり、ゆっくりと口を開く。

「天あま樹ぎ錬」

「……何……？」

　天樹？　というサクラの呟つぶやき。

　錬はそんな少女をまっすぐに見上げ、もう一度、はっきりと告げた。

「天樹真ま昼ひるの弟、錬だよ」
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　フライヤーの窓越しの空を流れる吹雪ふぶきを切り裂いて、二振りの騎き士し剣けんが駆け抜けた。

　Ｉ－ブレイン越しに知覚するその光景を間近で見たような気がして、フィアは思わず身をすくませた。

「加速率は四十三倍、しかも、まだまだ本気ではなさそうですね。なるほど、これは手て強ごわい」

　となりの席で軽く目を閉じ、アニルは落ち着いた仕し草ぐさで、ふむ、とうなずく。シティの高官用らしいフライヤーの後部座席は何だかものすごく立派でフィアにはちょっと居い心地ごこちが悪いのだが、アニルは背もたれにゆったりと体を預けてリラックスした態度を崩さない。

「いや、手強いとか言ってる場合じゃなくてな」

　そのアニルに向かって、前の助手席からヘイズの声が飛ぶ。赤髪の青年はシートにあぐらを組んでその上に頬ほお杖づえをつき、うなじには有ゆう機きコードを接続してフライヤーの操そう縦じゆう系統をＩ－ブレインに直結している。

　この機体の本来の操縦者である兵士は、となりの操縦席で無表情。

　アニルの命令で操縦権を見ず知らずの青年に明け渡した壮年の兵士は、少なくとも表面上は平静を保ったまま、押おし黙だまって石のようになっている。

「こっちは聞きたいことが山ほどあんだけどよ。なんでいきなり攻こう撃げきされて、ついでになんで俺おれらまできっちり巻き込まれてるんだ？」

「さて、シティの執しつ政せい官かんともなりますと、常つね日ひ頃ごろから何かと敵の多い身でして」目を閉じたまま、アニルは笑い「ともかく今は緊きん急きゆう時じです。説明はこの状況を切り抜けてからということで」

「都合いい言いぐさだな、おい」ヘイズはじとっとした目でアニルを振り返り「ババァから聞いてんぞ。あんた、ルジュナ裏切ったとかなんとか……」

「それもまた後のちほど。長い話ですので」

　……え？……

　聞き捨てならない言葉を聞いたような気がして、フィアは二人の大人おとなの顔を交互に見比べる。が、ヘイズは澄すました顔で答えるアニルに諦あきらめたのか、舌打ち一つで正面に向き直ってしまう。

　追及できそうな雰囲気を失い、横目にアニルの顔色をうかがう。

　白しろ装しよう束ぞくの執政官はゲームの駒こまか何かを動かすように右手の指を細かく前後左右させ、うっすらと目を開けて肘ひじ掛かけに埋め込まれたタッチパネルに手を伸ばす。

「……見事なものです」

　小さな立体映像ディスプレイが、後部座席と前方座席の中間に浮かぶ。半透明な映像の向こう、吹き荒れる吹雪ふぶきの中、銀髪の少年は両の騎き士し剣けんを縦じゆう横おうに操あやつり、全方位から雨あられと降り注ぐ情報強化型の高速弾体をことごとく叩たたき落とす。

　アニルは新しい遊ゆう具ぐを見つけた子供のように笑い、前方左の助手席に向かって心持ち身を乗り出す格かつ好こうで、

「ヘイズ君、一対一で、彼に勝利するプランは？」

「めちゃくちゃ言うなよ、おっさん」ヘイズが苦笑する。「あんな化け物、出会っただけで即詰みだ。攻撃がどこに来るか完かん璧ぺきに予測できても、絶対避よけれねーって結けつ論ろんしか出てこねぇ。作戦もへったくれもねーよ」

「でしょうね」

　少年は銃じゆう弾だんの雨を超高速で弾はじきつつ、その弾いた銃弾の残ざん骸がいを足場に文字通り空中を『疾しつ走そう』する。銃弾を弾く方向によって自らの進路を望む通りに確かく保ほし、最も低い高度を飛ぶフライヤーの一台に近接する。

　四十三倍加速で走る二振りの刃やいばが、闇やみの中に十字を描いて一いつ閃せん。

　対たい衝しよう撃げき防ぼう御ぎよが施ほどこされたフライヤーの外装に風穴が空あき、推力を失った機体は二人の兵士を乗せたままゆっくりと地表に向かって降下していく。

「……とりあえず、乗ってる奴やつは死んでねーな」ヘイズは窓越しにその様よう子すを見下ろし、眉まゆをひそめて「けど、なんかおかしくねーか？　あのガキの能力ならあんなフライヤー、欠片かけらも残さずぶっ壊こわせんだろ。手加減でもしてんのか？」

「ええ、おそらくは」当然のようにアニルがうなずく。「こちらの想定通り。彼は私達に手傷を負わせないよう、本気を出さないように戦っている」

「そう……なんですか？」

　何だかよく分からない言葉。フィアはとなりの席の男を見上げて問う。

　アニルは「ええ」と笑い、なぜだかうれしそうに、

「と言っても、あの少年や先ほどの少女の判断ではないでしょう。……賢けん人じん会かい議ぎには少なくとももう一人、相当に使える参さん謀ぼう役やくがいるはずです」

　参謀、という言葉に思わず首をすくめる。フィアが知る中で一番その言葉が似合う青年の顔が頭に浮かび、慌ててその考えを追い出す。焦あせって決めつけてはいけない。確たしかに三ヶ月前に見た海かい賊ぞく放送でその人は賢人会議を名乗る人たちと一いつ緒しよに映っていたけど、だからといってテロリストの仲間になったとは限らない。

「おや？　何か」と、少し不ふ思し議ぎそうなアニルの声。

「な、なんでもありません！」

　ぶんぶんと首を振ると、アニルは「そうですか」と薄うすく笑えむ。視線を窓の外に向け、銃じゆう弾だんの雨をかいくぐって間近に迫る少年の姿を確かく認にんし、

「もうここまで来ましたか」顔色一つ変えずに穏おだやかに呟つぶやき、右手のひらを窓に押し当て「しかしそれはいけない、早すぎます。君はもう少しそこで遊んでいなさい」

　両の騎き士し剣けんを翼つばさのように左右に広げて迫る少年の目の前に、小さな氷の弾丸が一つ出現する。至し近きん距きよ離りから眼球を狙ねらって直接出現した氷弾を、少年は紙かみ一ひと重えで身を捻ひねってかわす。

　その回かい避ひした先に、待ちかまえていたように新たな氷弾が出現する。

　少年の四十三倍加速を完全に先回りし、わずかずつのタイムラグをつけて次々に生み出される氷の銃弾。その釣つる瓶べ打うちに少年の進行方向は少しずつ逸そらされ、いつしか完全に別方向に動かされてしまった少年はついに銃弾の足場を失う。

　時間にしてわずか一秒足らず、ほんの一いつ瞬しゆんの攻防。

　落下しかけた少年の体が半透明な球形の揺ゆらぎに包まれ、ふわりと空中に浮かび上がる。

「……そう。そこで自己領域による重力操そう作さ」

　小さく呟いたアニルが、右手の指を細かに動かす。それに応こたえるように数十の氷の弾丸が新たに出現、ちょうど少年が通り抜けられないぎりぎりの間かん隔かくを置いて球形の配置に展開し、少年を中心に回転しながら全方位から包囲を狭めていく。

　少年は左右の騎士剣を引き戻し、自身の目の前の空間を横よこ薙なぎに二閃せん。

　瞬間、その手の動きを塞ふさぐ位置に、新たな空気結晶の弾丸が左右一つずつ出現する。

　銀髪の少年の動きが今度こそぎこちない物になる。無理な体勢から手首を返して剣の軌き道どうを強引に変化させ、少年は自分の行く手を遮さえぎる数個の弾丸を打ち落とす。少年の体勢がさらに不安定な物になり、次の瞬間、それでもこっちのフライヤーめがけて飛びかかろうとした少年は目を見開く。

　針山のように球形に列を成なし、少年を全方位から取り囲む、長さ五十センチをゆうに超える数百本の氷の槍やり。

　これまでの攻こう撃げきとは全く比較にならない、大質量。

　少年は四方八方から突き出される槍の穂ほ先さきを両の騎き士し剣けんで必死に打ち払い、とうとう圧力に抗しきれなくなったのかこっちのフライヤーを離はなれて背中向けに落下していく。

　……今のは……

　無む意い識しきにフィアは息を呑のむ。氷の弾丸や槍を使った戦いならフィアも間近で何度か見たことがあるが、アニルが今見せた戦い方はフィアがよく知る少年のそれとは根本的に異なっている。

　少年がよくやるようにＩ－ブレインの能力にまかせて大量の攻撃を叩たたきつけるのではない。

　アニルは「相手が受けたり避よけたりできる攻撃」を一発ずつ高い精度で打ち出し、それを防ぼう御ぎよさせることで相手の行動の選択肢を制限、こちらが望む通りに動かざるを得ない状況に敵を追い込んでしまっている。

「相変わらず上う手まいよな、おっさんのそれ」操そう縦じゆう席せきのヘイズが感心したように呟つぶやく。「普通、おっさん程度の能力の炎使い一人じゃどーにもなんねえだろ、あのレベルの騎士は」

「小細工ですよ」アニルは目を閉じ、両手を膝ひざの上で組み合わせ「Ｉ－ブレインの能力が足りなければ知恵を使う。知恵も足りなければ手間をかける。それができない者から順に戦場では死んでいく。当然の帰結です」

　そうなんですか、と曖あい昧まいにうなずきつつ、フィアはＩ－ブレインの中の視界に注意を向ける。同どう調ちよう能力によって周囲の情報から感覚レベルに再構成された視界の向こう、銀髪の少年は三十メートル近い距きよ離りを落下したところで体勢を立て直し、再び自身の周囲に自己領域を展開する。

「さてヘイズ君」

　この状況を楽しんでいるような、アニルの声。

　白しろ装しよう束ぞくの執しつ政せい官かんはタッチパネルに手を置き、兵士たちの操あやつる他ほかの三台のフライヤーにいくつかの指示を飛ばし、

「このまま増援が来るまで時間をつぶすのは簡かん単たんですが、それでは面おも白しろみが足りない。……申もうし訳わけないが、少しの間、君にも駒こまになって頂きますよ」

「へいへい。人使い荒いおっさんだな」ヘイズは首に有ゆう機きコードを付けたまま後部座席を振り返り「で？　どうしようってんだ？　どーせろくでもないこと考えてんだろ」

「何を言います。人聞きの悪い」

　アニルは薄うすく笑い、指先で四角い眼鏡めがねを押し上げ、

「ここまでお膳ぜん立だてをしたのです。できれば、あの少年の奥の手ぐらいは見ておきたい」
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（騎き士し剣けん「陰いん陽よう」完全同どう調ちよう。光速度、プランク定数、万有引力定数、取得。「自己領域」展開。重力中和。時間単位を改変）

　物理定数を改変された空間が形作る球形の揺ゆらぎをまとい、ディーは飛ぶ。論ろん理り回路による高速化処理が施ほどこされた銃じゆう弾だんの雨を小石を避よける感覚でたやすくかいくぐり、上空を飛ぶフライヤーに向かって一直線に突っ込んでいく。

　自己領域によって引き延ばされた時間の中では、降り注ぐ銃弾も吹きすさぶ吹雪ふぶきも、速度を失って空間に固定された静止物としてしか存在しない。物理定数を書き換えられた周囲一メートル足らずの空間の中から見れば、外界のすべてはほぼ止まっている物と認にん識しきされる。本気を出さないようにという真ま昼ひるの指示に従って出力は限界値の三分の一程度に抑えているが、それでも、外の世界の一秒が今のディーにとっては百十五日に相当する。

　重力方向の改変によってまっすぐ上に落下し、体感時間にして五秒足らずで四台のフライヤーよりさらに上空に到達──

　両の騎士剣を逆手に握り直し、右の一振りを目の前、左の一振りを腰の後ろに構える。

　二本の騎士剣はいずれも刃渡り六十センチ足らずと通常の騎士剣の半分程度の大きさで、全体のデザインもそれに合わせて細く、繊せん細さいに設計されている。二つの騎士剣の片方は柄つかの部分に白い結晶体が象ぞう眼がんされ、もう一方の剣に象眼された黒い結晶体は半分に欠けて、それを補うように小さな緑みどり色いろの結晶体が埋め込まれている。

　黒い騎士剣が、右手用の「陰」。

　白い騎士剣が、左手用の「陽」。

　そして、「陰」に象眼された緑色の結晶体には、「森しん羅ら」という名が与えられている。

（殲滅開始？Annihilation start?　是／非Yes/No）

　通常の騎士剣の制せい御ぎよシステムとは異なる文法プロトコルで書かれたメッセージが脳内に浮かび、Ｉ－ブレインに行動の許可を求める。頭の中で「非No」のスイッチを押し、メッセージを黙だまらせる。

　三ヶ月前の戦いでその機き能のうの半分近くを失った「陰」を補助し、騎士剣としての機能を維持している結晶体「森羅」。

　かつては「広域殲せん滅めつ特化型騎士剣」の異い名みようを持つ剣の制御中ちゆう枢すうであったその結晶体は、しばしば所有者の意志を超えて行動を提案。自分自身に与えられたプログラムに従って、目の前の敵を皆殺しにしようとする厄やつ介かいな性質を持っている。

　……今日は、お前の出番はないよ。

　今回の作戦では目標や護ご衛えいの兵士を絶対に殺さず、ケガをさせることも極力避けるようにと真昼から堅く命じられている。相手の身を気き遣づかいながら戦うのはただ倒してしまうよりもはるかに難むずかしいが、正直なところディーにはありがたい。

　もちろん、人を殺すのが怖い、などと今さら甘えたことを言うつもりはない。三ヶ月前の戦いでは数え切れないほどの敵の命を奪うばったし、それが戦うということだと、いろいろな人から学んだ。必要とあればこの手を血に染めようと誓ったあの日の覚悟は、今でも何一つ欠けてはいない。

　が、それでも、誰だれも傷つけずにすむのならその方が良い。

　いつだって、どんなに難しい状況だって、誰かが死ぬ選択よりは誰も死なない選択の方が良いに決まっている。

（「自己領域」解除。「身体能力制御」発動）

　脳からＩ－ブレインに命令を送り、自己領域を解除。周囲の時間の流れと重力の向きが現実の物に復帰し、体が自由落下を開始すると同時に身体能力制せい御ぎよを再起動。自身の運動を通常の四十三倍に加速し、眼下のフライヤーのうち一番高い場所を飛ぶ一台、アニル・ジュレが乗るその機き体たいに狙ねらいを定める。

（攻こう撃げき感知、危険）

　瞬しゆん間かん、待ちかまえていたようにＩ－ブレインの警けい告こくメッセージ。

　下方から叩たたきつけられる高速弾体の雨を、ディーは両の騎き士し剣けんでことごとく打ち落とす。

　騎士の自己領域が移動手段としてしか使えないことを利用し、領域解除から身体能力制御発動までのタイムラグを狙い撃うつのは対騎士戦せん闘とうの基本。そのセオリーに忠実に従った銃じゆう撃げきは、こっちが動きづらいよう、フライヤーに接近できないようにそれぞれの射線を計算されて放たれている。

　小石を投げつけられる程度の体感速度の銃弾を半なかば強引に打ち払い、弾はじいた残ざん骸がいを足場に眼下のフライヤーを照準──

（高密度情報制御を感知）

　同時に、またしてもＩ－ブレインの警告。

　計はかったようなタイミングで出現した数個の氷の盾たてに行く手を阻はばまれ、ディーは別方向への跳ちよう躍やくを余よ儀ぎなくされる。

　……やりにくい……！

　これが、ただ強引に突っ込んでフライヤーを撃げき墜ついしてしまえば良いというのなら話は簡かん単たんなのだが、それでは中の搭乗員が危ない。炎使いであるアニル・ジュレや他ほかの魔ま法ほう士しは自力で生き残れるかも知れないが、操そう縦じゆう席せきに座っている兵士はそうはいかない。

　となれば、フライヤーにとりついてから装そう甲こうを適度に破は壊かいするなり動力である演算機関にそれなりの損傷を与えるなり手加減して、あの機体を何とか安全に地上まで下ろさなければならない。

　魔法士同士の戦いにおいて、その余分な行動は間違いなく致命的な隙すきを生む。

　……どうすれば……

　氷の盾たては細く鋭するどい槍やりに姿を変え、上方に退しりぞくディーに追いすがる。数はわずか三本。だが、それはアニル・ジュレがＩ－ブレインの出力を絞っているからだと、すでに理解している。

　全力で戦えばこの数百倍の数の攻こう撃げきを繰くり出せるはずなのに、そうはしない。攻撃が当たらない場面では弾の数を絞って細かな制せい御ぎよでこちらの動きを制限し、ここぞという場面でだけ大量の物量を投入する──それが、アニル・ジュレの戦術。

　ディーもこれまで幾人かの炎使いと戦ったし、中には今のアニルと似たようなコンセプトの戦い方をする者もいたが、有利なはずの対炎使い戦においてここまでやりにくいと感じたことはいまだかつて無い。

　……出し惜しみしてて勝てる相手じゃないですよ、真ま昼ひるさん……！

　手の内を隠すように、という真昼の指示が今は恨うらめしい。ディーが本当の本気を出せば炎使いに勝ち目など無いのだが、それは真昼によって禁止されている。身体能力制御を終了して自己領域に切り替え、氷の槍をすり抜けて前方十メートルに亜光速移動。先ほど弾はじいた銃じゆう弾だんの残ざん骸がいがまだ漂う一帯で自己領域を解除し、運動を加速すると同時に直径一センチ足らずの銃弾に足を置き──

（高密度情報制御を感知。予測不可能な異常）

　運動量の制御によって紙一枚さえ踏み台に変えるはずの足が、空くうを切った。

　跳ちよう躍やくを支える足場が、その一帯に浮かんでいるはずの数百の銃弾の残骸が、何の前触れもなく細かな塵ちりに粉ふん砕さいされた。
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（システム稼か働どう率りつを七十五パーセントに設定。予測演算成功。「破砕の領域Erase Circle」展開）

「うっし。とりあえず、初弾は命中っと」

　オーケストラの指揮者のように構えた右手をフライヤーの窓から突き出し、ヘイズは親指と中指を軽く弾く。生み出された小さな音は空気の振動として空間を伝わり、目標点の周囲で空気分子の運動を微細に変化させる。

　与えられたわずかな変化は一秒足らずで増幅しながら周囲に広がり、設定された直径三十センチ程度の円形領域の内部で空気分子の配列をヘイズが望む通りに動かす。分子の配列が空間に論ろん理り回路──幾き何か学がく模も様ようの組み合わせによって情報的な意味を与えられた図形──を描き、それが時間と共に微細に変化することで魔法士の情報制御を同様の効果を生む。

　不可視の論理回路が目標領域内の物質の情報を解体。自らの拠よって立つ論理を失った数百の銃弾は瞬しゆん時じにその構造を失い、原子単位に分解されて砂のように崩れ落ちる。

「お見事ですヘイズ君。次は……」

　フライヤーの後部座席からアニルの声が飛ぶ。その指示に従って目標点を設定し、立て続けに三度指を弾く。生み出された音は秒速三百四十メートルで空間を伝わり、ヘイズの脳内予測と寸すん分ぶん違たがわぬ位置に論ろん理り回路を構こう築ちく、わずかな時間差をおいて情報解体を開始する。

　同時に、銀髪の騎き士しの姿が、視界からかき消える。

　最初の「破砕の領域Erase Circle」で足場を失った少年の体は半透明な球形の揺ゆらぎに包まれ、空間から消失するとほとんど同時に五メートルの距きよ離りを置いた別な地点に出現する。

「わりぃな、そこはハズレだ」

　タイムラグをおいて放たれた「破砕の領域Erase Circle」が、少年が出現するのと全く同じタイミングで情報解体の効果を発揮する。またしても足場を失った少年は再び自己領域を展開して空間を転移。亜光速で空を駆けて別な地点に出現し、それと同時に少年の足下から再び足場が失われる。

　脳に相応の負荷をかける自己領域は、最高レベルの騎士といえども短時間にそうそう起動・終了を繰くり返せるものではない。

　今度こそ自由落下を開始した少年めがけて、四台のフライヤーから容よう赦しやなく銃じゆう弾だんが撃うち込まれる。

　それを両の騎士剣で打ち払い、少年は落下体勢のまま身を捻ひねって構えを取る。

「さて、そろそろですか」見せ物を楽しむようなアニルの声。「ここまでということは無いはずです。それなら彼は三ヶ月前にメルボルンで死んでいる。……来ますよ、奥の手が」

「奥の手？」

　思わず、視界の端を後部座席に向けるヘイズ。

　瞬しゆん間かん──

　何の前触れも、何の警けい告こくもなく、機き体たいに衝しよう撃げきが走った。
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　重力に引かれるまま落ちていたのは、ほんの数秒だった。

　ディーは身体能力制せい御ぎよを再起動し、吹雪ふぶきの中で強引に体勢を立て直した。

（蓄ちく積せき疲労回復。「自己領域」展開可能）

　Ｉ－ブレインのシステムメッセージが視界の端に二重写しに浮かぶ。自己領域は展開を維持している間よりも、その起動・終了の瞬間に脳に最も負荷をかける。蓄積疲労によって一時的に機能低下していた脳が回復し、自己領域の使用が可能になる。襲おそい来る銃弾を左右の剣で打ち落とし、頭上の白いフライヤーを見上げる。

　……強い……

　炎使いアニル・ジュレだけではない。あのフライヤーには別な魔ま法ほう士しも乗っている。助手席から指を弾はじいていたあの男。ディーが生まれて初めて見る、遠えん隔かく作用による物質の情報解体。

　正体不明の能力者。

　このままでは、確かく実じつに作戦は失敗する。

　……真ま昼ひるさん、すいません……

（「並列処理」発動準備。騎き士し剣けん『陰いん』『森しん羅ら』、左脳に同どう調ちよう。騎士剣『陽よう』、右脳に同調。完了まで三……一……発動準備、完了）

　Ｉ－ブレインにコマンドを送り、動作効率を限界値に設定。

　両の騎士剣を翼つばさのように大きく左右に広げ、落下体勢のまま構えを取り、

　……少しだけ、本気を出します……

（並列処理を開始。「身体能力制せい御ぎよ」発動。運動速度、知覚速度を四十三倍で定義）

（並列処理を開始。「自己領域」展開。時間単位を改変、重力場を強制的に遮しや断だん）

　ディーの左脳と右脳、頭の両側に一つずつ存在するＩ－ブレインがそれぞれ異なるプロセスの起動を開始する。元ウィザーズ・ブレイン・ファクトリー所属、実じつ験けん訓練生『二重デユアル』No.33。かつてはシティ・マサチューセッツの最高機き密みつであったディーの脳内には通常の魔ま法ほう士しの二倍、二つのＩ－ブレインが並列に存在し、それぞれが別々の処理を行うことで異なる二つの能力を同時に起動することができる。

　自己領域と身体能力制御の両方を一度に使用可能な、世界にただ「二つ」のＩ－ブレイン。

　それは、自己領域と身体能力制御の切り替え時のタイムラグという、騎士の唯一にして最大の欠点を克服する。

　……状況、開始。

　球形の揺ゆらぎに包まれたディーの体は独自に設定した重力方向に従って斜め上前方に亜光速で落下。外界の時間にして一千万分の一秒足らずで目標の白いフライヤーに近接し、対たい衝しよう撃げき装そう甲こうに覆おおわれた天てん井じように両の騎士剣を突き立てる。

（情報解体、発動）

　出力を絞った情報解体が天井を構成するチタン合金の一部の情報を破は壊かいし、直径一メートル程度の円形の領域を原子レベルにまで分解する。フライヤーの天井に大きな穴が開き、乗員の姿が顕あらわになる。

　フライヤーのような大きな物体に接触してしまったことで自己領域の境界面が安定性を失い、自動的に終了する。

　後部座席に座る白しろ装しよう束ぞくの男を見下ろし、口を開く。

「降伏してください。こういう言い方は嫌いですが、抵抗すればどうなるかお分かりですね？」

「さて、そう言われましても」

　ゆっくりと答える男の言葉をＩ－ブレインが補正して脳に伝える。身体能力制御を発動した状態では相手と体感時間の流れる早さがあまりに違いすぎるから、演算によって補正しなければ会話が成立しない。

「私もいろいろと忙しい身でして、あなたに捕まってしまっては公務に支障が」

「あなたに選択の余地はありません。すみませんが」

「さて、それはどうでしょう」

　落ち着いた態度をわずかも崩さない、アニル・ジュレの声。

　その言葉にわずかな違和感を覚えた瞬しゆん間かん──

（攻こう撃げき感知、危険）

　一瞬前までは兆ちよう候こうすら存在しなかった、真後ろからの警けい告こく、

　フライヤーの屋根の上を端から端まで飛とび退のき、着地と同時に振り返った視界を白いジャケットが躍おどり、

「……ありゃ、避よけられたか」

　おどけたような声に、目を見開いた。

　青い瞳ひとみをサングラスで隠した白髪の少年が、一瞬前までディーが立っていたその位置に悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。
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　……何……？

　頭上で行われた戦せん闘とうの一部始終を、錬れんは地上から見ていた。

　時間にしてわずか十数秒。超高速で行われた戦いはしかし、突然出現した白髪の少年によってあっけなく中断された。

　黒いスラックスに白いジャケットを羽は織おった、白髪の少年だった。見た目の年は錬よりいくらか上ぐらいで、鍛きたえ上げられたその体は大小無数の傷でつぎはぎみたいになっていた。薬で染めたような短い白髪が風に揺れ、青い瞳を隠す小さな丸レンズのサングラスが薄うす闇やみの中に光っていた。

「援軍到着。言うとくけど、おれだけとちゃうで」

　奇妙な訛なまりの英語で言い放ち、少年が自分の後ろを指さす。吹き荒れる吹雪ふぶきのヴェールの向こうから、いくつもの小さな影かげが姿を現す。

　次第に顕あらわになっていくその全容に、錬は息を呑のむ。

　攻撃機、フライヤー、はては百メートル級の飛行艦かん艇てい……

　大小百隻せき近い艦艇はおのおのすべての武装を発射態勢に構え、全方位からこの小さな墓地を取り囲んでいた。

「──まったく、貴方あなたまでが出てくるとはな」

　唐とう突とつな声。

　驚おどろいて視線を正面に戻すと、錬と対たい峙じしていた黒髪の少女は視線を上に向け、

「ニューデリーとモスクワは敵対関係のはずだろうに。いったい何の祭りだ？　これは」

　少女が銀髪の騎き士しに目配せすると、騎士は一つうなずいてアニルが乗るフライヤーの上から飛とび退のく。少年の体は墓ぼ地ちの外はずれに音も無く降り立ち、二振りの騎士剣を静かに構え直す。

　後に残るは、白髪の少年。

　少年はフライヤーの中に向かって「ども」と軽い挨あい拶さつを送り、数十メートル眼下の少女に笑いかける。

「まあそう言うなや、せっかくの再会やねんから」

「友人のような言い方はやめてもらいたい、幻影イリユージヨンNo.17」

　言葉とは裏うら腹はらに、旧友を見つけたような笑えみが少女の口元に浮かぶ。と、唐とう突とつに少女の襟えり元もとから通信素そ子しと思おぼしきかすかな電子音。少女は襟を引き寄せて「何だ、今は……」と呟つぶやき、すぐにその目を大きく見開く。

「……撤てつ退たいだと？　馬ば鹿かな、それでは計画が……」トーンを落とした少女の声に怒りの色が混ざり「……分かった。釈明は、後で聞かせてもらう」

　少女が乱らん暴ぼうに襟を払い、銀髪の騎士に顔を向ける。騎士も同じ会話を聞いていたらしく、少し困こん惑わく顔でうなずく。

　一挙きよ動どうで地を蹴けったその体が、後方に跳ちよう躍やくして墓地を囲む外がい壁へきの上に着地する。

　少女はそれを横目に頭上に向き直り、ツインテールに編あんだ黒髪の裾すそをざっと払い、

「申もうし訳わけないが事情が変わった。……貴方あなたまで出てきたとなればここは分ぶが悪い。退しりぞかせてもらう」

「なんや、ここで前の決着、とはいかへんのか？」

「すまないが、こちらも忙しい身でな」

　決着はまたの機き会かいに、と呟き、少女が優ゆう雅がに一礼する。顔を上げると同時に外がい套とうの裏に伸びた少女の手から、小さな何かが投げ放たれる。黒い小さな物体は緩ゆるやかな放物線を描いて墓地の中央に着地、同時に激はげしい閃せん光こうと衝しよう撃げき音おんを撒まき散らす。

　暴徒の鎮ちん圧あつに用いられる、音おん響きよう閃せん光こう弾だん。

　とっさにＩ－ブレインにコマンドを送り、視覚と聴ちよう覚かくをカットする。

　光の中で少女が飛ぶ、黒い外套を翻ひるがえした少女は墓地の外壁を足場に再度跳躍し、町の外に広がる雪の原野へとその体を躍おどらせる。

「ま、待って……」

　荒れ狂う衝撃音の中、必死に声を上げる。

　果たしてその声が届いたのか、少女は空中でこっちを振り返る。

　Ｉ－ブレインによって聴覚が遮しや断だんされた無音の世界の中、光の向こうに見える少女の唇の動きが錬れんに言葉を伝える。

「……天あま樹ぎ錬、と言ったか」

　吹き荒れる衝しよう撃げき波はの中、決して乱れることなくたなびく少女の長い黒髪。

「貴方あなたにはいずれ、ゆっくり話を聞かせて頂く」

　黒い炎のような瞳ひとみが、射い抜ぬくような視線を投げた。




　衝撃と閃せん光こうは十秒足らずで収まり、小さな墓ぼ地ちに静せい寂じやくが戻った。

　錬れんは大きく深く息を吐き、ゆっくりと周囲を見回した。

　至るところで陥没し、クレータ状の穴が穿うがたれた薄うす闇やみの墓地。すでに少年と少女の姿は無く、砕くだかれたいくつもの墓石が数分前までの戦いの激はげしさを物語っている。

　……お墓はかは大切にしないと、だめだよね……

　何となしに頬ほおをかき、はたと大事なことを思い出して、顔を上に向け、

「……あー……」

　収まる気け配はいを見せない吹雪ふぶきの向こうから、四台のフライヤーがゆっくりと降りてくる。そのさらに上空にはおそらく一個師団の航空戦力が包囲を敷しき、いまだ、武装の照準をこの場所に向けている。

　……さっきの人達を追っかけて、みんなどっかに行ってくれるとうれしいんだけど……

　もちろん彼らの第一の目的はアニル・ジュレの救助なのだろうから、伏ふく兵へいの有無が確かく認にんされるまではそんな展開は望めない。四台のフライヤーは錬を取り囲む位置に降り立ち、そのうちの一台、天てん井じように大穴の空いた白いフライヤーの屋根から白髪の少年が「よっ」と飛び降りる。

　それに続いて機き体たいの中から、操そう縦じゆう者しやの兵士、ヘイズ、フィア、アニル、と順にその姿を現す。

「錬さん……」

　不安そうに駆け寄ってくるフィアを抱き留め、「大丈夫だよ」と笑ってみせる。他ほかのフライヤーからも次々に兵士が現れ、いつの間にか、錬はフィアとヘイズと共に包囲される格かつ好こうになってしまう。

「錬君、申もうし訳わけありません」どう聞いても申し訳なく無さそうな、アニルの声。「こういう状況になってしまった以上、君たちにも事情を聞かないわけにはいきません。君たちにはシティ・ニューデリーに来て頂くことになりますが、よろしいでしょうか？」

「……どうせ、断っても無む駄だなんだよね？」

　投げやりに答えると、アニルは笑え顔がおのまま「はい」とうなずく。兵士達の一人が「こちらへ」とフライヤーの後部座席を示す。

　ちらりと振り返ると、疲れ切ったようなヘイズの顔。

　青年は手のひらで顔を覆おおってため息を吐つき、横目をアニルに向け、

「……ハメやがったな、おっさん」

「さて、なんのことでしょう」

　澄すました顔で、アニルが笑った。
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　二振りの騎き士し剣けんを両手に提さげた少年の姿が、雪原のずっと向こうに見えた。

　セラは頭からかぶっていた偏へん光こう迷めい彩さいの外がい套とうを脱ぎ、腰掛けていた大きな岩の上から重力制せい御ぎよで飛び降りた。

（情報制御を感知）

　こっちに気がついたディーが、手を挙げて応こたえる。普通ではあり得ないスピードで走るその姿が見る見る近づき、あっという間にセラの前にたどり着く。

「ただいま、セラ」

「お帰りなさいです、ディーくん」

　カバンからタオルを取り出し、雪で濡ぬれた少年の頭を拭ふく。

　少年は「ありがと」と微笑し、あたりをぐるりと見回して、

「……全部、セラがやったの？」

「そうです」うなずき、あ、と気付いて「大丈夫です。兵隊さんにはケガさせてませんから」

　周囲の雪原に横たわるニューデリー軍の戦せん闘とう用ようフライヤーに顔を向け、ちょっとだけ胸を張る。二人の立つ場所を取り囲むように全部で五台。いずれも後部の演算機き関かんが積つまれた場所に五センチほどの穴が開いている以外は傷らしい傷もなく、乗り捨てられてから少し時間が経たったせいで屋根の上に薄うすく雪が積もっている。

　この場所に待機している別べつ働どう隊たいの無力化と、ディーの撤てつ退たいの支援──それがセラに与えられた役割。

　もちろん真ま昼ひるに言われたとおり、乗っていた兵士にはかすり傷一つ負わせてはいない。十五人いた兵士達はみんな武器と通信装置を取り上げた以外は何もせずに帰してあげたから、今いま頃ごろは五キロ離はなれたニューデリーまで歩いて戻っているはずだ。

「セラは、ほんとに上手じようずになったね」

　何とも言えない顔で呟つぶやいたディーが、こっちの視線に気付いて慌てたように笑う。ちょっと悲しくなるけど、がんばって笑え顔がおを返す。

　自分が戦ったり、魔ま法ほうを上う手まく使えるようになったりするのを、ディーは喜んでいない。

　分かっていることだし、当然のことだけど、やっぱりちょっとだけ胸が痛い。

「……えっと、それで、作戦はどうだったんですか？」

　深呼吸してそう問うと、ディーが困ったように顔をしかめる。その様よう子すにやっぱりとうなずき、「大丈夫ですよ」と少年の手を取る。

「ディーくんがそんな顔しなくても平気です。……真昼さん、最初から作戦が成功すると思ってなかったみたいですから」

　え？　とディーが目を丸くする。

「セラ、それ、どういう……」

「わたしにも分からないですけど、でも、出発する前に真ま昼ひるさんに言われたんです」セラはほんの一時間前のことを思い出し「たぶん失敗して帰ってくるはずだから、気にしないように伝えておいて欲しい、って」

「そう、なの？」

　困ったような顔でディーが首をかしげる。そんな顔をされても、セラにだって分からないものは分からない。

　けど、その伝言を告げた真昼の顔は、いつもと何も変わりなく、穏おだやかそのものだった。

　この数ヶ月で、セラにも分かってきている。

　あれは、あの青年が何かを企たくらんでいるときの顔だ。

「もしかすると……真昼さん、最初から失敗するつもりの計画立てたのかも知れないです」

「失敗するつもり……」少年は何かを考え込むように視線を落とし「セラ、それって、つまりどういうこと？」

「え？　えっと、あの、ただ何となく『そうじゃないかな』って思っただけで……」

　思いつきの言葉に説明を求められてしまい、しどろもどろに言いい訳わけする。

　ディーは、んー、としばらく考え、

「ま、いっか。帰って真昼さんに聞けば済むこと……」

　そこで、唐とう突とつに言葉が途と切ぎれる。

　ディーはぽかんと口を開け、雪原の向こうを凝ぎよう視しする。

「ディーくん……？」

　服の裾を引いてみるが、反応無し。

　セラは小さく首をかしげ、少年が見上げる視線の先をたどり──




「……え……？」




　吹雪ふぶきの向こうに浮かび上がるその人ひと影かげに、目を疑った。

「ディーくん……あれ……」

　無む意い識しきに声が震ふるえる。こわごわと少年の手をつかむが、少年は何も答えない。つかんだ手に汗がにじんでいる。少年が震えているのが分かる。

　人影はゆっくりと、しかし着実にこちらに近づいてくる。

　吹雪に隠されていたその姿が、はっきりと形を成していく。

　ディーよりもいくらか年上ぐらいの白人の少女。肩までで揃そろえられた茶色の髪。白を基き調ちようとした軍服の上に、防寒用の外がい套とうをもう一枚。

　両目を覆おおい隠す、豪ごう奢しやな意い匠しようを施ほどこされた黒い眼帯。

「……クレア……」

「久しぶりね、ディー」

　張りつめたような声が、少年の呟つぶやきに答えた。

　シティ・マサチューセッツ所属、実じつ験けん訓練生「千里眼クレアヴオイアンスNo.7」が、吹雪ふぶきの向こうにその姿を現した。
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　Ｉ－ブレイン越しの仮想視界の中に、銀髪の少年と金髪の少女の姿を「視み」た。

　クレアは無む意い識しきに髪の乱れを整え、二人に向かって一歩進み出た。

　防寒用の外套に組み込まれた演算素そ子しが、周囲の大気の状態を調ちよう整せいして舞まい落ちる雪を弾はじく。降ふり積つもった雪をブーツで踏み固め、少年と少女に向かってゆっくりと近づいていく。

　半年ぶりに会う弟を、情報の海を介して視つめる。最後に視たときより少し背が伸び、痩やせたような気がする。治ち療りようによってほとんど痕あとは残っていないが、たったの半年でずいぶんケガが増えた。少女めいた顔は以前のままだが、その表情には少しだけ精せい悍かんさが増した気がする。

「元気にしてた？　少し体重が減ってるみたいだけど、ちゃんと食べてるの？」

　ぎこちない笑え顔がおを少年に向け、もう一歩、前に進む。

　と。

「……セラ……？」

　驚おどろいたようなディーの声。思わず、クレアも足を止める。

　少年の前には、金髪をポニーテールに結ゆわえた小さな女の子。

　ディーをかばうように両手を大きく広げ、こっちの顔をまっすぐに睨にらむ。

「セレスティ・Ｅ・クライン……」

「クレアさん」少女の周囲に、透明な正八面体型の結晶が浮かぶ。「……こんなところまで、ディーくんを連れ戻しに来たんですか？」

「え？」

　その言葉に、眼帯の内側で目を見開く。

　少女の顔を、まっすぐに視つめる。

「ち、違うわよ！　あたしは……」

　訳わけも無く慌て、大声を上げてしまう。少女がそう考えるのは当然だということに今さらながらに気付き、そのことに思い至らなかった自分に驚く。

　ディーがマサチューセッツを去ってから半年、弟のことを思わない日はなかった。身の安全を祈るのは毎日のことだったし、会いに行こうと思ったことも一度や二度ではなかった。

　賢けん人じん会かい議ぎの本ほん拠きよ地ちがアフリカ海のどこかにあることも、自分の知覚能力でとっくに知っていた。

　けれど、それは誰だれにも教えることなく、心の中でずっと秘密にしていた。

　本拠地の場所がシティの自じ治ち軍ぐんに知られてしまえば、賢人会議はすぐに制圧されてしまう。そうなればディーは捕らえられ、今度こそ軍に殺されてしまう。だから、マサチューセッツの軍や研究員から賢人会議の居場所を調しらべるようにと何度要よう請せいが来ても「分からない」「防ぼう御ぎよが厳きびしすぎて調べることができない」で押し通した。後をつけられるおそれがあったから、ディーに会いに行きたくても行けなかった。

　だから、賢人会議がニューデリーに来ると聞いたときには、真っ先に作戦に志し願がんした。

　ここまで来れば、ディーに会えるかも知れないと思った。

「クレア」

　どこか悲しそうな少年の声が、思考を遮さえぎる。ディーは金髪の少女の肩に手を置き、背中にかばう格かつ好こうで前に出る。

「ディー……」

「久しぶりだね、クレア」

「ディー、あたしは」
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「うん、分かってる」ディーはぎこちない笑え顔がおでうなずき「ぼくを捕まえに来たんじゃないんだよね。……でも、じゃあどうしてここに？」

「あたしは……！」

　そこで、言葉が途と切ぎれてしまう。自分が何をしに来たのか分からなくなってしまい、脳内の仮想の視界を右に左にさまよわせる。

　自分は、ディーに会いに来た。

　とにかくディーのところに行って、ディーに会って、それで、なんでもいいから会いさえすればそれで──

「あたしは……」

　言うべきことが、とうとう無くなった。

　その先を何も考えていなかったことに、クレアはようやく気付いた。




　吹雪ふぶきの音が、激はげしさを増した気がした。

　言葉を失うクレアの前で、ディーがゆっくりと口を開いた。

「クレア。マサチューセッツのエージェントとして来たの？」

「……そうよ」

「賢けん人じん会かい議ぎを捕らえるために」

「ええ」

「そっか……」

　悲しそうな呟つぶやき。

　ディーは視線をうつむかせ、唇をかみ、

「……じゃあ、今のぼくらは、やっぱり敵同士だね」

　え、という自分自身の声。

「ディ、ディーくん！」さっきまでこっちを睨にらんでいたはずの少女が少年の腕を強くつかみ「そういう言い方はダメです！　クレアさん、本当にただディーくんを心配して、ディーくんに会いに来ただけかも……わっ！」

　言いつのる少女の小さな体を、ディーは強引に抱き上げる。右手に騎き士し剣けんを一本だけ構え、後方に飛とび退のいて大きな岩の上に立つ。

「クレア……ぼくは、もうクレアとは戦いたくないよ」

「ディー……」

「できるなら、今すぐマサチューセッツに帰って」

「ディー！」

　少年が、こっちに背を向ける。

「……さよなら、姉ねえさん」

　呟つぶやいたその体が。空に向かって跳ちよう躍やくした。

　──鳴りやまない、吹雪ふぶきの音。

　去りゆく少年の背中を、クレアはただ、呆ぼう然ぜんと視み上あげた。







　　　第四章　子らは集い、子らは惑う　～Politician's Circus～







　地球上に現存する他ほかのシティすべてがそうであるように、シティ・ニューデリーにおいても、政府に関係する施設のほとんどは最も上の階層である二十階層に集中している。

　政治の中ちゆう枢すうである執しつ政せい院いん、軍事の中枢である司令本部、そしてシティの心しん臓ぞうとも言うべきマザーシステム──その他、ありとあらゆる重要施設が、直径わずか十キロの領域に詰め込まれている。

　通常、シティ内部における治安維持は軍の警けい備び部隊に一任されているものだが、ニューデリーにおいては少々事情が異なる。最高権力者である十二名の執政官が二つの派は閥ばつに分かれて争っているこの街では、第二十階層の警備もまた二つの異なる部隊によって分担されている。

　執政院と軍司令本部が置かれた中央部を中立の緩かん衝しよう地帯とし、西半分をマザーシステム反対派の息のかかった陸軍の市街戦部隊が──

　逆側の東半分は、マザーシステム賛成派の子飼いである空軍の特殊降下部隊がそれぞれ受け持っている。

　そんな東地区の外はずれに設けられた執しつ政せい官かん用ようの居住区画に、アニル・ジュレの私邸はある。元元は大戦前に政府施設として建てられたものが戦後に使われなくなっていたのを、アニルがマザーシステム反対派を裏切って賛成派側に「亡命」したのを機きに借り受けたもので、執政官のオフィスを兼ねたその中身は広すぎるぐらい広く、キャッチボールができそうな応接室にどこの会かい議ぎ室しつかというぐらい設備の整った執しつ務む室しつ。二十個以上ある客室に、専用の図書館データ室まで設けられている。

　錬れん達を乗せたフライヤーは二十階層の軍用ポートからニューデリーに入り、二十台近い護ご衛えいのフライヤーに囲まれて、そのアニル邸の正面玄関に降り立った。

　ヘイズは三階建ての邸宅を一目見るなり、無む駄だにでかい建物だな、と呆あきれた声を上げた。

　いつもなら大喜びするはずのフィアは、玄関扉に施ほどこされた装飾を見ても庭に植えられた天然ものの木を見ても無言で、じっと何かを考えているようだった。




「……というわけで、現在、このニューデリーではマザーコアの交換計画が進行しています」

　四人分のティーカップに注がれた合成品の紅茶が、ほわりと湯気を立ち上らせた。

　アニルは応接テーブル上に浮かぶ立体映像ディスプレイの資料を錬とフィアに示し、世間話でもするような軽い口く調ちようで説明した。

「マザーコアの交換に賛成する執政官が六人、反対する者が同じく六人。それぞれの執政官に近しい政府機き関かんも必然的にどちらかの派は閥ばつに属することになり、この街は今、ちょっとした内戦状態にあります」

「……いや、あのな、おっさん」

　アニルの右どなりに座ったヘイズが、呆れ半分疲れ半分という顔で口を挟む。

　赤髪の青年はテーブルに頬ほお杖づえを突き、自分の前に置かれたティーカップを取り上げて面おも白しろくも無さそうに一口飲み、

「んな、今晩の飯の献立みたいな感じで話すことか？　もっとこう、重みとかそういうのねぇのかよ」

「こんなところで劇げき的てきな演説効果を求めても仕方がないでしょう」

　アニルは自分のカップを指でつまんで優ゆう雅がに口を付け、

「ともかく、反対派の執政官たちはコアの交換を阻そ止しするために賢けん人じん会かい議ぎなるテロリストと手を結び、それを知った我われ々われは対抗手段としてマサチューセッツとモスクワに協力を求めた。その結果が先ほどの戦せん闘とうというわけです。……図はからずも、君達を巻き込む形になってしまいましたが」

　申もうし訳わけありません、とアニルが頭を下げる。

　錬はそこから視線を逸そらし、ティーカップに映る自分の顔を無言で睨にらんだ。

　両手を膝ひざの上で握りしめ、強く唇をかみしめる。頭の中では思考がぐるぐると渦うず巻まいて、いつまで経たってもまとまらない。

　アニル・ジュレは、マザーシステムの存在を認める人だった。

　そして、成り行きとはいえ、知らなかったとはいえ、自分はその人を助けてしまった。

　確たしかにそもそもの目的はニューデリーに入ることだったし、その目的はあっけないほど簡かん単たんに果たされた。このままアニルに取り入れば、シティの中で動きやすくなるかも知れない。

　……でも……

　ちらりと、視線をとなりに向ける。

　フィアは同じように顔をうつむかせ、唇をかんでいる。

　少しの間、目を閉じてみるが、心の声は聞こえてこない。「同どう調ちよう能力」という特殊な力を持つ少女はＩ－ブレインを介して直接人の脳に語りかけることができるのだが、いつもならこんな時に語りかけてくるはずのその「声」を今日きようは使わない。

　シティのマザーコアとして生み出され、一度はそのために死を覚悟した少女。

　錬れんにも見せられない複雑な思いが、その胸の中で渦うず巻まいているのかも知れない。

「……聞いても、いい？」

　カップから顔を上げ、眼鏡めがねに隠されたアニルの黒い瞳ひとみを見上げる。

　どうぞ、とうなずくアニルの前でもう一度深呼吸し、背筋を無理やり伸ばして、

「誰だれかにマザーコアになれって命令するのって、どんな気分？」

　少しの間。

　アニルは何かを考えるように目を閉じ、ああ、とうなずいて、

「……そういうことですか、なるほど」目を開け、柔らかな笑えみを浮かべ「錬君もフィア君も勘違いをしています。他ほかのシティなら知らず、このニューデリーにおいては誰かを強制的にマザーコアにしたことはこれまで一度もないし、これから先もあり得ません」

「え……」

　思ってもみなかった言葉。意味がよく分からない。

「それ……どういう……」

「ですから」

　アニルが居住まいを正す。

　白しろ装しよう束ぞくの執しつ政せい官かんは、子供に道理を説くような静かな口調で、

「前のマザーコアも、今回の候補も、どちらも自ら望んでコアとなる志し願がん者しやですよ」

　そんな、とフィアの小さな声。

　少女は弾はじかれたように顔を上げ、アニルの柔にゆう和わな瞳ひとみを凝ぎよう視しし、

「本当なんですか？　本当に、その人達は自分から進んでマザーコアに」

「はい」アニルがうなずく。「そもそも、我われ々われは最初、『候補がいない』という理由でマザーコアの交換を諦あきらめようとしていたのです。それが、志願者が見つかったことで急きゆう遽きよ、この話が進んだ。今からでも、志願者が望めば計画はいつでも白紙に戻ることになっています」

「その志願者って？」思わず口を挟む錬れん。

「申もうし訳わけありませんが、それは最高機き密みつでして」

　アニルは笑い、椅い子すの肘ひじ掛かけに手を置く。

　埋め込まれたキーを叩たたき、交換計画に関する資料が表示されたディスプレイを消去して、

「これは錬君とフィア君に限らず、マサチューセッツとモスクワのエージェントでも、たとえ我わが軍の兵士であっても同じこと。次のマザーコアの正体を知っているのは、本人と、我われ々われ『推進派』の執しつ政せい官かん六人だけですよ」

　ゆったりとした白しろ装しよう束ぞくを引きずり、アニルが椅子から立ち上がる。

　応接テーブルをぐるりとこちら側に回り、錬とフィアのとなりまで歩き、

「残念ながら、今、我々の派は閥ばつは戦力的に不利な状況にあります。マザーシステム反対派に属する魔ま法ほう士しの執政官たちは大戦中に功のあった方々で、軍に対する影えい響きよう力りよくは彼らの方が強い。加えて、彼らには賢けん人じん会かい議ぎという協力者もいる。直接的な武力行使に出られた場合、こちら側が勝てる可能性はきわめて低い」

　急に、男が縮ちぢんだような錯さつ覚かく。

　アニルは自ら床ゆかに膝ひざをつき、目線の高さを二人に合わせる。

「協力して頂けませんか。我々は今、一人でも多くの助けを必要としている」

「……え……？」

　思わぬ成り行き。フィアと顔を見合わせる。

「そ、そんなこと言われても……」

「そうです！　私たち、やらないといけないことが」

「もちろん、タダでとは申しません」アニルは床ゆかから立ち上がり「早速、と言うのもおかしな話ですが、お二人に会わせたい方がいます」

　ゆったりとした装束の袖そでが持ち上がり、応接室の入り口に立つ兵士に合図を送る。二人の兵士がうなずき、扉を左右に引き開ける。

　瞬しゆん間かん、錬は息を呑のむ。

　開け放たれた扉の向こう、照明を落とされた薄うす暗ぐらい廊下の中。

「……月つき……姉ねえ……？」

「えっと……久しぶり」

　いい加減に着込んだシャツとジーンズ。うなじで適当にまとめた長い黒髪。

　天あま樹ぎ月つき夜よは、錬が最後に見たときと同じ姿でバツが悪そうにはにかみ、

「心配かけた……わよね。二人とも、元気してた？」

「月姉──！」

　頭の中が真っ白になった。

　椅い子すを蹴けり倒す勢いで立ち上がり、錬れんは駆け出した。




　月つき夜よにあてがわれていた客室は、二階の一番奥まったところにある、座ざ敷しき牢ろうか何かのような場所だった。

　錬はフィアと二人並んで、丁てい寧ねいに掃除されたベッドの縁ふちに腰をかけた。

「そっか……。じゃあやっぱり、月つき姉ねえはモスクワに捕まってたんだね」

「そうなのよ。もうほんっとに、真ま昼ひるの馬ば鹿かのせいでいろいろあって」

　椅子に前後さかさまに座って背もたれの上に肘ひじをつき、月夜は盛大にため息を吐つく。メルボルンで賢けん人じん会かい議ぎの事件に巻き込まれてから今日きようまでのあれやこれや、言いたいことを言い終えて満足したのか、簡かん易いテーブルの上のコップを取り上げて中の水を一気に飲み干す。

「にしてもおっどろいたわよねー。まさか、あんた達がここまで来るなんて」

「錬さんのおかげです」フィアがにっこり微笑ほほえみ「大変だったんですよ？　真昼さんと月夜さんがいなくなってから、錬さん、二人を見つけるんだって毎日寝ないでいろんなこと調しらべて、ちょっとでも手がかりみたいなもの見つけたら地球の反対側でも駆けつけて……」

「フィア！　それはいいから！」

　慌てて割って入ると、フィアは「どうかしましたか？」と不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。とにかくいいからと少女を強引に納得させ、少しうつむいて顔が赤くなっているのを隠す。フィアの言ったことは一つ残らず間違いなくその通りなのだが、姉の前であからさまにその話をされるのはちょっと恥ずかしい。

「ま、その話はあとでゆっくり聞かせてもらうわ」月夜はからかい半分照れ半分という顔で笑い「とにかく、そういう訳わけで私はまだ、半分モスクワの捕ほ虜りよみたいな感じ。別に二十四時間手て錠じようはめられてたり監かん視しされてたりって訳じゃないけど、これが外はずれないんじゃちょっとね……」

　首にはまったチョーカー型のスタンガンを指で弾はじき、投げやりな息を吐く。月夜がそれをつけることになったいきさつやモスクワでの暮らしについても、たった今教えてもらったばかりだ。

「幻影イリユージヨンNo.17だっけ？　あの白いジャケットの人」数時間前の戦せん闘とうで最後に現れた少年の顔を思い出し「いちおう、月姉の命の恩人なんだよね。お礼言った方が良いかな？」

「いらないわよ」

　コンマ一秒の迷いもない即答。

　月夜は首のチョーカーを指でつまんで見下ろし、なぜだか意地の悪い笑えみを浮かべ、

「だいたい、ああいう正義の味方面づらしたヤツって絶対に裏があるもんなのよ。私を助けたのだって後で人質に使うつもりか何かに決まってんだから。あんた達も用心しなさいよ」

「そ、そうなんだ……」

　言葉の勢いに押されて、フィアと二人でちょっと引く。何か嫌いやなことでもあったんだろうか。

「あんなヤツの話、今はどうでもいいのよ」月夜は水差しから空からのコップに二杯目を注ぎ「私達が考えなきゃいけないのはこれからの行動。どうやって賢けん人じん会かい議ぎに接触して、真ま昼ひるふん縛じばって家に連れて帰るか。……て言っても、半分成り行き任せで行かなきゃしょうがないんだけどね。錬れんもフィアも、何か良い考えある？」

「え……」

　ちょっと意外な言葉に目をしばたかせる。フィアも同じ気持ちだったらしく、驚おどろいたように目を丸くしている、

「え……って何よ二人とも。私、そんな驚くこと言った？」

「だって……」少し考え、言葉を選び「だから……真昼兄にいは、自分から賢人会議に協力してるんだよね？」

「って言うより、あれはもう完全に参さん謀ぼうに収まってるわね」

「だったら、月つき姉ねえも賢人会議の仲間になるんじゃないの？　三ヶ月前には協力したんだし」

　と。

　月つき夜よは椅い子すを前に転がし、こっちに顔を寄せ、

「錬は、それで良いと思うの？」

「……えっと……それは……」

　言葉に詰まる。「それで良い」と本当に思うのなら、あの賢人会議を名乗る少女に出会ったときに頼み込んで真昼のところに連れて行ってもらっている。

　シティの犠ぎ牲せいになる魔ま法ほう士しを救う、という賢人会議の理想は、錬にとっても納得がいくし素す晴ばらしいものだと思う。

　だが、そのためにシティを敵に回して戦争を仕掛けるというのは、何か違う。

　何がどう違うのかと聞かれても上う手まく説明できないけれど、少なくともそういうやり方は「真昼らしくない」と錬は思う。

「……やっぱり、あんたもそう思うわけね」

　こっちが何も答えていないのに、月夜はふむふむとうなずき、

「この世界の人間全部を敵にして、魔法士の正義を押しつける。賢人会議が、真昼がやってるのはそういうことよ。……そんなのは全然真昼らしくない。あいつの考えることじゃない」

　そう言って、月夜は椅子から立ち上がる。

　両手を大きく広げて錬とフィアを自分の胸に抱き込み、

「私か、あんた達か、他ほかの誰だれかか。……誰でもいいからあのバカのところに行って、一発殴なぐって目ぇ覚まさせてやんなきゃね」
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　アニル・ジュレ執しつ政せい官かんの私室は、建物の外がい観かんや他の部へ屋やとは大きく印象が異なり、簡かん素そなベッドに机が一つ置かれたきりという主あるじの性格に則したものだった。

　ヘイズは部へ屋やの隅すみから客用の椅い子すを引っ張り出し、腰を落として一息吐ついた。

「……で？　錬れんとフィアは結局、おっさんの側について協力するって？」

「ええ、先ほど挨あい拶さつにみえました。……と言っても、賢けん人じん会かい議ぎにいるという錬君のご兄弟に接触するための方便でしょうが」

　アニルは白しろ装しよう束ぞくの上着を脱いでベッドの上に丁てい寧ねいにたたみ、自分用の簡かん素そな椅子に座って一息吐く。

「ですが、そうは言っても貴重な戦力です。この状況では正直言ってありがたい。……感かん謝しやしますよ、ヘイズ君」

　そう言って、アニルは遠い物でも見るように白い天てん井じようを見上げ、

「そういえば、ヘイズ君に初めて会ったのもあのぐらいの年の頃ころでしたか」

「あー、そーいやそうだな」

　六年ほど前の話。便利屋として仕事をしていたヘイズは、偶ぐう然ぜん訪れたこのニューデリーで、すでに執しつ政せい官かんの地位にあったアニルから大戦前の研究施設の調ちよう査さを依頼された。その調査は結局、大した成果も得られずに終わってしまったのだが、アニルは何が気に入ったのかヘイズと親しくするようになり、その縁えんでサティというHunter Pigeonの修理技術者に出会うこともできた。

　あの頃のアニルは、妹のルジュナと共に、マザーシステムに反対する陣営に属していた。

　魔ま法ほう士しを殺さない世界を作るのだと、ヘイズの記き憶おくにあるアニルは理想に燃もえていた。

「船の修理を依頼してきたようですが、母には会いましたか？」

「まあな。……相変わらず、うるせぇババァだった。おっさんもルジュナも、家に帰ってきたら叩たたき出すってよ」

　それはそれはとアニルは笑い、少しだけ息を吐き、

「私がマザーシステム賛成派に回ったことについては、何か？」

「何も知らない。知りたきゃ本人に聞けとさ」

　しばしの沈ちん黙もく。

「っつーわけで、だ」ヘイズは椅子ごとアニルに向かって身を乗り出し「まず聞きてぇんだけどよ。あんた、体の具合はどうだ」

「……ああ、そうでした」初めて、アニルは少し驚おどろいた顔をし「あなたには話していたのでしたね。六年ぶりで、すっかり忘れていました」

「ひでぇな。このことはルジュナにもババァにも内ない緒しよだって、オレは真ま面じ目めに守ってんぞ」

「そう、そう。そんな約束もしました」

　懐なつかしい話です、とアニルは呟つぶやき、机の引き出しを開ける。

　取り出されるのは、色とりどり、十数種類の錠じよう剤ざい。

　アニルはそれを一つずつ口に含み、グラスの水で飲み下し、

「正直、よくありません」右手のひらで心しん臓ぞうのあたりを押さえ「発症してから六年……何か治ち療りよう法ほうが見つかればと望みは捨てずにいましたが、そう都合良くはいかないようです」

　ヘイズもアニルに聞いただけだから詳しくは知らないが、アニルは六年前から、神経性の心臓疾しつ患かんを発症している。脳の一番奥の部分、いわゆる「ワニの脳」が関係しているらしいということ以外はいっさい不明の奇病で、患者の心臓に発ほつ作さ的てきな不整脈を引き起こし、最終的には心臓停止に至る不治の病だ。

「医者の診断は？」

「保もって半年。今度こそ、変更は無いそうです」

　わずかも表情を変えず、淡たん々たんと答えるアニル。

　あまりにもあっさりとしたその口く調ちように、ヘイズは言葉に迷う。

「おっさん……」

「ですが、Ｉ－ブレインの異常でなくて幸いでした」

　それでも何とか発した声を、アニルが遮さえぎる。

　シティ・ニューデリーの主席執しつ政せい官かんは椅い子すから立ち上がり、部へ屋やの奥の窓に目を向け、

「ここで死ぬのはいささか残念ですが、少なくとも無む駄だ死じにだけは避さけられます」

　視線のずっと先、Ｉ－ブレインの助けが無ければ視認できない第二十階層の反対側には、白い卵形の巨大な建造物。

　ニューデリーの全ぜん機き能のうを支える心臓、マザーシステム。

　アニルとルジュナの父が眠る、墓ぼ標ひよう。

「やっぱり、そういうことかよ」

　ヘイズも、自分の椅子から立ち上がる。

　アニルのとなりに立ち、白い壁かべに背中を預け、

「あんたがマザーコアの賛成派に回ったって聞いたときから、そうかもしれねぇとは思ってた。……このニューデリーでは、志し願がん者しやがいなきゃマザーコアの交換はできねえ。そんで、志願者なんてもんはそうそう都合良く現れるもんじゃねぇ。だから、あんたは」

「ご明めい察さつ」

　アニルがうなずく。

　部屋の窓に背を向け、まっすぐヘイズに向き直り、

「私が、シティ・ニューデリーの次のマザーコアですよ」




　カーテンが引かれ、照明が落とされた部屋に、立体映像ディスプレイが浮かび上がった。

　アニルは机の上の端末を操そう作さし、幾つかのデータを画面上に展開した。

「これがシティ・ニューデリーのエネルギー収支の現状。こちらが、このまま延命措そ置ちを続けてマザーコアの交換を先延ばしにした場合の、五年後の予測値です」

　膨ぼう大だいなデータが並んだ数表が、闇やみの中に浮かび上がる。

「……ひでぇな、こりゃ」ヘイズはしばし絶句し「これからの三年で周りの町は全滅。ニューデリーの中でもエネルギーは減少し、市民一人あたりに対する資源の供給量は三十パーセントダウンかよ」

「試算では、その供給量でもニューデリー市民は現状の生活を維持できます。軍事予算はかなり削らなければなりませんし、余よ剰じようの資源を備び蓄ちくすることもほぼ不可能。市民生活にも相当の問題が出ることになります。……が、理り論ろん値ちではその状態のままマザーシステムの機き能のうは安定し、停止の危険は回かい避ひ。コア交換を行うことなくさらに二十年シティの機能を維持できます」

「ババァが住んでるあの町の連中は見殺しか？」

「残念ながら」アニルは穏おだやかな笑えみを顔に貼はり付けたまま「執しつ政せい官かんになってから八年。気が遠くなるほどシミュレーションを重ねてきた、それがベストの解答です」
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「そうか……」

「ええ」アニルは自分の研究の成果であろうそのデータを見上げ「執政官になった頃ころは思っていました。父が死んだのも、戦場でたくさんの子供達が死んだのも、すべて上に立つ者が愚おろかだったからだ。だから、自分がすべてを動かす立場になって、最善の解答を見つけようと。誰だれもが幸せになる方法はきっとどこかにあって、自分にならそれが見つけられるはずだと」

　男の声に、ふと苦にがい物が混ざる。

　アニルは疲れたように椅い子すに腰掛け、手のひらで胸を押さえて息を吐き、

「八年、自分の無力を思い知らされるだけの日々でした。……何をやっても勝てない局面という物はあるのですね」

「だから諦あきらめんのか？　ルジュナを裏切って、あんたの親おや父じを殺した世界を受け入れるってわけか？」

「勘違いしないでください、ヘイズ君」

　アニルが眼鏡めがねの奥からこっちを見上げる。

　鋭するどい眼光が、ヘイズをまっすぐに射いる。

「私はただ、後に続く人達に道を残したいだけ。このシティはこのままでは保もたない。少なくとも、この街で最善の解答を見つける時間がもう私にはない。……けれど、それでも私は信じています。正しい答えはどこかに必ずあると。たとえ私が死んでも、時間さえあればいつか必ず誰だれかがそれを見つけてくれると」

　だから、とアニルは言葉を続ける。

「そのときまで皆が生きていられるように。私の後に続く方々がもう少しだけゆっくり考えられるように。……私はただ、時間稼かせぎがしたいだけです」

「……なあアニル。そのこと、ルジュナに話したらどうだ？」

　初めて、ヘイズは男のことを名で呼ぶ。

「いや、ルジュナだけじゃねえ。さっきの錬れんとフィアにしてもそうだ。あんたが腹割って全部話せば、あいつら本気であんたに協力してくれるかもしれねぇぞ」

「いけないんですよ、それでは」アニルは、静かに頭を振る。「私は自分の限界を知って説を曲げた人間です。しかし、ルジュナは違う。彼女は今でも理想のために戦っている。……将来、もし本当に魔ま法ほう士しを殺さない世界ができたとしたら、そのとき人々の先頭に立つのはルジュナのような人間でなくてはいけない。だから、彼女はたとえ一度でも、どんな理由があっても、マザーシステムの存在を認めてはいけないんです」

　男の言葉が、少しだけ早口になる。

　アニルは気持ちを落ち着けるように深呼吸し、元のゆったりとした口く調ちようで、

「錬君も、フィア君も……そして君も同じことです、ヘイズ君。私はここまでしか来れなかった。が、君達にはここから先がある。私の考えは根本から間違いで、マザーシステムは正しいのかも知れない。あるいは賢けん人じん会かい議ぎが言うように、魔法士がシティに戦いを挑むのが唯一の方策なのかも知れない。何が正しいかなど誰にも分からない。君たちがどの道を選び何を望むか──それが、これから先の世界を決めます」

　だから、とアニルは息を吐く。

　穏おだやかな顔でこっちを見上げ、少し疲れたように笑い、

「私はただの礎いしずえ。君達が先に進むための踏み台。……そんなものを理由にして、道を選んではいけません」
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　スライドした扉の隙すき間まから光が差し込み、闇やみの中に佇たたずむ女の姿を浮かび上がらせた。

　襲しゆう撃げき作戦の失敗から四時間、データの解かい析せきを終えてようやく会かい議ぎ室しつを訪れた真ま昼ひるを待っていたのは、シティ・ニューデリー執しつ政せい官かん、ルジュナ・ジュレただ一人だった。

「……他ほかの皆様はそれぞれの執しつ務むに戻られました。あなたに対する質問は、私が一人でさせて頂きます」

　こっちに口を開く隙を与えずそう説明し、自分の席に座って向かいの椅い子すを「どうぞ」と勧すすめる。言われるままに席につき、膝ひざの上で両手を組む。

　ルジュナは「ご苦労様です」と呟つぶやき、肘ひじ掛かけのタッチパネルを叩たたいて二人の間にディスプレイを呼び出し、

「早速ですが、釈明を聞かせて頂ければと思います」

「お言葉ですが、それはこちらの台詞せりふです。閣かつ下か」

「閣下と呼ばれるほどの者ではありません。どうぞ、ルジュナとお呼びください」

「……では、ルジュナ執政官殿どの」改めて女の名を呼び「釈明を求める権利は、まずこちらにあります。確たしかに、予想外の敵戦力を想定するのは作戦計画の基本ですが、あれほどの魔ま法ほう士しが二人も正体不明では話にならない。……いったい、このシティの調ちよう査さ・策さく敵てき能力はどうなっているのですか？」

「あの二名については、こちらでも調査中です」二人の間に浮かぶディスプレイに、赤髪の青年と黒髪の少年の姿が映し出される。「おそらくは、アニル・ジュレ執政官に関かかわりのある魔法士でしょう。それについてはこちらで調査します。……が」

　執政官の鋭するどい視線が、真昼に投げつけられる。

「我われ々われが問題にしているのはその点ではありません。問題はあなたが出した撤てつ退たい指示です。……確かに敵軍の本隊は接近していましたが、攻こう撃げき開始までには猶ゆう予よがあり、作戦行動の継けい続ぞくも可能だった。……撤退は、時期尚しよう早そうだったのではありませんか？」

「すでに、マサチューセッツのエージェントが戦場に投入されていました」澄すました顔で真昼は答える。「あのまま戦せん闘とうを続行しても、戦果が得られる可能性は低かった。……閣下は、我我の魔法士を捨すて駒ごまにでもするお積つもりですか？」

「……まあ、いいでしょう」

　ルジュナ・ジュレが、ため息を吐つく。

　椅子の上で足を組み替え、肘掛けに頬ほお杖づえをつき、

「個人的に質問させて頂きます。……私はこちらの派は閥ばつで唯一、Ｉ－ブレインを持たない人間で魔ま法ほう士し戦せん闘とうに疎うとい。新たに出現した敵側の魔法士、戦力としてはどの程度のものでしょう」

「第一級カテゴリーＡ、と申し上げればお分かり頂けますでしょうか」真ま昼ひるは何かを考えるフリをしてうつむき「どちらもおそらく世界で最高クラス。特に少年の方の能力は我われ々われ、賢けん人じん会かい議ぎの魔法士に匹ひつ敵てきします」

　顔を上げ、ふと思いついたように、

「そういう意味では、あの戦場において最も手て強ごわかったのは、アニル・ジュレ執しつ政せい官かん自身だったと言うべきかもしれません。あの中で最も弱い、二級か三級程度の能力でありながら、戦術論ろんと作戦のみでよくあそこまで……」

「彼は、このニューデリーの英雄ですから」答えるルジュナの声に、暗い物が混ざる。「私には詳しいことは分かりませんが、今、この世界ですべての魔法士が使っている対たい騎き士し戦術は、元々彼が考案した物だと聞いています」

「あなたのお兄にいさんだと、聞きましたが」

「隠しても仕方のないことですね」

　ほんの少しの間、ルジュナは目を閉じ、

「そもそも、私が政治の世界に入り、執政官となったのは彼の影えい響きようです。彼は軍人として戦い、私は官かん僚りようとして後方からそれを支える。それが、大戦が始まったばかりの頃ころに、二人で交した約束でしたから」

「けれど、そのお兄さんはあなたを裏切った」真昼は少し椅い子すから身を乗り出し「理由に、何か心当たりは？」

　と。

　ルジュナの視線が、ほんのわずかに左右に泳ぐ。

「……見当もつきません」黒髪の執政官は静かに首を振り「話はここまでにしましょう。ともかく、あなた方の能力は見せて頂いた。協力者として申し分ないというのが執政官六人の総意です」

「……恐れ入ります」

「私の邸宅に部へ屋やを用意しました。仲間の皆様はすでにそちらに」

　ルジュナが立ち上がり、優ゆう雅がに一礼する。

「数日中に連絡を差し上げます。次の行動プラン確かく定ていまで、ご自由におくつろぎください」

「感かん謝しやします」

　真昼は、柔らかな笑えみでそれに応こたえた。




「……それで？」

　十五分後、兵士達の案内でたどり着いたルジュナ・ジュレ執政官の邸宅。

　応接室に現れた真ま昼ひるを見るなり、サクラは冷たい声を投げた。

「帰ってくるなり申もうし訳わけないが、説明を求めてもいいだろうか」

　壁かべに背中を預けて腕を組み、じとっとした三さん白ぱく眼がんでこっちを睨にらむ。

「なんか、いきなりひどい言われようだね……」

　苦笑混じりに頬ほおをかき、少女の前をすり抜けて部へ屋やの奥に入る。小さな丸テーブルの前に並んで座るディーとセラに「ただいま」と笑いかけ、向かいの椅い子すに陣取る。

「あ、おかえり……なさい」

「えっと、おかえりなさい……です……」

　二人から返ってくるのは、何とも微妙な間の返事。

　銀髪の少年と金髪の少女は、物問いたげな目でこっちをじっと見つめる。

「えーっと……」何となしに視線を天てん井じように向け、降こう参さんというふうに両手を上げ「分かってます。三人とも、今からちゃんと説明する……」

　するから、と言いかけて、ふと視線を白塗りの天井に向け、

「この部屋、盗とう聴ちよう器きは？」

「セラが重力感知で調しらべた。問題無い」サクラは金髪の少女を横目に振り返り、一つ息を吐いて「というわけで、早速だが聞かせてもらいたい。今回の作戦、セラの話によると初めから失敗するつもりだったということだが、本当か？」

「さ、サクラさん……まだそうって決まったわけじゃ……」

「うん、その通り」セラの声を遮さえぎり、あっさりうなずく。「よく気がついたね。……って言っても、あそこまであからさまにお膳ぜん立だてしてたらさすがにバレるか」

「じゃあ、本当に成功しない予定の作戦だったんですか？」向かいの席で、首をかしげてディー「『兵士たちを傷つけないように』っていう指示も、本当は無かったって聞きました。アニル・ジュレも、とりあえず生きてれば何でも良かったって。……全部、僕らに全力を出させないで、作戦を失敗させるための細工だったんですか？」

「そういうこと。結構苦労したんだよ？　君達が手抜きしてるって執しつ政せい官かん達に気付かせずに、上う手まく負けさせるのって」

「説明を。天あま樹ぎ真昼」凍り付く寸前のサクラの声。「答えによっては、私も相応の対応を取らせて頂く」

　少女の手が黒い外がい套とうの裏に伸びる。

「そんなに焦あせらなくても……」短気だなあ、と真昼はちょっと苦笑し「じゃあ逆にサクラに聞くけど、あそこで作戦が成功して、ここまでアニル・ジュレを連れて帰ってきてたらどうなってたと思う」

　は？　とサクラは一いつ瞬しゆん、目を丸くする。

　何を当たり前な、という顔で少女は口元を笑えみの形に歪ゆがめ、

「それこそ、我われ々われの目的通りだろう？　作戦の成功を代価に、我々はシティ・ニューデリー執しつ政せい院いんと同盟を締てい結けつする。この街におけるマザーコアの交換は阻そ止しされ、我々は今後の行動のための大きな足がかりを……」

「ならないよ」

「何？」

「残念だけど、絶対にそうはならない」サクラの言葉を、真ま昼ひるは真まっ向こう否定する。「いいかい？　彼らの目的は、あくまでもマザーコアの交換を阻止すること。僕らはそのための手て駒ごまで、計画が無事にすめばあとは僕らなんかどうでもいい。と言うより、シティ体制を廃止する気がない彼らにとっては僕らの存在は邪じや魔まになる」

「それって……」何かに気付いたようなディーの声。「あのまま作戦が成功してたら、僕らは切り捨てられて終わりだった、ってことですか？」

「大正解」真昼は窓の向こうに広がるニューデリーの街に視線を向け「執政院と賢けん人じん会かい議ぎが手を結んだなんて話は公になるはずがないし、マザーシステムに絡からんだこの街の内紛も政府の上層部以外は知らない。……仮に僕らが作戦を成功させても、『賢人会議という正体不明のテロリストが執政官を拉ら致ちした』ってことにして僕らの口を封じれば、マザーシステム反対派の執政官達は何の代価も払わずに戦果だけを手に入れられる」

「な……」

「そ、そんなのずるいです！」

　同時に声を上げるサクラとセラ。

「ずるくないよ。それが政治で、それが策を練るってことだもの」真昼は首を振って少女の言葉を否定し「だから、あの段階で作戦を成功させても、僕らにメリットは何も無い。今の段階で何をやっても、矢や面おもてに立たされるのは賢人会議だけ。それじゃいけない。僕らは状況を上う手まく操そう作さしながら、何とかしてあの人達を表舞ぶ台たいに引っ張り出さなきゃいけない」

「だ、だが……仮にそうなったとしても、このシティにおけるマザーコアの交換が阻止されることに変わりはないのだろう？」

　どこか焦あせったような、サクラの声。

　少女は両手を大きく左右に広げ、こっちを説得するような口く調ちようで、

「そうなれば、少なくとも我々の第一の目的は達成される。たとえ賢人会議が泥どろをかぶることになっても、それで死ぬはずだった魔法士の命が救われるなら……！」

「──だめだよ」

　その言葉を、一いち言ごんのもとに否定する。

　椅い子すから立ち上がり、黒髪の少女に歩み寄る。

「君は今まで、そうやって戦ってきた。自分が手を汚しても、子供達を助けてきた。……それはすごいことだけど、でもここからはそれじゃいけない。サクラが本当に世界中の魔法士を助けたいなら、たとえ遠回りでも、回りくどいと思っても、今は『賢けん人じん会かい議ぎ』を大きくすることを第一に考えなきゃいけない」

　ぽんぽんと、子供にするようにサクラの頭を撫なでる。

　振り返り、ディーとセラに順番に顔を向け、

「二人も聞いて欲しい。これまで賢人会議はただのテロ集団だったかもしれない。でも、ここからは違う。自分達がいくら泥どろをかぶっても、誰だれかが助けられればそれでいいなんて考え方じゃいけない」

　一つ深呼吸。

「よく覚えておいてね。君達はただの犯罪者集団なんかじゃない。──この世界で切り捨てられるすべての魔ま法ほう士しの代表として、胸を張って、堂々と歩いていくんだ」




　サクラ、ディー、セラ──三人の顔に、何かを考えるような、複雑な表情が浮かんだ。

　真ま昼ひるはそれを順番に見比べ、一つうなずいた。

「とにかく、こっちの能力については執政官達も納得した。サクラとディーの手抜きには誰だれも気付いてないみたいだから、明日あしたからの作戦も問題なく行けると思う」

　言葉を切り、ふと視線を上に向け、

「や……それは嘘うそか。少なくとも、あのアニル・ジュレって人は気付いてたはずだから」

「は？」即座にサクラが反応する。「馬ば鹿かな。私はそんなミスはしていない。私が隠していた能力を、あの男が知る道理は……」

「ああ、もちろん、サクラの本気がどんなものかはあの人も知らないはず」真昼は笑い「でもね、あの人は間違いなく、こっちに勝つ気がないって知ってたんだよ。でなきゃ、わざわざ出てくるわけがない」

「……どういう、意味だ？」

「どうもこうも、言葉通りだよ」真昼は壁かべに背中を預け「あの人の魔法士としての能力はせいぜい人並みかそれ以下。こっちの魔法士とぶつかれば、勝ち目がないのなんか本人が一番よく分かってる。……なのに、あの人は大した護ご衛えいもつけずに危険なシティの外に出てきた。全部、こっちを動かすための誘いだったんだよ」

　ディスプレイ越しに見た男の顔を、思い出す。

　わけもなく、肌が粟あわ立だつのを感じる。

「怖い人だよ。こっちが本気で攻めて来ないことも、作戦を成功させる気がないことも、だけど出しゆつ撃げきしないわけにも、あからさまに手を抜くわけにもいかないことも──全部承知で、自分を囮おとりにしてこっちの戦力を計りに来た」
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　壁かべに掛けられた時計の針が零時丁度きっかりを示し、一月十八日が始まった。

　ヘイズは分厚い紙の資料束たばを繰くる手を止め、窓の外に広がる闇やみに視線を向けた。

「……ってーか、何やってんだろーな、オレ」

　邸宅一階の一番端に設けられた図書館データ室には、データサーバの端末と共に貴重な紙の資料を収めた棚も並んでいる。その数、実に五十。離はなれのような形でアニル邸の広い庭を半分占せん拠きよする図書館データ室には、館やかたの主あるじが私財を投じてかき集めた、今では失われてしまった大戦前のニューデリーに関する資料が大量に収蔵されている。

「……このあたりの棚だと思うんだけどな……たぶん」

　天てん井じようの監かん視しカメラには細工を施ほどこし、誰だれも映っていない記き録ろくを自動生成するように設定してある。こんな犯罪者じみたことをしなくても直接アニルに頼んでこの部屋に入れてもらえば済む話なのだが、残念ながらそういうわけにはいかない。

　小さな紙片をポケットから取り出し、手のひらに広げる。

　ノートの切れ端か何かと思おぼしき紙片に書かれた文字を、じっと見つめる。

　そう。今はまだ、たとえ相手がアニルでもこれを見せるわけにはいかない。




『──計画……大気制せい御ぎよ衛えい星せいに偽ぎ装そう……天あま樹ぎにはウィッテンから連絡。アリスを──』




　三ヶ月前、ヘイズはシティ・ロンドンである事件に巻き込まれた。錬れん達と出会うきっかけになったその事件の中で、ロンドン周辺の研究施設跡を調ちよう査さすることになったヘイズは半なかば偶ぐう然ぜん、このメモを見つけた。

　魔ま法ほう士しの能力の根幹、情報制御理り論ろんの創始者である三人の科学者──天樹健けん三ぞう、エリザベート・ザイン、アルフレッド・ウィッテン。

　そのうちの一人、ザインが所有していたと思われるこのメモの正体を探るため、事件が終わってから三ヶ月、ヘイズは世界中を旅してきた。

『大気制御衛星』とはどう考えても、世界中に遮しや光こう性気体の雲を撒まき散らし、冬に閉ざされた現在の地球を作った、南極と北極に一つずつ存在するあの衛星。

『天樹』と『ウィッテン』とは、おそらく天樹健三とアルフレッド・ウィッテン。

　問題は、文の最後に書かれた、『アリス』という単語だった。

　ヘイズは各地のシティ跡地や研究施設を巡めぐり、情報をかき集めた。が、何しろ手がかりが少なすぎた。調査は難なん航こうし、手がかりの欠片かけらすら掴つかむことはできず、ヘイズの下に集まるのは膨ぼう大だいな数の信しん憑ぴよう性せいのない噂うわさばかりだった。

　そうやって無む為いに時は過ぎ、三ヶ月近くが経たち──

　ヘイズがようやくまともな情報を得たのは、南アメリカ大陸、シティ・サンディエゴ跡地の研究施設だった。

　奇跡的に風化を免まぬがれたその資料は、大戦前にそのシティに存在していた小さな大学の、医学部に在ざい籍せきしていたとある教授の残したメモだった。日記か何かの切れ端らしいそのメモには、今から二十年以上前、二一七五年頃ごろに教授の身に起こったある出来事が記されていた。

　シティ・ニューデリーに住む知人の研究者から、ある少女に関する報告が送られてきたこと。

　病気、というわけでは無いのだが、その少女の脳に、いくつかの奇妙な特徴が発見されたこと。

　メモによれば、送られてきた論ろん文ぶんに目を通した教授は、その一件が自分の手に余ると判断してすべてのデータをシティ・ロンドンに転送している。そして、当時、そのシティには世界最高の大脳生理学者、エリザベート・ザインが住んでいる。

　報告された少女の名は、「アリス」。

　三ヶ月にわたる調査でヘイズがようやく手にした、まともな手がかりだった。

　……たぶん、すべての鍵かぎはその「アリス」って子供だ……

　ヘイズはすぐさまシティ・ニューデリーに飛ぶ計画を立てた。そんなときに丁度、錬れんからニューデリーに絡からむ仕事の依頼が来た。まさに渡りに船。ヘイズはすぐさま、仕事を請うけ負うという返事を錬に送った。

　そうして、ヘイズは今、ここにいる。

　大戦前の資料が残された、アニル・ジュレの個人図と書しよ館かん。

　ここなら、あるいは、「アリス」の正体をたどる手がかりが──

　……ん……？

　室内の空気の流れにかすかな違和感。とっさに背後を振り返り、闇やみの中に目をこらす。きちんと閉ざされた図書館の入り口扉。そこに誰だれかが立っていたような気がして、首をかしげつつ前に向き直り、

「何しとんのや？　こんな夜中にこそこそと」

　いきなり、耳元から声が来た。

「っとぉ──！」

　反射的に飛とび退すさり、懐ふところの銃じゆうに手を添えて身構える。闇に慣れた視界が、さっきまで自分がいた場所に立つその人ひと影かげを捉とらえる。

　十七歳ぐらいの白人の少年。黒いスラックスに白いジャケット。

　短く刈かり揃そろえた白髪に、小さな丸レンズのサングラス。

「お前……」

　アニル達に協力している、モスクワのエージェント。

　名前は、確たしか、幻影イリユージヨンNo.17……

「子供も大人おとなもとっくに寝る時間やいうのに、ご苦労な話やな」

　奇妙な訛なまりの英語で、少年が口を開く。

　獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのように笑い、右手の人差し指の骨を小さく鳴らし、

「Hunter Pigeon、ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ。あんたの噂うわさはいろいろと聞いとるで。アニル・ジュレ執しつ政せい官かんの個人的な知り合いなんやて？」

「……そうだ。それがどーした」

「その個人的な知り合いさんがこんなとこで一人で何してたんか、めっちゃ興きよう味みあるねんけど」

「お前にゃ関係ねーよ。……いっとくけどアニルの許可はもらってるからな」

　これはハッタリ。だが、ともかくこの場を切り抜けさえすれば、後の口裏合わせはどうにでもなる。

　案あんの定じよう、少年は不ふ審しんそうに目を細め、

「……こんな夜中に、明かりもつけんと、監かん視しカメラに細工してか？」

「極秘事項なんだよ」

　即答し、左手に持ったままの紙片をさりげなくポケットに押し込む。

「あ？　なんや、今の」それを見逃さない少年の声。「ちっと、おれにも見せてくれへんか？」

「ふざけんな」

　油断なく銃に手をかけたまま、まっすぐ前に歩き、少年のとなりをすり抜ける。

　と──

「ちょい待ちぃや」

　少年の右手が、こっちの肩に伸びる。

　油断していれば決して捉とらえられなかっただろう、神しん速そくの突き。

　その動きがあまりに見事だったので、ほんの一いつ瞬しゆん、ヘイズは回かい避ひを忘れて見入ってしまった。

「──っ！」

（システム稼か働どう率りつを六十パーセントに設定。予測演算開始）

　慌てて脳内のスイッチを叩き、大きく身を捻ひねって少年の手を避よける。少年が「お？」と眉まゆをひそめ、伸びきった腕を引き戻しざま、紙片を押し込んだこっちのポケットに向かってその手を突き出す。

　が、その程度の動きは完かん璧ぺきに予測の内。

　少年が動き出した瞬間にすでに回避運動を開始していたヘイズの体は、少年の右手の指を一ミリの差でかわしてその側面に回り込む。

「待てって言われてもなぁ。オレも忙しいしよ」

「……おもろいやないか」

　呟つぶやいた少年の口元から笑えみが消える。踏み込んだ右足のスピードは先ほどよりも数倍速い。Ｉ－ブレインによる加速処理を使っているようには見えないのに、その速度は人間の限界を踏み越えた常じよう軌きを逸いつした物。予測演算が狂う。とっさに左手の親指と中指を合わせ、オーケストラの指揮者のように眼前に掲げ、

　……やべ。

　別に少年を倒すつもりで戦っているわけでもないのに、こんなところで『破砕の領域Erase Circle』を見せてしまうのはまずい。ぎりぎりでその動作を中断し、逆の右手で銃じゆうをつかみ出す。迫り来る少年の眉み間けんに銃口を合わせ、突き出された少年の掌しようの一いち撃げきをかわしざま銃口を……

　……こいつ……？

　少年の口元に笑えみが浮かぶ。いっさい回かい避ひ運動を取る様よう子すが無いその態度に不ふ審しんを覚え、引き戻した銃のグリップを少年の首筋めがけて水平に叩たたき込む。のたうつ蛇へびのように跳ね上がった少年の指が銃を持つヘイズの手に触れ、それをすでに予測していたヘイズは直前でその動作を停止して踏み込みざま反転して少年の背後に回り込み、それを追うように振り返った少年の右足が風切り音をまとって弧こを描き、さらにその攻撃も予測していたヘイズは首筋めがけて叩き込まれる一撃をほんの少しだけ上体をのけぞらせてかわし……

[image: ]

「ちょ、ま、待った！　ちょっと中断や！」

　焦あせりを帯びた、それでいてどこか楽しそうな声。

　少年は白いジャケットを翻ひるがえして大きく後方に飛とび退のき、頬ほおを伝う汗を手の甲で払い、

「あんたのそれ、ちょっとおかしいで。どんだけ避よけたら気が済むねん！」言葉とは反対に、少年は口元に笑えみを浮かべ「っていうか、あんた本気出してへんやろ。さっきのこれ。この指弾はじくみたいなヤツ、あれ一体なんの真ま似ねや？」

　一度だけ見せてしまった破砕の領域Erase Circleのポーズを真似し、少年は親指と中指を合わせた左手をひらひらさせる。

「バーカ、そりゃこっちの台詞せりふだ」ヘイズも同じように笑い「てめぇこそ、こっちの銃見ても当たり前みてぇに突っ込んで来やがって。どんな能力隠し持ってやがる？　っていうか、その前にまずそれだ」

　破砕の領域Erase Circleを真似ているのとは逆の、少年の右手を指さす。

　構えも何もなく、無造作に下ろされた右手。

　その指は、拳こぶしでも掌しようでもなく、人差し指と中指を二本だけ伸ばした奇妙な型をとっている。

「さっきからときどきやってるよな、それ。目つきやってくるわけでもねぇし、なんかすぐにやめちまうし。いったい何のつもりだ？　その構えは」

「ありゃ……」少年は悪びれたふうもなく頬ほおをかき「日ひ頃ごろの訓練いうんは怖いな。使わへんつもりでも、ついつい癖くせに出てまう」

「なんか隠し球多いな、おい……」

「いや、そらこっちの台詞やねんけどな……」

　そこで言葉が途と切ぎれ、お互い何となしに黙だまり込む。

　しばしの沈ちん黙もく。

「……ほれ」

　ヘイズはポケットから紙片を取り出し、少年に差し出した。

「あ？」少年は目を丸くし「いや、ほれ、て。ええんか？　それ」

「ここで隠しても、どうせしつこく嗅かぎ回るだけだろ」ヘイズは苦笑し「よく考えたら、どうせ見せてもわかんねぇしな。この方が手っ取り早い」

「いや、まあ、分からんかどうかは見てみんと……」

　少年は差し出された紙片を受け取り、目を通す。

　しばらくして、憮ぶ然ぜんとした様よう子すで顔を上げ、

「なんやこら」

「だから、わかんねえっつただろ」ヘイズはその手から紙片を取り上げようとして、ふと思いとどまり「とにかく、その文の中身を調しらべんのがオレの今の仕事だ。……欲しけりゃやるぞ？　そいつのデータはもう取り尽くしちまったからな」

「そうなんか？　……や、ほんならもらっとくけど……」

　少年は釈然としない顔で「……ま、ええか」と呟つぶやき、紙片をポケットにねじ込んで図と書しよ館かんの出口に向かって歩き出し、

「……ん？」突然こっちを振り返り「なんや、今の」

「……お前にも聞こえた、ってことは、幻げん聴ちようじゃねぇな」

　不ふ審しんな物音を、二人は同時に聞いた。




　　　　††††††††††††††




　書棚と書棚に挟まれた図と書しよ館かんの一番奥の暗がりに、小さな光が灯ともった。

　クレアは携けい帯たい端末の動作表示のランプを手のひらで覆おおい隠し、脳内のメッセージ窓越しに言葉を送った。

『……はい、ニューデリーに到着。アニル・ジュレ執しつ政せい官かんに接触しました』

　後ろ髪に隠されたうなじからは有ゆう機きコードが伸び、携帯端末を介してさらに別のケーブルに繋つながっている。細いケーブルは床ゆかを這はって書棚の陰につながり、そこに埋め込まれた通信ケーブルを介して地球を遙はるか半周、本国であるシティ・マサチューセッツの情報部にまでデータを運んでいる。

　数秒のタイムラグをおいて、メッセージ窓に返信。

　本国の情報担当官が、賢けん人じん会かい議ぎに関する情報を求める。

『いえ、賢人会議との接触はまだです。すでに、シティの外部で交戦はあったようですが』

　そこでメッセージを切り、少し迷い、

『……二重デユアルNo.33については……まだ接触できていません。……はい』

　さらに数秒の間をおいて、脳内に返信が浮かぶ。『引き続き情報を収集するように』というメッセージにうなずき、通信を切断する。

　うなじから有機コードを引き抜き、息を吐く。

　振り返り、闇やみに沈む夜の図書館を一人で『視み』つめる。

　……何やってんだろう、あたし……

　のろのろと手を動かし、床ゆかを這はうケーブルを回収する。携けい帯たい端末を上着のポケットに納め、もう一度、ため息を吐つく。

　マサチューセッツ本国からの指示を、頭の中で反はん芻すうする。

　自分が、どんどん汚い物になっていく気がする。

　──ニューデリーの次のマザーコアが何者かを調しらべ、可能ならばその者を「処理」する──

　それが、本国の意向。

　クレアがこのニューデリーに送り込まれたのは賢人会議を捕らえるためでもマザーシステム賛成派の執政官達に協力するためでもなく、スパイとしてコアの交換を妨害するためだった。

　そもそも、マサチューセッツにしてみれば、ニューデリーのマザーシステムが生き返ってシティの命が長らえてもらっても有あり難がたいことなど一つもない。むしろ、その計画は失敗してもらった方が都合が良い。そうすれば、将来ニューデリーが危機的状況に陥ったときに、ファクトリーシステムを売り込むことができる。存そん亡ぼうの危き機きにあるニューデリーに手をさしのべ、代価として、世界最高の技術力を誇るニューデリーのマザーシステム開発のノウハウを手に入れることができる。

　すべてのシティに対して宣戦を布告したテロリストも、それに与くみしていると思われる逃亡中の裏切り者の騎き士しも、マサチューセッツの上層部にとっては眼中に無い。

　彼らの目的は、この状況を利用して、ニューデリーを崩ほう壊かいしない程度の危機に追い込むこと。

　クレアは、そのために送り込まれた、駒こまだった。

　……あたしは……

　冷たい床ゆかの上を這はい進み、書棚に背中を預けて天てん井じようを視み上あげる。部へ屋や中じゆうの闇やみがのしかかって、心を押しつぶしていく気がする。

　何年も前、生まれたばかりの頃ころは、毎日をこんな気持ちで過ごしていた。

　そんな日々に光が差したのは、デュアルNo.33という少年に出会ってからだった。

　誰だれよりも強くて、誰よりも弱い、銀色の髪の少年。病室のベッドに横たわるあの子を視たときから、クレアは心を奪われてしまった。なんとかこの子を守らなければならない。この子を自分や、他ほかの兄弟達のようにしてはいけないと、二年の間、クレアは一人で戦い続けた。

　ディーを幸せにすることだけが、クレアの生き甲が斐いだった。

　だから、ディーがマサチューセッツを去ったあの日に、クレアの生きる意味は失われてしまった。

　それからの三ヶ月のことはあまりよく覚えていない。というより、部屋で一人ぼんやりとしていた時間が長すぎて、思い出すべきことがほとんど無い。やりたいことは何もない。行きたい場所もどこにも無い。自分がどうして生きているのかも分からず、さりとて死ぬほどの理由もなく、ただ何もすることがない一日は長すぎて、それだけが苦痛だった三ヶ月。

　そんなある日、偶ぐう然ぜん視た海かい賊ぞく放送の演説で、賢けん人じん会かい議ぎを名乗るテロリストの一人として映っていた弟の姿。

　止まっていた時間が、動き出した瞬しゆん間かんだった。

　クレアは表面上は無気力な態度を保ったまま、陰で賢人会議のことを調しらべるようになった。シティ・ニューデリーの動きを最初に突き止めたのもクレアで、自分が出どころと分からない形で情報を流してやるとマサチューセッツの上層部はすぐに食いついた。クレアは陰で手を回し、自分に出しゆつ撃げき命令が下るよう仕向けた。

　ディーに会いに行く。

　それ以外のことは、何も考えていなかった。

　会ってどうしようと思ったわけではなかった。ただ顔を見て、少し話ができればそれで良かった。そうすれば自分のやるべきことが見つかるかもしれないと思った。何でもいいから、自分が生きていていい理由が、もう一度取り戻せるのではないかと思った。

「……あたし……大バカね」

　ケーブルを繋つなぐのに使った床ゆかの穴を塞ふさぎ、スカートの埃ほこりを払って立ち上がる。ぼんやりとした頭で振り返り、図と書しよ館かんの出口に向かう。思考が上う手まくまとまっていないせいか、Ｉ－ブレインの中に知覚する周囲の光景はどこかおぼつかない。目の前には閲えつ覧らん用ようのテーブル、そのとなりにはデータアクセス用の端末。左手の壁かべには一面の書棚があって、その前に……

「──おい」

　いきなり、腕をつかまれた。

「てめぇ、ここで何やってる」

　赤髪の青年が、押し殺した声で問うた。




　頭の中が、真っ白になった。

　クレアはつかまれた腕を強引に振り払い、大きく飛とび退のいて男の手の届く範はん囲いから逃れた。

「な……何よあんた！」

　後ろめたいと自分で思ってしまっているせいか、反はん撃げきする声に力が入らない。それでも必死で背筋を伸ばし、青年の鋭するどい視線に真まっ向こうから立ち向かう。

　青年はふりほどかれた手をじっと見つめ、鋭い視線をこっちに向ける。

　真しん紅くのジャケットをまとい、赤い髪を一ひと房ふさだけ青く染めた、「人ひと喰くい鳩ばと」の名を持つ青年。

　……ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ……

「もういっぺんだけ聞くぞ？　ここで何やってた？」

　青年の問いに無言で応こたえる。Ｉ－ブレインの全方位視界を使って逃げ道を探る。

　と、青年は体の緊きん張ちようを解き、大きく息を吐いて、

「答えられねえならオレが言ってやる。……マサチューセッツに対する定時連絡だよな？　『千里眼クレアヴオイアンス』No.7」

　おそらくは盗とう聴ちようしていたのだろう。通信記き録ろくを表示した小さな立体映像ディスプレイが、青年の手元に浮かぶ。

「……だったら何よ」

　幸いなことに、さっきの通信では重要なことは何も話していない。

　誤ご魔ま化かしがきかないなら、開き直るまでだ。

「文句があるならその資料をニューデリーの連中にでも見せれば？　どうせ大した結果なんか出てこない。恥かくのはあんたの方よ」

　精一杯の虚きよ勢せい。

　と、青年の左右色違いの瞳ひとみが、すっと細くなった。

「な、何よ」

「……一度しか言わねぇ。よく聞けよ」青年はゆっくりとこっちに歩を進め「オレは、お前らのシティの利害に興きよう味みはねぇ。マザーシステムが正しいかどうかも分かんねぇし、どこのシティのやり方が正しい、なんてのも知らねぇ」

　けどな、と青年はクレアの前で立ち止まる。

　頭上から、冷たい視線が投げつけられる。

「それでも、アニルは違う。あいつは、自分が信じた物のために命を賭かけてる。それを笑うヤツは、オレは許さねぇ。……だから、お前らがくらだねぇシティの利害関係のためにこの作戦を邪じや魔ましようってんなら、オレが遠えん慮りよ無く叩たたきつぶす」

　迷いの欠片かけらもない、その言葉。

　それが、クレアの心の奥の、一番暗い部分に突き刺さった。

「……んのよ……」

「あ？」

　心の中で、真っ黒な塊かたまりが膨ふくれ上がる。

　ディーが消えたあの日から、心に降ふり積つもった、淀よどんだ澱おり。

　それが、一気に噴ふき出す。

「……ふざけんじゃないわよ……あんたに、何が分かんのよ……」

「え？　おい、お前、ちょっと……」

　伸ばした腕が、青年の胸ぐらをつかむ。

　こんなことをしても、意味がないと分かっている。

　それでも、自分が止められない。

「お、お前、ちょっと待……」

「あんたはいいわよね。そうやって信じる物があって、友達のために力使って、胸張って堂々としてられて……」淡たん々たんと呟つぶやく声とは裏うら腹はらに、手に力がこもる。「けど、あたしは違う。あたしみたいなシティ生まれの魔ま法ほう士しには選択の余地なんか無い。良いも悪いもなく、やりたいもやりたくないもなく、言われたことを黙だまってやらなきゃ生きていけないヤツの気持ちが、あんたに分かんの？」

　眼帯の裏に、涙がにじむ。

　それに気付かれまいと、顔をいっそう上に向ける。

「お前……」

　これまでと感触の違う、青年の声。

　それがなんだか哀れんでいるようで、怒りがさらに膨ふくれ上がる。

「……あんた、一体何様のつもりよ」眼帯に覆おおわれた目で青年を真まっ向こうから睨にらみ付け「あたしだって……あたしだってね、やりたくてやってんじゃないわよこんなこと──！」

　それ以上は、声がかすれるのを抑えられなかった。

　青年の体を乱らん暴ぼうに突き飛ばし、クレアは駆け出した。




　気がついたときには、自分の部へ屋やの前に立っていた。

　クレアは両目を覆おおう眼帯を外はずし、手の甲で涙を拭ぬぐった。

　……ほんとに、何やってんだろ、あたし……

　精せい緻ちな細工が施された扉を引き開け、中に入る。明かりもつけずにベッドに倒れ込み、眼帯を握りしめたまま目を閉じ、

「なんや、口げんかで負けて帰ってきたか？」

　いきなり、枕まくら元もとで声。

　弾はじかれるように起き上がり、クレアはベッドの脇わきに立つ人ひと影かげを認め、

「幻影イリユージヨンNo.17……」

「せや、久しぶりやな。千里眼クレアヴオイアンスNo.7」

　白髪の少年が屈くつ託たくなく笑う。

　断りも無しに椅い子すを引き寄せ、勝手に座り、

「あの兄にいちゃんも好き勝手言うてくれるわ。……まあ、向こうの方が正しいんやろうけど、おれらにそれ言うんはちょっときついわな」

「……何？　あんた、慰なぐさめにでも来たの？」

　勝手に部屋に入ったのをとがめるのも忘れて、問う。

　生まれてすぐに別れたきりの、クレアにとってのもう一人の「弟」。

　数年ぶりに出会った少年は、今、クレアが覚えているのとは全く違う顔で、目の前にいる。

「何があったんだか知らないけど、あんたは楽しそう。……モスクワは、いいとこだった？」

「……おれはただ、お前に忠告に来たっただけや」

　少年の目が、まっすぐにこっちを見る。

　射い抜ぬくようなその真剣さに、ベッドの上で後あと退ずさる。

「な、何よ」

「お前が、ここに来たんはディーに会うため。あいつに会って、なんか今の自分に足りへん物を教えてもらうため。……そうやろ」

「だったら……何よ」

「ただ会うだけやったらええ。けど、シティを裏切ってあいつのところに行くつもりやったら、やめといた方がええ」

「な……」

　思ってもみなかった言葉に、飾り物の目を見開く。

　心の奥底にあった、自分でも気付かなかった願がん望ぼうを言い当てられた気がして、頭に血が上る。

「ふ、ふざけないでよ！　あたしはそんな……！」

「ほんまに、そんなつもりないか？」

　囁ささやくような声で呟つぶやいて、少年が椅い子すから立ち上がる。

　どこか悲しそうな目でこっちを見下ろし、右手で頭をかき、

「お前、教えてもらってへんみたいやから、言うといたるけどな」

「な、なによ……」

　数秒の間。

　少年はかすかに視線をうつむかせ、小さく息を吐き、

　その言葉を、口にした。




「──あいつな、人殺したで」




　何を言われたのか、分からなかった。

　クレアは「は？」と首をかしげ、少年の顔を視みつめた。

「あいつって……誰だれ……？」

「誰て、ディーの話に決まっとるやろ」

「は……」笑おうとして、失敗する。「な、何言ってんのよあんた。……あ、あの子がそんなことするわけないじゃない。あの子はマサチューセッツにいたときだって誰も殺せなくて、傷も付けられなくて、そのせいで処分されそうになってそれでも全然上う手まくできなくて……」

「モスクワ軍陸戦部隊、五個中隊四百人。まあ、好き勝手によう斬きってくれたわ」少年は何かを思い出すように視線を天てん井じように向け「『賢けん人じん会かい議ぎ』の中で一番危険なんは、間違いなくあいつやな。モスクワでも、上の連中はどうやってあいつを止めるか真剣に対策練っとる。……ディーはもう、お前が知っとったディーやない」

　少年の手が、ゆっくりと伸びる。

　堅く鍛きたえ上げられた手が、クレアの肩をそっと叩たたく。

「お前がマサチューセッツでぼけーっとしてる間に、あいつは強なった。ほんまに、おれもびっくりするぐらい強なった」

　言葉を失い、ただ少年の顔を視上げる、クレア。

　それを見下ろし、少年は、静かに告げた。

「……悪いけど、今のお前やったら、あいつのとこ行っても邪じや魔まになるだけやわ」
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　　　　††††††††††††††




　アニル邸の一階、ほぼ中央に位置する執しつ務む室しつに、明かりが灯ともった。

　深夜二時、秘ひ匿とくの通信回線経由で集つどった五人の執政官は立体映像という形でアニルの前に並び、極秘の会議が始まった。

『……さて、「賢けん人じん会かい議ぎ」の戦力把握が済んだところで、次の行動プランの策定に入りたいところだが』

　天てん井じようのスピーカー越しの音声で、執しつ政せい官かんの一人が発言する。アニルはうなずき、他ほかの四人もそれに倣ならう。

『コア交換の準備そのものは順じゆん調ちようです』と別な執政官。『全ぜん機き材ざいのチェックはほぼ完了。現地に運びさえすれば、後は子供でも動かせます』

『最大の問題は、マザーシステムが存在する西第三区一帯の警けい備びをすべて向こうの派は閥ばつに握られていることだ』

　さらに別な声が後を引ひき継つぐ。

『陸軍市街戦部隊一個師団。加えて、あちらの派閥に付き従う魔ま法ほう士しはこちらよりも遙はるかに多い。何らかの手を打たなければ……』

『最終的には、やはり武力攻勢しかないのでは』

『いや、それは他シティの介入を招くきっかけとなる』

『そうです。内戦は可能な限り避さけねば』

『いや、しかし……』

　執政官達が口々に自分の意見を述べる。

　アニルはそれらの一人一人に視線を巡めぐらせ、ふむ、とうなずき、

「──世よ論ろんを動かす、というのはいかがでしょう」

　他ほかの執しつ政せい官かん達の声が止まる。

『……アニル執政官』最も年長の男が、口を開く。『それは、いったいどういう意味かな？』

「なに、簡かん単たんなことですよ」

　アニルは穏おだやかに笑う。

　立体映像ディスプレイを操そう作さし、シティ・ニューデリーの俯ふ瞰かん図ずを頭上に呼び出し、

「市民の皆様に、ニューデリーの現状を正しく理解して頂きましょう」







　　　幕間　君に捧ささぐこの名前　～So,we call you as～







　……小さな話し声に、目が覚めた。

　顔にかかった毛布をおそるおそる取りのけ、そっと、あたりの様よう子すをうかがった。

　いったいどれくらい眠っていたのか、岩肌がむき出しの洞どう窟くつのような場所に、自分は寝かされていた。広い空洞の真ん中ではたき火の明かりが煌こう々こうと燃もえさかり、それを取り囲んで黒髪の少年と少女は話し合っていた。

「……で？　これからどうするつもりなのよ、真ま昼ひる」

「さて、どうしよっかな」

　真昼と呼ばれた少年が、洞窟の天てん井じようを見上げて呟つぶやく。

　そのまま地面の上にごろっと寝そべり、

「月つき夜よはどう？　何か良い考えある？」

「あったら聞いてないわよ」月夜と呼ばれた少女は憮ぶ然ぜんとした顔で膝ひざを抱え「まったく……行く当てなんかないし、モスクワ軍は追ってくるし。ホントにどうしたらいいんだか……」

　なんだか泣きそうな声で呟つぶやいた少女が、ふと顔をこっちに向ける。その目が驚おどろいたように丸くなり、少女は肩にかけた毛布を払いのけて立ち上がり、

「真ま昼ひる！　あの子！　起きたわよちょっと真昼！」

　少年の方も「え？」と顔を上げ、一いつ挙きよ動どうで立ち上がる。二人はすごい勢いでこっちに駆け寄り、膝ひざをついてこっちを見下ろす。

「おはよう。気分はどう？　お腹なか空すいてない？」

「あんた言葉話せる？　パン……そうよ、パン食べる？　パン」

　少年と少女が代わる代わるに声を上げる。二人は手を伸ばしてこっちの頭を交互に撫なで、互いに顔を見合わせて、

「えーっと、それで、とりあえずどうすんだっけ真昼！」

「だから、名前だよ。この子の名前」

　あそっか、と少女は呟き、こっちに顔を戻して、

「ねぇ、あんた名前は？　父とうさんにつけてもらわなかったの？」

　名前、という単語がよく理解できずに、首をかしげる。

　少女は「そっか」とうなずき、少年を振り返って、

「真昼、この子の名前！」

「僕がつけて良いんだよね？」にこにこ笑って、少年が少女の言葉を遮さえぎる。「偶ぐう数すう回目で見つけたら月つき夜よ、奇き数すう回目なら僕が名前つける。忘れてないよね」

「う……わ、分かってるわよ」少女は心底残念そうに身を引き「でも、変な名前だったら許さないからね！　分かってんでしょうね！」

「はいはい」

　少年はうなずき、こっちに顔を寄せる。

　まだ小さなこっちの手を取り、微笑ほほえむ。

「よく聞いて。今から君に、名前をあげる」




　……それが、すべての始まり。

　兄と、姉と、三人で歩いてきた、長い長い道の最初の一歩。

　自分が『自分』になった、一番最初の記き憶おく。

「──君の名前は、錬れん」

　誰だれもが、自分のことだけで精一杯だった、あの時代。

　大戦の残り火があちこちでくすぶり続けていた九年前。

　ロシア地方の、誰も知らない洞どう窟くつで──

「今日きようから君は、天あま樹ぎ錬だよ」

　二人の笑え顔がおをぼんやりと見上げた、遠い日の物語。







　　　　なかがき







（注）この本を手に取って頂いた読者の方、巻末の奥付をご覧ください。もし発行年が「２００６年」になっていたら、それは気のせいですので「２００５年」に直しておいてください。あるいは、前作である「ウィザーズ・ブレイン５の下」の奥付を「２００６年」に直す方向でも構いません。ともかく、前作から１年３ヶ月も間が空いてしまったなんて全くの気のせいですので、「うわー、前は９月だったのに今回は12月だよ速ーい」とかそういう方向で納得して頂けるよう、よろしくお願ねがいします。

　お願いします！（血涙）




　……………………えー。

　というわけで、長らくお待たせいたしました。いろんな紆う余よ曲きよく折せつを経つつ、ウィザーズ・ブレイン「本ほん編ぺん」いよいよ開幕です。この一年、私生活でちょっといろいろあったり何だったりイベント盛りだくさんでしたが、なんとかここまでこぎ着けることができました。前作の後書きを読んで「なんかこれ、少年漫画の打ち切りみたいだよねー」とか笑っていたのが、なんだか思いのほか時間がかかってしまい「マジで打ち切りかよ！」とドキドキしていた方もおられるのではないのでしょうか。

　大丈夫！　ウィザーズ・ブレイン打ち切られてません！

　……今のところは（何だと）。




　ってことで新章突入なわけですが、すでに本編を読まれた方はご存じの通り、今回の新キャラは何と少年でも少女でもありません。これについては「読者の総スカンを食らって家に鶏の血が付いたカミソリとか届くんじゃないか」と作者はびびっているのですが、何しろシリーズ開始からの予定通りのことなので仕方ありません。シリーズ前半は話を動かしていくメインキャラたちそれぞれの顔見せ、後半はそれらのキャラの出会いと絡み合い。そういう予定で話は進行してますので、ここから先のお話はここまでに出てきた子供達が出会ったり別れたり浜辺で殴り合って友情が芽め生ばえたり芽生えなかったり、毎回毎回新キャラ登場だったシリーズ前半とはちょっと違った趣おもむきの展開になっていくと思います。

　……ここでがっくり人気が落ちたらどうしよう。

　作者としては、これまでと変わらず楽しんで頂けるよう、祈るばかりです。




　ファンレターを送ってくださった皆さん、どうもありがとう御ご座ざいます。デビューからこれまでに頂いたファンレターは一つ残らず箱に収めて、大切に保管しています。ついでにちょっとブルーになったときは、押入から引っ張り出して一通一通読み返して悦えつに入ったりもしています。端はたから見てるとちょっと怖いかもしれません。でも、これからもお手紙頂ければ幸いです。




　ってことで、上巻なかがきはこの辺で。

　次回からは歴代主人公＆ヒロインが一堂に会したところで、装いも一転『私立ウィザブレ学園編へん』がスタ」ートです。嘘うそです。本当はもう少しシリアスな展開が待っています。こうご期待。




　……あ、宣伝忘れてた。

　本作と同時進行で、実は電でん撃げきオフィシャル海かい賊ぞく本ぼん「電撃BUNKOYOMI」の方にちょろっと短編を載せていただきました。といってもこの本が出る頃ころにはすでに購入申し込みも締しめ切られ、手に入れる人はもう手に入れていることと思います。生まれて初めて書いた短編、しかもコメディなのでどんなものかと心配ですが、ゲットされたラッキーな方はどうぞお楽しみください。




　それでは、来年また、皆様にお会いできますよう。




　十月某日自宅にて。「月のワルツ」を聞きながら。


三さえ枝ぐさ零れい一いち









　電撃オフィシャル海賊本「電撃BUNKOYOMI」収録「ハッピーバレンタイン」執筆中のＢＧＭ。

「帝国のマーチ（通称・『やる気のないダース・ベイダーのテーマ』）」
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫製。最近びっくりしたのは、徹夜明けで気が付いたら家に「パワー９」があったこと。どうやら寝ぼけて注文したらしい。ビバＭＴＧ廃人。分からない人はネットで検索してみよう。
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純すみ 珪けい一いち

黒を愛する黒い絵師。ジャージから着替えてコンビニまで歩くか着替えずに簡単な料理をするかどっちが楽かを真剣に考える毎日。意外とコンビニって近いようで遠いです。
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ウィザーズ・ブレインVI




再さい会かいの天てん地ち〈上〉








三さえ枝ぐさ零れい一いち
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